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「いらっしゃいませ！」

　ガラスのドアが開き、常連客が店の中に入ってくる。接客担当の凉りょう子こが昼休みを取る間、店頭に立っていた亨とおるは、顔なじみの老婦人に「こんにちは」と声をかけた。

「こんにちは、パティシエさん。今日はお店に出ているのね」

「今、みんな昼に出てしまっているんですよ。だから自分が店番です。何かお伺うかがいしましょうか」

「エクレールのクレームパティシエールを四ついただける？」

　エクレールは店の「顔」とも言える定番商品で、中でもクレームパティシエールは一番人気がある。

「それと、マドレーヌのこの箱詰めをひとつ」

「エクレールのクレームパティシエールを四つと六個入りのマドレーヌをひと箱ですね。いつもありがとうございます。包装はいかがいたしますか？」

「マドレーヌはお遣つかいものにしたいから、簡単に包装してちょうだい」

「かしこまりました」

　エクレールをケーキ箱に入れ、マドレーヌの箱詰めを包装紙で包んだあと、リボン付きのシールを貼はった。金色のシールには、『Pâtisserieパティスリ HIDAKAヒダカ』のロゴマークが刻印してある。会計を済ませた亨は、ショーケースの背後から出て、老婦人のすぐ側そばまで歩み寄った。商品の入った紙袋を手渡しし、軽く頭を下げる。

「お気をつけてお持ち帰りください。ありがとうございました」

　ガラスのドアを片手で開けて老婦人を送り出したのとほぼ同時だった。店の前に黒くろ塗ぬりの高級車が音もなく横付けされる。

（すげー……リムジンってやつ？）

　この近辺じゃ滅多にお目にかからないようなピカピカに磨みがかれた車体に思わず見とれていると、運転席のドアが開いて、中から白手袋をはめた運転手が降おりてきた。黒服の運転手が後部座席に回り込み、ドアのレバーに手をかける。ガチャッとドアが開いた。

　どんな金持ちなんだろう。

　店の扉を押さえたまま、好奇心に満ちた眼まな差ざしを、開かれたドアに向ける。

　なんとなくイメージで、中年のでっぷりした重役タイプが降りてくると思っていた亨の予想は覆くつがえされ──すらりとした長身の男が車中から現れた。

（へぇ……まだ若いじゃん）

　高い腰位置に長い手足。広い肩かた幅はば。日本人離れした九頭身をチャコールグレーのスーツに包んだ男が、顔が映うつり込こみそうな革かわ靴ぐつで石いし畳だたみを踏み締めた。

　男がまっすぐこちらへ向かってくる気配を察して、亨はじわりと目を細める。

（うちの客？）

　こんな、見るからにセレブっぽい人種が、うちみたいな地元密着型のケーキ屋になんの用だろう。場所だって都心からずいぶん離れているし、一いち見げんの客が興味をそそられるような店構えもしていない。メディアに露出したこともないのに。

　訝いぶかしがっている間にも男が長い脚あしで近づいてきて、そのノーブルな美び貌ぼうが明らかになる。

　艶つやのある黒髪。彫ほりが深く、端たん整せいでいて甘い顔立ち。秀ひいでた額ひたいに高い鼻び梁りょう。くっきりと濃い眉まゆの下の黒い瞳は知的な輝きを放ち、口くち許もとにはそこはかとなく気品が漂ただよう。

　俳優かと見まがうルックスをしげしげと観察しながら、亨の背中は徐じょ々じょにむずむずとし始めた。

（あれ？　なんか……）

　いつしか目前まで来ていた男の顔を間近に捉とらえ、つと眉をひそめる。

　自分をまっすぐ見つめる黒く澄んだ瞳に、見覚えがあるような気がしたからだ。

　昨日の夜テレビで観みた俳優？　ＣＭに出ているモデル？　いや、違う……。

　頭の片かた隅すみの閃ひらめきの尻しっ尾ぽを捕まえようと、記憶を探っていた時だった。

　亨の顔を凝視していた男が形のいい唇くちびるを開き、滑なめらかな低音で囁ささやく。

「亨？」

　名前を呼ばれ、亨はびくんと肩を揺ゆらした。

「なんで……俺の名前」

「やっぱり亨だ」

　美しい貌かおに喜色を浮かべた男が、心の昂たかぶりを懸命に抑おさえつけているような声を出す。

「十二年ぶりだけど、変わっていないからすぐわかったよ」

　──十二年ぶり？

「俺のこと、覚えてる？」

　少し心配そうな、緊張した面おも持もちで問われ、じっと目を凝こらす。やがて視線の先の顔が、記憶の中のとある面影と重なった亨は、「あっ」と声をあげた。

「あ、……秋あき守もり!?」

　半信半疑で、兄弟同然に過ごした幼なじみの名前を口にした瞬間、男がうれしそうに破顔する。

「覚えていてくれてうれしいよ」

「うそ……」

（本当に？　本当に秋守？）

　肯こう定ていされてもにわかには信じられない気分で、亨は食い入るように目の前の男を見た。男もまた、何かを懐なつかしむような、込み上げる切ないものを堪こらえるような、複雑な色合いを帯びた眼差しで自分を見つめ返してくる。

　その感かん慨がいを秘めた黒い瞳に見入っているうちに、漸ようやく、じわじわと実感が湧わいてきた。

　秋守だ。こいつは、本当に秋守だ。

　離れていた十二年間、時折、大人になった秋守を思い描くことがあった。

　泣き虫だった幼なじみは、今、どんなふうになっているんだろう。背は伸びたのか？　女の子みたいにきれいだった顔は？　やさしくて繊細だったけれど、年齢を重ねて少しは男っぽくなったんだろうか──と。

　想像よりも遙はるかにいい男になっていたけれど、自分を見つめる黒くて澄んだ瞳は変わらない。秋守だ。秋守に間違いない。

（本物だ）

　実感と共に胸がぎゅっと締め付けられるように苦しくなる。胸の奥から熱いものがぐぐっと込み上げてきて、目頭がじんわり熱くなった亨は、そんな自分を誤魔化すために言葉を継ついだ。

「そ、それにしても突然だな。いつ日本に帰ってきたんだよ？」

「つい一週間前」

「一週間前？」

「本社に転勤になって戻ってきたんだ」

　十五歳でロンドンに留学した秋守がケンブリッジ大学を卒業後、ボストンに渡り、ハーバード・ビジネス・スクールに進んだという話は風の噂うわさで知っていた。

　その後はふたたびロンドンに戻り、実家が営いとなむ『士し堂どう物ぶっ産さん』のロンドンブランチで働いているという話も──。

　そんな噂を耳にするたび、昔は何をするにも一緒だった幼なじみと、生きる世界が違ってしまったことを感じていた。

「じゃあ、これからはずっと日本に？」

「ああ。身辺が落ち着いたら、まずは一番最初に亨に会いに来るつもりだった」

「秋守」

「十二年前は……別れの挨あい拶さつもできずに急に発たつことになってごめん」

　神妙な顔つきで謝るなり、深々と頭を下げた男に面食らう。

「だってあれは、留学したんだから仕方ないじゃん」

　顔を上げた秋守が、真剣な表情で亨を見み据すえた。

「でも、これからは体が許す限り、顔を見に……会いに来る。──もちろん亨が許してくれるのなら、だけど」

「許すも何も……別に怒ってないし」

　亨は笑った。

　そうだ。こうして戻ってきてくれたのなら、もういい。

　おまえがいなくなって、喪そう失しつ感かんのあまりに生きる気力を失った時期もあったけれど、もういいんだ。

　おまえが元気な姿を見せてくれた。昔と変わらない笑顔を見せてくれた。

　もう……それだけでいいんだ。
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　ピッ、ピッ、ピッ、ピッ！

　枕元で鳴り始めた電子音に背を向けるように、もぞもぞと布ふ団とんの中で寝返りを打つ。

　ピピッ、ピピッ、ピピッ、ピピッ！

　しかし、敵も心得たもので、どんどんボリュームを上げてくる。

　ピピピッ、ピピピッ、ピピピッ！

　耳を塞ふさぎたくなるほどの大音量になった時点で、ついに日ひ鷹だか亨とおるは根負けし、右手を掛け布団の中から外に出した。腕を伸ばして枕元の目覚まし時計を摑つかみ、手探りでアラームスイッチをカチッと落とす。電子音が漸ようやく黙った。

　ふぁーとあくびをしながら目覚ましをもとの位置に戻し、うーんと伸びをする。枕に後頭部をつけた状態でしばらくぼんやり天てん井じょうを見つめた。

「……なーんかリアルな夢だったな」

　十二年ぶりに、士し堂どう秋あき守もりが自分を訪ねてきた時の夢。

　あれから、もう二年。欠けていたピースが戻ってからの日々は時間が過ぎるのが早く感じられ、なんだかあっという間の二年間だった。

　──でも、これからは体が許す限り、顔を見に……会いに来る。

　あの言葉のとおりに、帰国してからの秋守は、わざわざ都心から郊こう外がいまで足を運び、亨がパティシエとして働く『Pâtisserieパティスリ HIDAKAヒダカ』に顔を出すようになった。まるで、離れていた十二年間のブランクを埋うめようとするかのように。

　とは言っても、何しろ多忙な男なので、その頻ひん度どは月に一回、多くて二回とかだったが。それでも、仕事の合間を縫ぬって黒くろ塗ぬりのリムジンで乗り付けては、店中のケーキを買かい占しめていった。

　その秋守がこの三ヶ月は、『HIDAKA』に顔を見せていない。たまに入る電話やメールの様子から察するに、どうやら仕事が相当に忙しいらしく、日本と海外を頻ひん繁ぱんに行き来しているようだ。

　携帯越しの声が少し疲れている気がして気にかかる。そういや秋守ファンのマリも、「最近、士堂さん、お店に来ませんね」と寂さびしそうにしていたっけ。

（あいつ、働き過ぎなんだよ。ありゃ完全にワーカホリックってやつだよな）

　秋守は士堂財閥を仕切る名門士堂家の御おん曹ぞう司しで、士堂グループの次期総そう帥すいと目もくされる、セレブ中のセレブだ。

　だけど子供の頃の秋守は、日本有数の財閥の御曹司なんかじゃなかった。

　亨と同じようにクリスマスに、教会の前に捨てられていた赤ん坊。亨が二十四日のイブの夜。そして秋守が二十五日の朝。

　境遇も同じならば年齢も同じ自分たちは、教会に併へい設せつされた養護施設『美み国くにハウス』で兄弟同然に育った。どこへ行くのも、何をするのも一緒で、まさしく子犬がじゃれ合うみたいにして育った。

　ずっと、ずっとこのまま一緒だと思っていた。無邪気に信じていた。

　十四歳の冬──ある日突然、黒い大きな車が教会の前に停とまって、中から黒服の男たちを従したがえた着物姿の老夫婦が現れるまでは。

　老人たちは、秋守が、今は亡きひとり娘の忘れ形見であると主張した。長い間行方ゆくえ知れずだった孫を、長年の捜そう索さくの末に漸く見つけ、迎えに来たのだと。

　身元が判明した秋守は、施設を出て祖父母の元で暮らすこととなった。

『亨が望めば、いつだって会いに戻って来る』

『本当に……本当だな？　神様に誓って本当だな？』

『神様に誓う』

　そう約束した秋守は、粉雪がちらつく十二月の寒い朝、教会から黒い車で去った。

　しかし、その約束が果たされることはついになく──亨が秋守との再会を果たしたのは、それから十二年の月日が流れた二年前のことだった──。

「…………」

　ふっと息を吐き、掛け布団をはぐった亨は、むくっと起き上がった。

　ベッドからフローリングの床に素足を下ろして、足の裏のひやっとした感触に顔をしかめる。十月も中旬に差しかかり、明け方の冷え込みが徐々に厳しくなってきた。

　パティシエの朝は早い。店のナンバー２であるスー・シェフの亨は六時二十分出勤なので、五時半には起きなければならない。亨はテレビのニュースを横目に、お湯を沸わかして四つ切りの食パンをトースターに放り込んだ。

　手早く身み支じ度たくをして、パンと目玉焼きとハムと紅茶だけの簡単な朝食を胃に押し込め、歯を磨みがく。

「グルグルグル……ペッ」

　口の中を漱すすいで泡ごと水を吐き出し、続けて流水でざぶざぶと顔を洗い、ぶるっと頭を振るってから、タオルでごしごしと拭ふいた。

　顔を上げると、洗面所の鏡に映うつっているのは、男にしては細い眉まゆと薄茶色の大きな目。鼻筋は細く、唇くちびるはぽってりと小さい。

　二十八年間見続けているので、さすがにいまさら自分の容よう姿しでがっかりしたりはしないが、それでも今日こそ少しは貫かん禄ろくがついているんじゃないかという期待をことごとく裏切られ続けること十年。思春期からいっかな成熟の兆きざしもないままに、気がつけば二十代も後半だ。

（「ガキ顔」から、「大人の男」の段階をすっ飛ばして一気に「オッサン」は勘弁して欲しいよな）

　ため息を吐つきながら、寝ね癖ぐせの激しい髪をおざなりに水で整ととのえる。フード付きのパーカを羽は織おり、バックパックを引っ摑んでアパートの部屋を出たのは六時十八分。

　店からアパートまでは徒歩で五分の距離だが、ロードバイクなら一分で着く。朝の四分短縮は大きいので、多少の雨でも合かっ羽ぱを着て自転車を使うくらいだ。

　まだ薄暗い、人ひと気けのない住宅街を最速で駆け抜けた亨は、店の裏口に着くと、路肩に愛車を停め、チェーンでロックした。鍵のかかっていない通用口から店内に入る。

　廊下を少し歩き、厨ちゅう房ぼうの両開きの扉を押し開け、すでに仕込みに入っている後輩ふたりに声をかけた。

「うーす」

「おはようございまーす」

　明るく挨あい拶さつを返してきたのは小こ池いけマリ。店の紅一点で、ヴィエノワズリを担当する二十四歳。『HIDAKA』に入って今年で四年目だ。

「亨さん、おはようっす」

　こちらはまだ入店半年の時とき田た敦あつ志しが、生クリームを搔かき混まぜつつ、ボウズ頭をぺこっと下げる。

　敦志は五時半には一番乗りで店に来て、窯かまに火を入れたり、拭き掃除をしたりと、マリが来る前に下準備を済ませている。見習い期間は、体力的に厳しい修業の日々だが、亨もマリも経へてきた道のりだ。これがクリアできないようでは先はない。これまでも何人もの後輩たちの面倒を見たが、そのほとんどが途中で脱落していった。パティシエは、世間一般のイメージと異なり、生なま半はん可かな根性では続かないキツい仕事なのだ。

　亨自身はすでに十年以上のキャリアがあるので、早起きも長時間の立ち仕事も慣れてしまっているが。

　朝の挨拶を済ませた亨は、控え室に移り、作業用のユニフォームに着替えた。

　真っ白なコックコートに黒のボトム、やはり白のタブリエ。コートの袖そでを捲まくり、タブリエの腰こし紐ひもを腹の前でぎゅっと縛しばる。最後にコック帽を被かぶった。ぱんっと両手で顔をはたき、気合いを入れる。まだ見習いだった頃から、十年来続けている朝の儀ぎ式しきだ。

「おっし、今日も一日がんばるぜ」










　それからの三十分、エクレールの皮にクレームを詰めたり、スポンジを焼いたりと、三人で黙々と作業に没頭していると、店のオーナーであり、シェフパティシエの日鷹と、その妻・凉りょう子こが出勤してきた。

「おはよう」

「オーナー、凉子さん、おはようございます」

　若い頃にフランスに渡り、ＭＯＦ（フランス国家最優秀職人）の称号も持っている日鷹が、自身が生まれ育った地元に『Pâtisserie HIDAKA』を立ち上げて今年で二十年。

　職人気質でやや頑固なところもあるが、日鷹の菓子職人としての技術力の高さを、亨は心から尊敬している。日鷹のほうも一番弟子である亨に目をかけ、今日まで根気強く育ててくれた。

　子供のいない日鷹夫妻と養子縁組をしたのは四年前だ。以来、孤こ児じで養護施設育ちの亨は、『日鷹亨』となった。

　日鷹が出勤して来たので、亨は師匠と手分けをして生菓子の製作に取りかかる。一年中店に並ぶ定番ケーキと、季節ならではのケーキを合わせて、その数は二十種類だ。

　壁のボードに書かれた『本日作製のアントルメ一覧』を横目で確かめつつ、分担の生菓子を数種類ずつ作業を平行して仕上げていく。慣れた作業と言えども、些さ細さいなミスによって二十個から三十個のケーキが一度に台無しになってしまうこともあるので気は抜けない。

　約三時間後、日鷹が最後のデコレートを施ほどこして、本日分の生菓子がすべて完成した。

　できたての生菓子をガラスのショーケースに並べた亨が、いつものように列の曲がりや商品の角度をチェックしていると、日鷹が厨房から出てくる。亨の背後からショーケースを眺ながめ、満足げに顎あごを撫なでたあとで、話しかけてきた。

「今年のクリスマスだがな」

「あ、はい」

　そういえば、そろそろそんな話も出る時期だ。

「新作はおまえに任まかせようと思う」

　師匠の言葉に、亨は「えっ」と両目を見開いた。

「お、俺がですか？」

　今までも月に一種類ほどのペースで新作のレシピを任されてはいたが、クリスマスケーキを託されるのは初めてのことだ。

　クリスマスは洋菓子店にとって、バレンタインに匹ひっ敵てきする、いやそれ以上の一大イベントだ。来月には予約を取り始め、クリスマス前の一週間は、スタッフが一丸となってホールケーキ作りに邁まい進しんすることになる。パティシエにとって一年で一番の繁はん忙ぼう期きであり正念場。特にイブとクリスマス当日の厨房の忙しさは、まさに戦場だ。

『HIDAKA』では、定番のビュッシュ・ド・ノエルやシュトーレンの他に、毎年オリジナルの新作クリスマスケーキを発売している。今年はどんなケーキになるのか、楽しみにしてくれているお客さんも多い。

「おまえも十年目だ。そろそろメインイベントを仕切らせてもいい頃合いだと思ってな。うちはオーセンティックな菓子が持ち味だが、おまえが作る菓子には、俺にない若い感性があって、お客様にも好評だ」

　日鷹にそう言われ、亨はごくっと唾つばを呑み込んだ。仕事に関しては人一倍厳しい目を持つ日鷹に認めてもらえたのは素直にうれしい。けれど、その要よう請せいを受けるからには、任せてくれた師匠と、常連のお客さんをがっかりさせないようにしなければならない。クリスマスディナーのメインであるケーキが期待はずれのものだったら、年に一度のイベント自体も盛り下がってしまう。責任は重大だ。失敗は許されない。

（でも、チャレンジしてみたい）

　自分の今の力でどこまで通用するのか、試ためしてみたい。

「どうだ？」

　意思を確認され、ぎゅっと拳こぶしを握にぎった亨は、緊張の面おも持もちでうなずいた。

「はい。やらせてください」

「よし。じゃあ、試作品ができたら見せてくれ。初めてだから、数種類作って、みんなで試食して決めるほうがいいだろう。来月、予約を取る時期までには、写真を撮れるようにしておいて欲しい」

「わかりました。がんばります」

　気き負おった表情の亨の肩を、日鷹がぽんと叩たたく。

「そう気負わずともいつものベストを出せば問題ない。おまえはこの十年間地道にがんばってきたんだから」










「ありがとうございました！」

　最後の客がドアから出て行き、凉子が店の前の電飾看板の明かりを落とす。今日も無事に一日が終わった。

　午後七時の閉店のあと、シャッターを下ろした店内を見回り、補充すべき商品をチェックした亨は、レジを締める凉子と日鷹に「お疲れ様でした」と挨拶をして控え室に下がった。敦志とマリはまだ厨房の片付けと店内の掃除をしている。

　ロッカーの前でコック帽を取った亨は、頭をふるっと振った。

「はー、疲れた」

　思わずひとりごちる。

　今日も一日ずっと立ちっぱなしだったせいか、腰と脹ふくら脛はぎが痛い。腰を拳でトントンと叩き、脹ら脛を揉もんだ。日鷹は重度の腰痛持ちだが、それも職業病だろう。これからどんどん気温が下がっていくので、厨房の底冷えもキツくなる。マリが「腹巻きは必需品ですよ」と言っていたが。

「好きでなきゃやっていけない仕事だよなぁ」

　ぼやいた瞬間、脳のう裏りにいつぞやの秋守の台詞セリフが蘇よみがえってきた。

　──けど夢があるよ。おまえの仕事には。

　そういう秋守こそ、世界を相手に大きなプロジェクトを何個も動かしているくせに。地位も名誉も金も美び貌ぼうも、すべてを兼かね備そなえた、男なら誰しもが憧あこがれる成功者。

『ブリオーニを着た王子様』で、おまけに恋人は美人女医で……。

（何が不満なんだよ？）

　──俺のは家業だ。……自ら望んで就ついた仕事じゃない。

　憂うれいを含んだ黒い瞳を思い出し、覚えず眉をひそめた。

（あいつ、今の仕事が嫌なのかな？　年中、アメリカだのヨーロッパだのって忙しそうに飛び回っているけど）

　もし、忙しいばかりで仕事に情熱を持てないのだとしたら、それは確かにしんどいかもしれない。

　どんなにキツくても、自分が今の仕事を辞やめないのは、やっぱり菓子作りが好きだからだし。自分が作ったケーキを食べた人たちが幸せな顔をするのを見れば、疲れも吹き飛んで、ああ、がんばって作ってよかったって思えるから……。

　ロッカーの前でぼんやり考えていた亨は、やがて首を左右に振ってコックコートのボタンに手をかけた。

　秋守の気持ちは今の自分にはわからない。子供の頃の秋守はまるで分身のようで、その心情も手に取るようにわかったけれど、今は……。

　時折、物言いたげな熱っぽい眼まな差ざしで自分をじっと見つめてくる理由も、わからない。

　これも十二年のブランクのせいなのか。生きている世界があまりにかけ離れているせいなのか。

「運転手付きのリムジンでわざわざケーキ買いにくるやつの気持ちなんてわからねーよ……って、やべ……遅れる！」

　何気なく視線を落とし、腕時計の文字盤を見た亨は、あわててカットソーを頭から被った。

　今日は月に一度の家族礼れい拝はいの日だ。

　私服に着替え、バックパックを肩に背負って廊下に出ると、掃除を終えたらしいマリとばったり鉢はち合あわせした。

「亨さん、窯の火って落としちゃっていいですか？」

「おー、ごめん、言うの忘れてた。火、落としちゃって」

「はい、了解です。今日は居残りしないんですね」

　そう言いかけたマリが、「あれ？　今日教会でしたっけ？」とつぶやく。

「うん、そう。今月はパパの都合でいつもより一週間早いんだ。本当は今日からでもクリスマスケーキ考えたいんだけどさ」

「あ、オーナーに聞きました。今年は亨さんが仕切るんだって。どんなケーキになるか、楽しみにしてますね」

　亨は顔をしかめた。

「プレッシャーかけんなよ。ただでさえ責任重大でビビってんだから。でも、いろいろフォロー頼むな」

「任せてください」

　マリがにっと唇の端はしを持ち上げ、どんっと胸を叩く。

「心強いぜ。んじゃ、お先。お疲れー」

「お疲れ様でーす」

　マリと別れ、裏口から店を出た。停めてあった愛車に近寄り、チェーンを外はずす。シルバーボディのロードバイクに跨またがり、亨は駅とは逆方向に住宅街を走り出した。

　頰ほおを心地よく撫なでる秋風の中を十分ほど走るにつれて、みるみる緑が深まっていく。人家も途切れ、闇が深くなり、やがて煉れん瓦がを積み上げた塀へいが現れた。その塀に添ってしばらく進み、両開きの鉄の格こう子しの前でスピードを落とす。

　ロードバイクに跨がったまま門を開け、金きん木もく犀せいの香りが漂ただよう中庭を通り抜けた。石造りの洋風の建物の前でロードバイクを降おり、ツタが這はう壁に凭もたせかけるようにして停める。

　天を仰あおぐと、尖とがった屋根を持つ建物の一番目立つ位置に、月の光を受けた十じゅう字じ架かがひんやりと輝いている。

『聖せいヨセフ・美み国くに教会』は、亨が独立するまでの十八年間を過ごした「実家」だ。

　独立してからも、月に一回は「家族礼拝」と称した集まりに顔を出している。

　礼拝のメンバーは、亨と秋守、やはり同じように孤児として一緒に育ったふたりの仲間、伊い吹ぶき由ゆ利りと藤ふじ生お彼方かなた。そして孤児たちを育ててくれた『パパ』こと美国凜りん太た郎ろう牧師と、その息子で、亨たちの幼なじみである美国梗きょう一いち──の計六名だ。

　だが、この三ヶ月は、六名が顔を揃そろえることはなかった。

「おっと、時間ギリギリだ」

　教きょう会かい堂どうに足早に歩み寄った亨は、木製の両開きのドアをギィーと押し開ける。

　まずは、正面の壁にかかったシンプルな十字架が目に入った。こぢんまりとした教会堂の中には、左右二列に木製のベンチが並んでいる。整然と並ぶそのベンチの奥、突き当たり正面の十字架の下に、燭しょく台だいが置かれた祭さい壇だんが見えた。

　さらに視線を巡めぐらせると、最前列と最後列のベンチに離れて座っている、ふたりの先客の姿が見える。

　日本人離れした体たい軀くと長身をグレーのスーツに包んだ偉い丈じょう夫ぶが伊吹由利で、職業刑事。『ユリ』という名の持つ可か憐れんなイメージとは、およそそぐわない強こわ面もてで、年齢は亨よりひとつ上。

　もうひとり、コートもボトムもタートルネックのセーターもすべてが黒ずくめの、華きゃ奢しゃで小こ柄がらな男が藤生彼方。美大を卒業後、美術館の学芸員をやっていたが、今は退職してフリーランスになっている。こっちは亨よりひとつ下。

「由利、彼方」

　亨の呼びかけに振り返った伊吹が、挨拶代わりに軽く片手を挙あげ、彼方は気け怠だるそうに肩を竦すくめた。いつも亨が「行ぎょう儀ぎが悪い」と叱しかるせいか、今日は足をベンチに投げ出していない。

　三週間ぶりにふたりの幼なじみの顔を見た亨は、姿の見えないもうひとりの仲間の名前を口にした。

「秋守はまだ？」

　すらりと長い脚あしを組み、腕組みをした彼方が首を横に振る。

「まだだよ。今日もまた来ないんじゃないの？　何やらジェットセッターよろしく世界中を飛び回っていてお忙しそうだし」

　亨はうっすら眉をひそめた。

　秋守に関しては、彼方の嫌み口調はいつものことだが。

（また、今日も来られないのか）

　この三ヶ月、秋守は『HIDAKA』のみならず、家族礼拝にも顔を見せていない。今日もし参加しなかったら、三回連続の欠席だ。

（そんなに忙しいのか）

「亨にも連絡ないの？」

　質問者のほうに顔を向けると、彼方が猫のような目でこちらをじっと見つめていた。探るような眼差しから、微妙に視線を逸そらしてうなずく。

「ここ最近は……ない」

　最後に連絡があったのは十日前。それもメールだった。空港からだったのだろう。【これからモスクワへ発たつ。前回は参加できなかったから、次の礼拝にはなるべく顔を出すよ】という短い文面だった。

「へー、俺たちには連絡しなくても、亨にはしているかと思ってた」

「…………」

　ちらっと目をやり、切れ長の双そう眸ぼうとかち合った。何か言いたげな彼方の視線を受け止めているうちに、三ヶ月前の夜、教会堂の扉の前でたまたま目撃した、秋守と彼方のやりとりが蘇ってくる。

　──いい加減、仲間面づらされるの、ウザイんだよ。

　──秋守が俺たちを捨てて士堂財閥を選んだこと、俺は一生忘れない。

　──仲良しごっこはもううんざりなんだよ。おまえなんかイラナイ。いいからとっととロンドンの女医と結婚でもなんでもしちゃって。

　──亨の前から消えてよ。

　──結局……おまえの本音はそれか。

　自分にとって大切な幼なじみであるふたりが、敵意を剥むき出だしにして睨にらみ合あう図にショックを受けて、声をかけることもできず、その場を逃げるように立ち去ってきてしまった……（あとになって、ちゃんと最後まで見届ければよかったと後悔した）。

　彼方が何かにつけて秋守に突っかかるのはいつものことだけれど、あの殺さつ伐ばつとした空気は、単に機嫌が悪くて八つ当たりしたとか、兄弟喧げん嘩かとか、そういったレベルを超えていた。

　あの夜のことを思い出すと、気持ちが重くずんと沈む。この三ヶ月間、ずっと心の片かた隅すみに引っかかっていた懸けん案あん事じ項こう。

　せっかく秋守がロンドンから戻ってきて、やっと全員が揃ったのに……仲間割れなんて。

　結局、その夜以降、フルメンバーが顔を揃える機会はなく……だから、その後のふたりの関係がどうなっているのか亨にはわからない。

　彼方が、本気で秋守がいなければいいと思っているのか、確かめたいと思ったけれど、いざ本人を目の前にしてしまうと気き後おくれが先に立って、尋たずねることができないままに今日に至いたってしまった。

　尋ねた結果、面と向かって肯こう定ていされたら、どうすればいいのかわからなかったからだ。嫌いだというものを、無理矢理好きになれとは言えない。

　思えば、子供の頃から、彼方は年下のくせに秋守をいじめていた。自分と秋守の間に割り入ってきて、秋守がやさしいのをいいことに、露骨に邪魔者扱いしたりしていた。昔からそりが合わないのかもしれない。

　秋守にも、折をみて彼方の件について話をしようと思いつつ、その機会がないままに、気がつけば三ヶ月が経たっていた。

　そこまで思考を巡らせていて、ふと気がつく。

（まさか、あのことが原因で、秋守のやつ、礼拝に顔を出さないんじゃないよな）

　仕事が忙しいのだとばかり思い込んでいたけれど。

　彼方と違って秋守は大人だし、彼方の暴言に多少のダメージは受けても、自分に何も言わずにフェードアウトするようなことはないと思う……けど。

　今日こそ秋守が来たら話をしようと心に決めていると、教会堂と牧ぼく師し館かんを繋ぐ通用口のドアが開いた。

　踝くるぶしまでの長くて黒い祭さい服ふくを着た白髪の老人と、眼め鏡がねをかけたすらりと痩そう身しんの男が現れる。

　腰にサッシュを巻いた眼鏡の男は、『聖ヨセフ・美国教会』の牧師を務める美国梗一。はっと目を引く怜れい悧りな美貌の持ち主で、英国人とのハーフ。幼なじみの仲間うちでは最年長の三十二歳。

　一方白髪の老人は、ここの主しゅ教きょうであると同時に、養護施設『美国ハウス』をも営む、美国凜太郎牧師。天てん涯がい孤こ独どくの身の上の自分たちを引き取り、成人まで育ててくれた『パパ』だ。

　柔にゅう和わな笑みを浮かべたパパが、三人の顔をぐるりと見回してから、声をかけてきた。

「ベイビィたち、元気にしていましたか？」

「はい、パパ」

　いつもは斜しゃに構えている彼方も、泣く子も黙る強面の伊吹も、今や士堂家の跡取りとなった秋守も、そしてもちろん亨自身も、『パパ』の前では従順な子ベイ供ビィに還かえる。この家族礼拝は、今は別々に暮らしている子供たちが、パパの顔を見るために集まる──月に一度の「親孝行」の意味合いが大きい。かれこれ十年以上続いている家族イベントだ。
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「秋守だが」

　パパの隣りに立った梗一が口を開く。

「さっき私の携帯にメールがあって、今日は参加できないということだった。急な会食が入ったらしい」

　その知らせに亨はがっくりと肩を落とした。

「……そっか」

　今日こそ秋守に会えると思っていたので気落ちした声が出る。

「なんとか参加しようと、直前まで調整してくれていたようですが」

　パパがフォローの言葉を継つぎ、伊吹が低い声でつぶやいた。

「ずいぶんと忙しいんだな」

「あいつもそうそう、ふらふらしてはいられない立場だからな」

　含むもののある梗一の物言いに、亨は視線を向ける。

「どういう意味だよ？」

「あいつも来年には三十になる。秋守が三十歳になったら、現職の祖父が身を引いて会長になり、秋守が『士堂物産』の代表取締役に就しゅう任にんするらしい」

「秋守が『士堂物産』のトップに？」

　初耳だった亨が両目を見開くと、横合いから顔を覗のぞかせた彼方が「へぇ、ついに社長になるんだ」と口を挟はさんできた。

「天下の『士堂物産』の社長になるんじゃ、そりゃ俺たち下々の人間となんか遊んでいられないよね」

　どこかうれしそうに言って、意味ありげな視線を亨に寄よ越こす。が、亨自身はそれに構うどころじゃなかった。

「亨、おまえ、この件についてあいつから聞いていなかったのか？」

　梗一に問われ、首を横に振る。

「……聞いてない」

「そうか。てっきりおまえは知っているのかと思っていた」

「梗一はなんで知ってるんだ？」

「ロンドンから戻ってきた時に帰国の理由を尋ねたら、いずれ代表取締役を継ぐから、その準備のためだと答えた。就任を約一年後に控え、いよいよ身辺が慌あわただしくなってきているんだろう」

（そうだったのか）

　いつかはそんな日も来るのかと、漠ばく然ぜんと思ってはいたけれど……。

「…………」

　黙り込んだ亨に気き遣づかうような視線を向けたあとで、パパがゆっくりと説せっ教きょう壇だんに上がった。

「今夜は息子がひとり来られませんでしたが、『家族』がこうして集つどうことができたことに、主への深い感謝を捧ささげたいと思います。──では、礼拝を始めましょう」

　パパの呼びかけに、梗一と彼方、そして伊吹が聖書を広げる。主への祈いのりを捧げ始めた『家族』の声を、亨はひとり上うわの空そらで聞いていた。
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『士し堂どう物ぶっ産さん』といえば、士堂グループの中核だ。その代表取締役に就しゅう任にんするということは、実質、グループの総そう帥すいも同然。一般庶民から見たら、大げさじゃなく、雲うん上じょう人びとだ。

　秋あき守もりが士堂本家直系の唯一の跡あと継つぎであることはわかっていたし、いつかはそんな日も来るのかもしれないとぼんやり思ってはいたけれど、その日が来るのが思っていたより早かった。

　トップになったら、もっと忙しくなって、いよいよ遠くにいってしまうのかもしれない。今みたいにみんなで会えるのも、あと少しなのか。

（あと一年とちょっと、か……）

　ふーっとため息を吐つき、亨とおるはスケッチの手を止めた。

　店が終わったあとでひとり居残り、クリスマスケーキのアイディアを出すために、スケッチブックに向かっていたのだが、どうにも気持ちがざわついて、集中できない。

　昨日、家族礼れい拝はいで秋守の事情を知ってから、ずっと胸の中がもやもやしている。

　秋守と自分たちの住む世界が違うことを改めて思い知った直後から、焦しょう燥そう感かんのような、寂せき寥りょう感かんのようなものが胸に立ちこめて、気持ちが落ち着かない。居ても立ってもいられない気分なのだ。

　なんとか大きなミスはせずに、一日の仕事はクリアしたけれど……。

　腕組みをしてスケッチブックを睨にらんでいた亨は、ついに匙さじを投げるように鉛筆を放り投げた。

「駄だ目めだ。浮かばねぇ」

　天を仰あおいで椅い子すから立ち上がり、控え室の中をグルグルと歩き回り始める。

（どうすっか）

　秋守に連絡してみようか。声を聞いたら、少し気持ちが落ち着くかもしれない。

　そう思った享は、腰のポケットから携帯を引き出し、秋守の登録ナンバーをボタン操そう作さで呼び出した。が、発信ボタンを押す寸前で指を止める。

　もしかしたら、今、すごく忙しいかもしれない。

　会議中かも、会食中かも──そう思い始めると、いよいよ逡しゅん巡じゅんが大きくなってきて、ボタンを押す決心がつかない。

　つい三ヶ月前まではそんなこと微み塵じんも思わなかった。用があれば気軽に電話したし、メールもした。

　確かに秋守はセレブだし、生活環境は一片の接点もないほどにかけ離れているけど、それでも自分と秋守の絆きずなは揺ゆるがないと信じていたからだ。

　十二年のブランクがあっても、再会してすぐに昔ながらの関係に戻れたように、俺たちの絆は絶対で、だから気き後おくれなんてまったく感じなかった。

　でも、顔を合わせる機会のなかったこの三ヶ月でなんとなく距離ができてしまい、さらに昨日の夜、代表取締役就任の話を聞いてからは、秋守の存在がひどく遠く感じられて……。

　携帯を手にしたまま、しばらく物もの憂うげな顔つきで立ち尽くしていた亨は、ふっと息を吐いた。

「とりあえず、メールしてみっか……」

　妥だ協きょう案あんをひとりごち、メール画面を開いた時だった。手の中の携帯がブブブッと震え出す。

　ディスプレイ画面に『秋守』という表示を見た刹せつ那な、そのあまりのタイミングに驚き、とっさに携帯を取り落としそうになった。

（秋守!?）

　焦あせって携帯を持ち直し、通話ボタンを押し、耳に当てる。

「も、もしもし？」

『亨？』

　一ヶ月ぶりに聞く秋守の声だった。なんでか急に胸がドキドキしてきて、携帯をぎゅっと握にぎり締しめる。

「お、おう、ひさしぶり」

　心なしかうわずった声で答えると、『昨日はごめん』と謝られた。

「あ、うん……でも、仕事なら仕方ねぇじゃん」

『二回連続で参加できなかったから、今回こそ行きたかったんだが』

　声が沈しずんでいる。どうやらかなり気にしているようだ。

『パパの顔を見たかったし』

「おまえに会えなくて残念がっていたけど、パパは元気だし、また来月も礼拝はあるしさ」

　秋守を元気づけるために、享は敢あえて明るい声を出した。

　少なくとも秋守は、みんなに会えなかったことを残念がっている。欠席は純粋に仕事がらみで、仲間内から身を引こうとしているわけではないらしいことがわかって内心安あん堵どした。

『みんなも変わらず？』

「ああ、元気だぜ。ハウスのチビたちは元気過ぎるくらいだしな。由ゆ利りは相変わらず、抱かかえている事件で忙しそうだったけど」

　言ってから、彼方かなたの顔が浮かんだが、とりあえず頭の片かた隅すみに追いやる。彼方の件は今は保留だ。

『そうか。みんなにももうずいぶん会っていないな』

　寂さびしげな声に返す言葉が見つからず、思わず黙ってしまった亨は、横たわった数秒の沈黙に、あわてて口を開いた。

「そ、それで……今日は何？」

（あ、馬鹿）

　こんな言い方したら、何か用がなかったら電話しちゃ駄目みたいじゃんか。

　失言に気がついてあうあうしていたら、携帯の向こうから秋守が言った。

『今から会えないか？　ひさしぶりに少し時間ができたんだ』










　携帯の会話から一時間後、亨がそわそわして待っていると、表で車の停とまる気配がした。

（来た！）

　立ち上がって控え室を出て、裏口から外に出た亨は、小走りで店の正面側に回った。

　暗闇の中、シャッターの下おりた『HIDAKAヒダカ』の前に、いつものリムジンとは違う、スポーツタイプのポルシェが停まっている。運転席のサイドウィンドウが音もなく下がり、秋守が顔を覗のぞかせた。

「亨」

「おう、ひさしぶり」

　ちょっと気き恥はずかしい気分で片手を挙あげる。

「車、どこに停めればいいかな？」

「そこの駐車場に停めて」

　店の前の駐車スペースを親指で示すと、滑なめらかな動きで回転しつつバックしたポルシェが、スペースにぴったりと納おさまり、エンジンが止まった。

（運転、上う手まいんだよな）

　いっつも運転手付きだから目立たないけど。まぁ、昔からなんでも器用にこなすやつではあったから。

　そんなことを思っているうちに、運転席から秋守が降りてくる。

　三ヶ月ぶりに会う幼なじみを、亨はわずかに双そう眸ぼうを細めて見つめた。

　仕事帰りとわかるスーツ姿。ダークブルーのシングルに、プレスのきいた白のシャツ、シルバーのシルクタイ。共とも布ぎれのチーフ。隙すきのない着こなしは相変わらずだけど。

（少し痩やせた？）

　こちらも文句のつけどころのないノーブルな美び貌ぼうに、今まで見たことのない陰影を認めて、うっすら眉まゆをひそめた。

「痩せたか？」

　声に出して尋たずねると、軽くうなずきが返る。

「この三ヶ月で三キロウェイトが落ちた」

「ちゃんと寝てんのか？」

「海外とのやりとりが多いから、どうしても時間が不規則になってな」

「おまえ……働き過ぎなんじゃね？」

　顔をしかめた亨の言葉に、秋守が小さく笑った。

「そうだな……まぁでも、食べてはいるから大丈夫だよ」

　食べているのに痩せるってことは、それだけ激務ってことじゃんか。

　そう突っ込みたかったが、自分が何を言ったところで、秋守の背せ負おっている重荷が軽減できるものでもないと気がつき、それ以上はその話題に言げん及きゅうすることをやめた。

「とりあえず、店の中でいい？　誰もいないからさ」

　秋守がうなずき、亨が先に立って歩き出す。裏口から店の中に入り、厨ちゅう房ぼうに通じる両開きのドアを押し開けた。ステンレスの作業台の下から丸椅子を引き出し、「座れよ」と促うながす。

　前に一度入ったことのある厨房を、秋守が今回も物珍しげに見回している間に、亨は冷蔵庫からフレッシュハーブを取り出した。適当な長さに切ったそれらを軽く叩いてから、耐熱ガラスのティーポットに入れて、お湯を注そそぐ。

　青々としたハーブの入ったティーポットを前に置くと、秋守が軽く目を瞠みはった。

「生のハーブティ？」

「レモングラスとレモンバームとミント。ケーキの材料で使った残りもんだけど……おっし一分経たった」

　ティーストレーナで漉こしながら、カップにほんのり色づいたフレッシュハーブティを注ぐ。

「どーぞ」

「ありがとう」

　長くて形のいい指で優雅にカップを持ち上げた秋守が、立ち上るハーブの香りに目を細め、「いい香りだ」とつぶやいた。ひとくち口に含み、ふっと息をつく。

「なんだか落ち着くな」

　そう囁ささやいた秋守の表情から、言葉どおりにリラックスし始めているのを感じ取り、ちょっとほっとした。

　幼なじみの大変さを知っても、自分にはこれくらいしかできないけれど……。

「だろ？　生のハーブ入れてお湯注ぐだけだから簡単なわりに美う味まいしさ」

　亨も秋守の斜ななめ横に腰を下ろし、ハーブティに口をつける。

「うちはもっぱら何かにつけて紅茶なんだが、今度、執しつ事じにハーブティもリクエストしてみるよ」

　その秋守の台詞セリフに、口の中の液体をぶっと吹き出した。

「亨？　どうし…」

「おまえが変なこと言うからだろっ」

「変なこと？」

「執事ってなんだよ!?　喫茶かよ？」

　口元を拭ぬぐいながら亨が叫ぶと、秋守が怪け訝げんそうに「喫茶？」とつぶやいた。

「いや……山やま本もとはロンドンにいた頃から俺の側そばに仕つかえて、面倒を見てくれていたんだ。帰国した際に一緒に戻ってきて、今は士堂の邸やしきの使用人を束たばねてくれている」

　真ま面じ目めな顔で説明され、軽くクラっとする。

（……そういうことじゃなくて）

　普通に執事にかしずかれる生活がどれだけミラクルか、そもそも日本で執事と言えば、企画ありきの店か、コミックやアニメや小説などのフィクションの中にしか存在しないのだということを、この微妙に世間とずれている男にどう説明すればいいのか。

　しばらく悩んでから、亨はその命題を放り投げた。

「あって当然」の生活しているやつに、いかにそれがイレギュラーかを説といても無駄だ。チョコレート一粒に千円出す日本人に、飢き餓がに苦しむ人たちの話をしても、いまひとつぴんとこないのと同じで。

（昔は一個のドーナッツを分け合って食べたのにな）

　実のところ、自分と過ごした時間とほぼ同じだけ、秋守はセレブとして生きてきたわけだから、それは仕方がないことだとはわかっているが。

　秋守と自分の生活の格差を改めてひしひしと実感しながら、亨は残りのハーブティを飲み干した。ソーサーにカップを戻し、斜め向かいの秋守に問いかける。

「それで──頼み事って？」

　さっき携帯に連絡をもらった際、最後に、「頼みがある」と言われていたのだ。「何？」と訊きいたら「会って話す」と言われ、そのことも気にかかって、秋守を待つ間そわそわしていた。

「実は……」

　口火を切っておいて、一瞬、なぜかわずかばかり面おも映はゆげな顔をした秋守が、思い切ったように続きを口にする。

「今月の俺の誕生日にケーキをオーダーしたいんだ」

「誕生日ケーキ!?」

　思いがけない頼み事に、亨は裏返った声を出した。

「この前、俺がここに来た時、おまえが犬のバースデーケーキを作っていただろう？　あれを見てから、次の自分の誕生日にはおまえにオリジナルのケーキを作ってもらいたいと思っていて」

「あ……う、うん……」

「駄目か？」

「いや、別にいいけど」

　意外な申し出で驚いたが、とりたてて断る理由もない。パパの誕生日や、美み国くにハウスの子供たちの誕生日にも、ケーキを作って持っていっているし。

「よかった」

　ほっとした表情をした秋守が、「それと、もうひとつ」と言い出した。

「何？」

「来週の誕生日の当日だけど……」

　そこでいったん言葉を切り、じっとこちらを見つめてくる。

（な、なんだよ？）

　亨が面食らっていると、しばしためらう素そ振ぶりを見せたあとで、秋守は言葉を継ついだ。

「おまえと一緒に過ごしたいんだ」

「俺と……一緒に？」

　うなずく真剣な顔つきにドキッとする。

「覚えているか？　昔はお互いの誕生日は必ずふたり一緒だった」

　秋守が十月二十二日。そして亨はパパに拾われた日である十二月二十四日。

　十四歳で離ればなれになるまで、誕生日は毎年一緒に過ごした。バースデーソングを歌ってロウソクを吹き消し、ささやかなプレゼントを渡して、ケーキを食べて──。

「ああ……もちろん覚えている」

　でも、どうして急にそんなことを言い出したのか。去年だってお互いの誕生日はそれぞれ仕事で（亨の誕生日はまさに修羅場のまっただ中だ）、メールで「おめでとう」と送り合っただけだった。二十代も後半にもなって、いまさらお誕生日会でもないだろうに。

　秋守の心情が摑つかめずに、亨は腹の中で眉をひそめた。秋守は、黙って自分の返答を待っている。自分を見つめる切なげな眼まな差ざしを当とう惑わくしつつ受け止めているうちに、ふと思い当たった。

　ひょっとして、もう来年からは滅多に会えなくなるから？

　来年の十月二十二日には秋守は三十になり、士堂コンツェルンのトップに就任する。

　今年が自分と一緒に過ごせる最後の誕生日ってことか……。

　そのことに気がついた瞬間、秋守の切なげな表情が胸に迫ってきて、ズキッと痛む。顔が歪ゆがみそうになるのを、亨は必死に我慢した。

「わかった。その夜は時間を空あける。一緒に俺の作ったケーキを食おうぜ」

　なるべく明るい声で請うけ合あうと、秋守がうれしそうに微笑ほほえんだ。

「ありがとう。……楽しみにしている」

　そのまま黒い瞳がじっと見つめてきて、亨は戸と惑まどいに両目を瞬しばたたかせる。

「何、人の顔じっと見てんだよ？」

「やっぱり……おまえと一緒にいると、なんだかほっとするよ」

　つぶやいた秋守が、付つけ足たしのように囁いた。

「……おまえは昔から全然変わらないから」

「なんだよそれ？　おまえに言われるとむかつくんだけど？」

　上うわ目め遣づかいに文句を言ったら、ふっと笑われる。

「誉ほめ言葉だよ」

「どーせ俺は変わらないよ。万年『赤ん坊bébé』ですよ」

　フランスでの修業時代のあだ名を口にしながらも、少し空気が和やわらいだのを感じ、亨はこっそり胸の中で息を吐いた。

「あ、そうだ」

　ぽんと拳こぶしで手のひらを叩き、丸椅子から腰を浮かす。

「今まで作った誕生日ケーキの写真、撮ってあるから見てよ。その中から、こんな感じがいいってリクエストしてもらえると俺もイメージ摑つかみやすいし。──ちょっと待ってて」

　言い置き、厨房を出た亨は控え室に移動した。

　ロッカーを開けて、写真のファイルを探し始める。

「えーと、確かこのあたりにあったはず……」

　しかし読みは外はずれ、ロッカーの中を根こそぎ引っ繰り返しても、目当てのファイルは見つからない。

「おっかしーな」

　首をかしげ、控え室の中の心当たりを探し回って、漸ようやく見つけ出したのは探索開始から約五分後。ファイルは資料用の本に紛まぎれて、書棚の一角に差し込まれていた。

　発見したファイルを小脇に挟はさみ、亨は急いで厨房に戻った。

「ごめん、待たして。写真をまとめたファイルが行方ゆくえ不明になっちゃってさ…」

　言い訳の台詞が途切れる。

　秋守は腕組みをしてかすかに頭を前に落とし、静かに目を閉じていた。
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「………っ」

　その様子に息を呑のんだ亨は、忍び足で秋守の側まで近づいた。俯うつむき加減の顔をそっと覗き込む。規則正しい呼吸に合わせ、長いまつげが揺れていた。

（眠ってる）

　スマートな立ち居振る舞いが信条で、他人に隙を見せない秋守がこんなところで熟じゅく睡すいするなんて、相当疲れているんだろう。

　体の疲れもあるだろうけど、四六時中気を張っていて、心が安まる時間があまりないのかもしれない。

　──やっぱり……おまえと一緒にいると、なんだかほっとするよ。

　ついさっきの秋守の言葉が脳のう裏りに還かえってきて、なんだかやるせない気分になる。

　無防備な寝顔を眺ながめ、亨は胸の中で小さくつぶやいた。

（おまえだって、寝顔は昔と変わらないじゃん）

　起きるまで寝かせておいてやろう。

　そう決めた亨は、丸椅子に腰を下ろし、束つかの間まの安らぎを享きょう受じゅする幼なじみを静かに見守った。










　日常業務をこなしつつ、クリスマスケーキと秋守のバースデーケーキのふたつの課題を抱えて、忙しく過ごしていた数日後のことだった。

　例によって居残って試作をしていた亨の、腰ポケットの携帯が鳴った。

　攪かく拌はんし終わったクレーム・オ・ブールを冷蔵庫に入れてから、腰の携帯を引き出す。フリップを開いて耳に当てた。

「はい、日ひ鷹だかです」

『亨か？』

「梗きょう一いち？」

　梗一が電話してくるとなると、用件はパパがらみか、もしくは。

『ミッションだ』

　予想は当たり、低からず高からずの美声が言った。

「お、ひさしぶりじゃん」

『そうだな。三ヶ月ぶりか』

　その三ヶ月前のミッションは、「マネキンの返却」だった。依頼主は青年Ａ。つい出来心でアルバイト先から連れ帰ってしまった某アイドル似のマネキンを、倉庫に返却して欲しいというものだったのだが、これが発ほっ端たんでソフトドラッグの密輸事件が発覚するという予期せぬオマケまで付いてきた。

　一騒動あったが無事にケリがつき、以来、招しょう集しゅうがかからないままに三ヶ月が過ぎていたのだが。

　ちなみに『ミッション』とは、パパこと美国凜りん太た郎ろう主しゅ教きょうが『懺ざん悔げ』という名目のもとに信者から引き受けてしまったありとあらゆる種類の厄やっ介かい事ごとを、『ベイビィズ』──つまり、梗一を筆頭とした、伊吹・亨・秋守・彼方の計五人が秘密裏に処理することを言う。

　いなくなったペットの捜そう索さくから、それこそマネキンの返却まで、その内容は多種多様だ。

　どうやら美国教会の信者の間では「のっぴきならない事態に陥おちいったら、まずは主教様に相談すること。法に触ふれる以外のことならば、大たい概がいのことは秘密裏に処理してくださる」とのまことしやかな噂うわさが、口コミで広がっているらしく──。

「で？　今度は何？」

　不思議なもので、月に何度もミッションで呼び出されればうんざりして「またかよ？」となるが、三ヶ月もご無ぶ沙さ汰ただと「そろそろ……？」といった気分になる。

　ちょうど、クリスマスケーキのアイディアに詰まっており、気分転換したいところだったので、タイミングがよかった。

『依頼人は矢や木ぎ沢さわ宏こう平へい、二十五歳』

　梗一がいつものごとく感情を抑おさえた声こわ音ねで、事務的に説明を始める。

　育ててもらった恩があるハウス組は、パパの代わりに厄介事を処理するのも親孝行のひとつだと割り切っているが、実子の梗一は梗一で、どうやらパパに弱みを握られており、逆さからえないらしい。

『矢木沢は洗礼こそ受けていないが、ここ一年ばかり礼拝に熱心に通って来ている。信者予備軍といったところだ』

「なるほど」

『矢木沢には四つ年下の幼なじみの遠えん藤どう美み沙さという少女がいた』

　長じてふたりは好き合うようになったが、ふたりの交際は彼女の父親の大反対に遭あう。父親は不動産業を手広く営いとなむ資産家で、美沙の母親を若くして亡くしており、妻似の娘をとにかく溺でき愛あいしていたのだ。

　美しく成長したひとり娘に虫が付くのを恐れるあまり、ついには、美沙を奥おく多た摩まの修しゅう道どう院いんに入れてしまった。

　厳格なシスターに監視される生活を送る彼女とは一切連絡が取れず、音信不通の状態が三年間続いているが、宏平は彼女をどうしても忘れられない。折おりしも会社から海外赴任の辞じ令れいがくだり、次に日本に戻って来られるのはいつになるかわからない。できれば彼女の気持ちを確かめ、まだ自分を好いてくれているのなら、海外赴任に彼女を連れて行きたい。

「つまり、恋の橋渡しってやつ？」

『まぁ、そうなるな』

　梗一の肯こう定ていを耳に、亨はポリポリとこめかみを指で搔かいた。

（恋愛がらみのミッションか）

　彼女いない歴二十八年の自分が他人の恋のキューピッドっていうのも心こころ許もとないけどな。

『矢木沢の話によれば、今まで何度も手紙を送ったが返答はなし。どうやら美沙本人の手に渡っていないようだ。電話も取り次いでもらえず、思おもい余あまって修道院に押しかけたが、けんもほろろに門前払いされたらしい』

「結果、もう依頼者の面めんは敵に割れちゃってる、と」

『そういうことだな』

「そこで俺らの出番ってわけね」

『まずは、遠藤美沙の気持ちの確認が先だ。まだ矢木沢宏平を想う気持ちがあるのか、仮にあったとして、父親と縁を切ってまでも矢木沢についていくつもりがあるのかを、美沙本人に直接会い、意志を確かめるしかない』

　梗一の台詞に、ちょっと驚く。

「縁を切ってって、そこまでの話？」

『もし、父親が許さない場合は、必然的に駆け落ち、ということになる』

　クールな返答に、亨は「そっかぁ」とつぶやいた。

　好きな男と肉親と、天てん秤びんにかけてどちらか一方を選ぶのは難しそうだ。究極の選択というやつだろう。自分には肉親がいないから、本当の意味でその辛さはわからないのかもしれないけれど。

　まだ見ぬ遠藤美沙に、同情の念を寄せていると、梗一が言った。

『ということで、近々、おそらく来週の平日のどこかでその修道院に赴おもむくことになる。大人数で行けば目立つので、私と主教、もうひとりぐらいでと思っているが、亨、おまえ参加できるか？　平日の昼となると、他のメンバーは難しくてな』

「ああ、そっか、日曜はパパも梗一も忙しいし、シスターさんたちも安あん息そく日びだもんな。平日の昼に行くしかないのか。彼方は？」

『来週から再来週にかけて仕事でパリだそうだ』

「んじゃ、俺が行くしかないかー。店の定休日ならなんとかなるけど」

『定休日は水曜だったよな。その日程で組んでみる』

「よろしく」

『悪いな。まだ声をかけていないが、おそらく秋守は無理だろうし、由利も忙しそうだからな』

「あー、うん、……だろうね」

　相づちを打ちつつ、先日の秋守の寝顔を思い出す。──結局、あのあと秋守は二十分間、眠り続けた。そうして目を覚ますやいなや、これから海外との取引があるのだと言って、慌あわただしく帰っていった。ファイルを見る時間がなくなってしまったことを、しきりに謝りながら。

　伊吹はどうかわからないが、あの様子じゃ秋守はまず無理だろう。

　来週末の誕生日当日だって、相当に無理して時間を空けるんじゃないだろうか。

『じゃあ、日にちと時間が決まったら連絡する』

　そう梗一が告げて、通話が切れた。

　折おり畳たたんだ携帯を腰ポケットにねじ込み、肩をぐるっと回した亨は、作業の続きに取りかかるために、冷蔵庫のドアを開けた。
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　翌日には梗きょう一いちから連絡があった。

　パパがくだんの修しゅう道どう院いんに話をつけ、「交流会」の名目で院長他、数名のシスターたちと話をする約束を取り付けたとのこと。水曜日に設定できたので、亨とおるがパパと梗一に同行することになった。

　聖マリアンヌ女子修道院は、東京の最北西端に位置し、全域が秩ちち父ぶ多た摩ま甲か斐い国立公園に含まれる、奥多摩にあった。

　昼前に美み国くに教会を出発し、亨の運転で中央自動車道から国道を一時間半ほど走り、最後は色づいた紅葉を横目に山道をくねくねと登って、漸ようやく、目的の場所に到着する。砂じゃ利りの敷しき詰つめられた駐車場に車を停とめ、ウィンドウを下ろした亨は、身を乗り出して山の上を見上げた。

　こんもりとした山の中ちゅう腹ふくにぽつんと建たつ修道院は、白壁に赤い屋根の建物だった。十字を抱いだく塔（おそらく聖堂だろう）を中心に、いくつかの建物が連つらなっている。

　薄うす靄もやの中に佇たたずむ、まるで中世ヨーロッパを思わせる建物をしげしげと見つめ、亨は思わず感かん嘆たんの声を出した。

「……すっげーとこだな」

　美国教会の周まわりもかなり自然環境が豊かだけれど、ここに比べれば全然「都会」だ。見渡す限り、修道院の他に建物はなく、二十分ほど前に通過した集落からも孤立している。顔を撫なでる風もひんやりと冷たく、すでに冬の気配を感じた。

「完全に俗ぞく世せと隔かく離りされた空間という感じだな」

　助手席の梗一が亨に同意を示したあとで、「空気は美う味まいが」と付つけ足たす。

「ひとくちに修道院と言っても、二種類あり、『観かん想そう会かい』と『活動会』があります」

　後部座席のパパが、おもむろに口を開いた。

「修道院の中で暮らし、祈いのりや修行に専念するのが『観想修道会』。こちらは直接、宣せん教きょうに携たずさわることはありません。修道院に住みながらも外に出て、一般の人々と触ふれ合あい、教育、福祉、医療、出版、宣教などの活動を行うのが『活動修道会』です」

「街の中で見かけるシスターたちは、その『活動修道会』のほうか」

　口を挟はさむ亨に、パパがうなずいた。

「そして、こちらの聖マリアンヌ女子修道院は『観想修道会』です」

「つまり、ここのシスターたちは、建物の中から一歩も外に出ないで暮らしているってこと？」

「そうです。原則的に『観想修道会』の修道士は自分の意志で外へ出ることはできません」

「ひぇー、そうなんだ」

　二十一世紀の現代とは思えないその生活スタイルに亨が驚きょう愕がくすると、梗一が淡々と告げる。

「中には、朝の三時半に起き床しょうして、夜は八時に就しゅう寝しんする生活を送っている修道士もいる」

「うわ……三時半」

　自分もたいがい朝が早いと思っていたが、上には上がいるのものだ。

「起きている間は、祈りと黙もく禱とう、農作業などの労働、聖書を中心とした読書をして過ごす」

「修道者なんだからそれも当然なのかもしれないけど、娯ご楽らくとか息抜きは一切なしかぁ。自分の意志でその道を選ぶんならいいけど……美み沙さって子の場合、父親に強制的に入れられたんだろ？」

「彼女の父親が聖マリアンヌに相当な額の寄付をしているらしい。そのせいで、信者ではなかった彼女を修道院に入れることができたようだ」

　梗一の説明を耳に、亨は祭さい服ふくのポケットから一枚のプリントを引き出した。さっき教会を出る時に、梗一から渡されたものだ。

　手のひらサイズのプリントには、バストアップの若い女性が映うつっていた。栗くり色いろの髪に大きな二ふた重えの目、ぷっくりとした桜さくら色いろの唇くちびるが印象的な美人が、はにかんだ笑顔を浮かべている。この写真はまだあどけなさも残るが、今は二十一歳になっているはずだから、実物はもう少し大人びているのかもしれない。

　いずれにせよ、普通ならのびのびと青春を謳おう歌かしている年頃だ。

　まだこんなに若くてきれいな子が、父親の横暴で恋人と無理矢理引き離され、人里離れた山中に囚とらわれの身になっているのだとしたら、かなり気の毒だ。

　憐れん憫びんの眼まな差ざしで写真の美沙を見つめていると、後部座席からパパが言った。

「もし、彼女がこの三年間で信仰に目覚め、修道者としての道を自みずから選ぶのならば、私たちが何もすることはありません。矢や木ぎ沢さわ青年には気の毒ですが」

　パパの言うとおり、それが本人の望む道ならば、その意志を尊そん重ちょうするしかない。

　亨はうなずき、写真をふたたびポケットに仕舞った。

　刹せつ那な、カサッと音がして、写真と一緒にポケットに突っ込んだ手が厚めの紙に触れる。とたん、車で出発する前に教会で会った矢木沢の顔が蘇よみがえった。

『もし彼女に会えたなら、この手紙を渡してください』

　そう言って白い封ふう筒とうを亨に手渡し、深々と頭を下げた小こ柄がらな青年。

　基本的に、ミッションの際に依頼者と顔を合わせることはまずないが、亨たちが本日修道院に赴おもむくことを知った矢木沢は家でじっとしていられなかったらしく、亨を教会で待っていた。

『お手を煩わずらわせて申し訳ありません。どうか……どうかよろしくお願いします』

　できることなら自分が修道院まで行って、彼女と直接話をしたいだろう。だが、それが叶かなわない今、他人に手紙を託たくすしかない彼のやるせない心情が、その思い詰めた顔からひしひしと伝わってきて、亨はちょっと胸が痛くなった。矢木沢が、見るからに真ま面じ目めで誠実そうな好青年だったから余計に。

　車で出発したあとも、ミラーには、いつまでも頭を下げて自分たちを見送る矢木沢の姿が映っていた──。

（あそこまで必死に懇こん願がんされたら、なんとかするっきゃないよなぁ）

　引き受けたからには、どうにかして手紙を渡すべくがんばるけれど、そこから先はパパの言うとおり、美沙の気持ち優先だ。

「……ともかく、本人に会って気持ちを確かめないとな」

　腕時計を見た梗一が「約束の時間の十分前だ」と告げる。

「そろそろ行きましょうか」

　パパに促うながされ、運転席から砂利敷きの駐車場に降おり立たった亨は、車にロックをかけると、梗一を振り返った。

「俺どう？　ちゃんと牧ぼく師しに見える？」

　一応、いつもは跳はねっぱなしの髪も、できるだけ撫でつけてきたのだが。

　眼鏡めがねのブリッジを中指で押し上げた梗一が、踝くるぶしまでの黒い祭服を纏まとった亨を頭のてっぺんから靴くつ先さきまで眺ながめ、「問題ない」と言った。

「大丈夫です。ちゃんと聖職者に見えますよ」

　そう、やさしい声をかけてくれたパパは、今日は黒のキャソックの上にサープリスと呼ばれる白い上着を着て、紫むらさきのストールを首から下げている。訪問着仕様だ。

　一方、梗一はキャソックの腰に紫のサッシュを巻き、手には黒い革かわの鞄かばん。祭服を着る際はいつもそうであるように、前髪を下ろしている。

「おっし、んじゃ、行くか」

　本職ふたりにお墨すみ付つきをもらい、安心した亨は石段に向かって歩き出した。修道院の門までは、幅はばの狭せまい石段を徒歩で上がらなければならないのだ。

「……っと、危ねぇ」

　洗礼は受けているし、パパと梗一を身近に見て育ってはいるが、自分が着るとなると勝手が違う。亨は途中で何度も祭服の裾すそを踏ふんづけ、石段を踏み外はずしそうになった。

「気をつけろ」

「転んで怪け我がをしないように気をつけてください」

「あ、うん、はい」

　さすがにパパと梗一は慣なれたもので、揺ゆるぎない足取りで石段を上っていく。仕方なく亨は太ふと股ももの部分の布を摘つまみ、裾を持ち上げるみたいにして階段を上がった。これでなんとか普通に上れるようになる。

「──ここ、か」

　やっと石段が途切れ、目の前にそびえ立つ煉れん瓦がの壁と鉄門が見える。

　亨が鉄門越しによく整備された前庭と白壁の建物を眺めている間に、梗一が煉瓦の柱に取り付けられている真しん鍮ちゅうの呼び鈴を押した。

　しばらく待っていると、建物の正面玄関の両開きのドアが開き、ひとりのシスターが中から現れた。黒い修道服を着て、頭にはやはり黒のベールを被かぶっている。せかせかした足取りでこちらに向かってきた彼女が、門の前で足を止めた。厳いかつい顔つきの四十代半なかばくらいのシスターは、検分するような厳しい目つきで三人の顔をひとりずつじっくり見み据すえたあとで、最後、パパに尋たずねる。

「美国主しゅ教きょう様ですか？」

　確認されたパパが「はい」と答えると、険けわしい顔のまま会え釈しゃくをして胸の前で十字を切った。

「お待ちしておりました。どうぞ、お入りください」

　感情の籠こもらない声でそう言って閂かんぬきを外し、門を開く。パパを先頭に三人は門の中に入り、シスターについて玄関へのアプローチを歩き出した。

　近づくにつれて、建物のディテールがはっきりしてくる。漆しっ喰くいの壁にヒビが走り、うっすらと苔こけむしているのがわかる。これはかなりの年代物だ。

　石の段差を上がって玄関の前に立つと同時に、木製の大きな二枚扉が内側から開く。出迎えたふたりのシスターは、三十代後半と五十代前半くらい。ふたり共に無表情で、にこりともしない。

　吹き抜けの明かり取りから薄日が差し込むだけの、仄ほの暗ぐらいエントランスを通り過ぎ、三人のシスターに導みちびかれるがままにシンと静まり返った廊下を進んだ。「静せい謐ひつ」とでも言ったらいいのか、本当に物音ひとつしない。

（建物の中も時代がかってんな）

　なんとなく空気が澱よどんでいる気がするのは、窓がないので昼間でもほとんど日光が入らず、全体的に薄暗いせいだろうか。

　やがて大きな両開きの扉にぶつかった。先に立っていたシスターのひとりが扉をノックする。

「お入りなさい」

　中からいらえが聞こえ、ノックをしたシスターが扉を開けた。

　中は天てん井じょうの高い部屋だった。壁際に小さな祭さい壇だんがあり、マリア像が奉たてまつられている。シンプルだが質の良さそうな調度品が設しつらえられ、ちょっと広めの客間といった雰囲気だ。

　その部屋の中程に、恰かっ幅ぷくのいい初老のシスターが立っている。

「美国主教様、遠いところをわざわざ当修道院においでいただき、ありがとうございました。私が院長の近こん藤どうです」

　院長の歓迎の挨あい拶さつに、パパが軽く会釈をした。

「こちらこそ、私どもの申し出を快こころよく受けてくださり、ありがとうございました」

「主教様のお名前と献身はかねてよりお聞きしておりましたので、交まじわりの機会をいただけてとても光栄です。教派こそ違え、主に繋つながれているという立場において、私たちは兄けい姉しです。本日は、有ゆう益えきな交流会になることを期待しております」

　パパの倍はありそうな体格といい、自信に満ちた物言いといい、押しの強そうな院長だ。こっそりそんなことを思っていると、パパが振り返り、梗一と亨を紹介した。

「本日同行しました美国牧師と日ひ鷹だか牧師です」

　梗一と亨は揃そろって頭を下げる。

「同じお名前、ということは？」

「はい、息子です」

　そうですか、と院長がうなずき、梗一に目を向けた。

「息子さんもお父様に倣ならい、主に仕つかえる道を歩まれているとは、すばらしいことです」

「ありがとうございます」

　女性信者に圧倒的な人気を誇ほこり、『オバサマキラー』の異名を持つ梗一が、にっこりと微笑ほほえんだ。

　まんざらでもない顔つきで、老眼鏡の奥の目を細めた院長が、ふたたびパパに視線を戻す。

「ではまずは、当修道院をご案内いたしましょう」










「私どもの起床は朝の五時。五時半からは、小聖堂で朝のお祈りが始まります。聖務日課の本を開き、みんなで声を合わせて祈りを唱となえます。それが終わりますと、次にはそれぞれの黙もく想そう。六時半には朝食をいただき、七時には聖なる読書、八時半からは労働、十一時には午前の労働を終えて昼食。昼の祈りが一時半からで、二時からは午後の労働が始まり、四時半に終了します。四十五分から晩の祈りと夕の黙想があり、六時に夕食を済ませたあと、六時半から自習を開始、八時に寝る前の祈りを唱え、九時半には就寝いたします。ミサは大聖堂にて、毎日曜日に行われます」

　廊下を巨体で練り歩く院長の口から、淀よどみなく一日のタイムスケジュールが告げられる。院内を巡じゅん回かいする一行の最後尾を歩きながら、表面上は神妙な顔つきでその言葉を拝はい聴ちょうしつつも、亨は内心で（うへー）と悲鳴をあげていた。

　本当に、祈りと労働と読書で埋うめ尽つくされた一日だ。起床から就寝まで一瞬の息抜きもない生活。ストイックの極きわみ。

　もしやれと言われても、凡ぼん人じんの自分にはとても耐えられそうにない。

「こちらが食堂になります」

　院長の声に合わせて、お付きのシスターたちが扉を開け、食堂の中を見せてくれる。ここはさすがに窓が多くて明るかった。木の椅い子すとテーブルが整然と並んでいる室内に入ると、壁の一角に開け放たれた戸口が見える。

「こちらは厨ちゅう房ぼうになります」

　戸口の奥の厨房では、三名のシスターたちが黙々と調理をしていたが、院長と客人に気がつき、手を止めた。黙礼すると十字を切る。

「今は午後の労働の時間帯ですので、それぞれの役割分担の仕事をしております。彼女たちは、夕食の支し度たく中です」

　作業を再開したシスターたちの顔を、こっそりチェックする。事前に目に焼き付けてあった美沙の写真と照らし合わせたが、当てはまる顔はなかった。そもそも三人とも年配と言ってもいい年頃で、年齢が違う。

（そう簡単にはいかないか）

　食堂を出た一行はさらに廊下を進む。

　建物は中庭を持ち、その中庭を回廊がぐるりと取とり囲かこむ形状をしていた。亨は知らなかったが、修道院では一般的な建築様式らしい。

　一階には、先ほどの院長室の他に、食堂、集会室、聖具室、図書室、祈き禱とう室、小聖堂、大聖堂などがあり、二階には「修室」と呼ばれる、シスターたちの居室があるという説明だった。

　一階にある部屋や施設を見せてもらい、中で働くシスターの顔をそのたびに脳内の写真と照合したが、該がい当とう者しゃはいなかった。

　想像していたより内部が入り組んでいて、建物自体も広い。梗一の事前の調べで、シスターの数は二十二人と聞いていたので、修道院の中にさえ入れば、美沙を探すことはそう難しくないと踏んでいたのだが……どうやら読みが甘かったようだ。

　かといって、勝手に院内を歩き回って探すわけにもいかない。

　ちらっと見上げた傍かたわらの梗一の顔も、一見無表情を装よそおっているが、その実状況を危あやぶんでいるのが見て取れた。

　修道院の中に入れて、さらに内部を案内してもらえるなんて、こんなチャンスは二度とはないだろうし、収穫のないままに帰路につく事態は避さけたいけれど。

（どうするか）

　焦しょう燥そうを抱かかえつつ思案していると、先頭に立つ院長が言った。

「では、最後に大聖堂をご案内いたしましょう。こちらです」

　ついに最後──ここにいなかったら、美沙に遭そう遇ぐうできる確率はぐっと下がる。

『どうか……どうかよろしくお願いします』

　矢木沢青年の必死な顔が脳のう裏りに浮かんだ。

（頼む）

　矢木沢のためにも祈るような気持ちで、亨は目の前の両開きのドアを見つめた。ギィーと重い音を立てて、扉が開く。

　まずは、十じゅう字じ架かを背せ負おった主祭壇が最奥に見えた。主祭壇の前には歌隊席とオルガンが、そのさらに手前に信者用の木のベンチがずらりと並んでいる。

　見上げるような天井は美しいモザイクで彩いろどられ、ステンドグラスには聖人と天使が艶あでやかに描かれている。壁の四方にはマリア像や聖者の彫ちょう像ぞうが立っていた。

「これは……すばらしい。とても美しい教会堂ですね」

　パパの感嘆の声に、院長が満足そうに目を細める。自慢げな表情の院長が、こちらにも賛さん美びを求めるような視線を向けてきたが、亨はそれどころじゃなかった。

（……いない）

　大聖堂の中には、誰もいなかった。人っこひとり、いない。

　美沙は、ここにもいなかった。

　これでもう、彼女に手紙を渡せる確率は限りなくゼロに近くなってしまった。

　がっくり気落ちしていると、左手奥の扉がガチャリと開き、扉の中からひとりのほっそりとしたシスターが現れる。

　出入り口付近の集団に気がついた彼女が、はっと肩を揺ゆらし、こちらに向かってぺこりと頭を下げた。

「シスター・カトリーヌ」

　院長が大きな口を横に引いて笑みを作り、彼女に呼びかける。

「聖堂のお掃除は終わりましたか？」

「はい、院長様」

　おずおずと顔を上げた、そのまだ若いシスターを見た瞬間、電流が走った。

「………っ」

　亨は心の中で叫んだ。

（あの子だ！）

「では、シスター・ルシアのお手伝いをしてください」

「はい、院長様」

　シスター・カトリーヌは「失礼します」と言って十字を切り、壁際をしずしずと歩いて出入り口へと向かっていく。退出していく彼女の横顔を、亨は目の端でじっくり検分した。

　髪こそベールに隠れて見えないけれど、大きな二重の目と、ぷっくりとした桜色の唇は──間違いない！　遠えん藤どう美沙だ。

　確信を得ると同時に梗一を見る。梗一が小さくうなずき、申し合わせたように院長に話しかけた。

「院長、院内を案内してくださってありがとうございました。後学のために、修道生活に関する院長のお考えなどをお聞かせいただきたいのですが」

「もちろんですとも。私は、修道生活とは、祈りながら働き、また働きながら祈る生活であり、主イエス・キリストの弟子として、すべての人々の救いのために奉仕する生活だと考えています」

　院長の意識が梗一に向かった隙すきに、亨は傍らに立つ年配のシスターに囁ささやきかけた。

「あの……すみません、お手洗いに行きたいのですが」

「男性用の御ご不ふ浄じょうは、エントランスホールまで戻らなければならないのですが。ご案内いたしましょうか？」

「あ、大丈夫です。わからなかったら、どなたかにお聞きしますから」

　にこやかに申し出を断り、亨は大聖堂の扉から外に出た。扉を閉め、くるりと回転する。

（いた！）

　廊下の先を行くほっそりとしたシルエットを追いかけ、「あのっ」と呼び止めた。

　美沙が足を止め、振り返る。写真よりも若じゃっ干かん大人びた顔を見つめて、「遠藤美沙さんですよね？」と尋ねた。

「えっ……？」

　美沙が大きな目をいよいよ大きく見開き、絶句する。みるみるその顔に警戒心が浮かんだ。至し極ごく当たり前の反応だ。

「あなたは……牧師様では？」

「怪しい者じゃありません。矢木沢宏こう平へいさんの依頼であなたに会いに来ました」

　ひそめた声で囁いたとたんに、美沙が息を呑のんだ。

「宏平さん……の？」

　それでもまだ警戒を解とかない美沙に、亨は右のポケットから一通の封筒を取り出して渡す。

「これを」
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　戸と惑まどいがちに封筒を受け取った美沙が、封を開いて手紙を取り出す。ざっと目を通してから、顔を上げた。その顔には、先程とは種類の違う驚きが広がってる。

「この手紙……」

「本物であることは筆跡でわかりますよね？」

「ええ」

「すみません、時間がないので手短に。美沙さんの気持ちが知りたいんです。まだ宏平くんのことを？」

　いきなり核心に迫せまると、美沙の唇が震えた。

「私……もう彼は私のことなんか忘れてしまったのだとばかり……」

「宏平くんは、この三年間ずっとあなたとのコンタクトを試こころみていました。でも、電話は取り次いでもらえず、手紙を出しても返事はもらえなかったと言っています」

「電話？　手紙？」

　困こん惑わくした表情の美沙が首を左右に振る。

「どちらも私、知りません」

「やっぱりそうだったんですね。一度は修道院まで来たのですが、門前払いをされてしまったそうです」

「そんなこと……全然知りませんでした」

「きみのお父さんに頼まれた院長が、きみと宏平くんの仲を阻はばんでいるんだと思う。お父さんはこの聖マリアンヌ女子修道院に多額の寄付をしているらしいから」

「……そうだったんですか」

　衝撃を隠せない様子の美沙に、亨はもう一度繰くり返かえした。

「まだ宏平くんのことを大切に想っている？」

　返事を待つ亨の目をじっと見つめたあとで、美沙がこっくりとうなずく。

「……はい」

「わかった。きみの気持ちは伝えるから」

　言うなり亨は、今度は左のポケットから、携帯電話とアダプターを取り出した。

「部屋は個室？」

「あ、はい」

「よかった。これ、誰にも見つからないように隠し持っていて」

　美沙の手に携帯を握にぎらせる。

「宏平くんから連絡が入るから、充電は欠かさないようにね。あ、着信はバイブ設定にしておいて」
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『あのあと、矢木沢と美沙は携帯で無事に連絡がつき、メールのやりとりなどを続けているようだ』

「あ、ほんと。よかった」

　終業後にかかってきた梗一からの報告に、亨はほっと息をついた。

　美沙になんとか手紙と携帯を渡すことに成功したのが三日前。

　とりあえず、ミッションの第一ステージはクリアということで、ふたりのその後を気にかけつつも、亨は日常業務に忙殺されていた。

「で、どうすんの？」

　携帯を片手で持ち、もう片方の手で、ステンレスのボールの中の蒸むした栗くりをすり潰つぶす。

「第二ステージに進むの？」

『矢木沢としては、やはり彼女を海外赴任に連れて行きたい。美沙も矢木沢に説得されて、ついていく意志をほぼ固めているようだ』

「そっかぁ」

　相づちを打ちながら、マッシュした栗に砂糖を加え、バニラエッセンスを振りかけた。

『矢木沢に忘れられたと思い込んでいた間は、このまま神に仕えて一生を終えてもいいと思っていたようだが、矢木沢の変わらぬ想いを知った今、好きな相手と一緒にいたいと思うのは、当然の心理だろう』

「そりゃまぁ、そうだよな。会えない間も三年間、自分をずっと思い続けてくれていたわけだし」

『というわけで、八割方、第二ステージに進む流れだが、本当に父親を説得する手立てがないのか、今一度検討すべきだというのがパパの意見だ。結果、どうしても父親の説得が難しく、強行突破しか手段がないようなら、その段で美沙を連れ出す計画を立てる』

「了解。じゃあさ、どうするのか方向性が決まったらまた連絡してよ」

『わかった。決まり次第に連絡する』

　そう言った梗一が、『そういえば』と言葉を継ついだ。

『今日は秋守の誕生日だよな？』

「あ、うん」

　さすがにリーダーだけあって、梗一はメンバーのパーソナルデータを把は握あくしている。

『会う予定はあるのか？』

「一応、ケーキ作って祝うつもり」

『そうか。よろしく伝えてくれ』

　だからといって直接電話をしたりしないのが、人間関係にクールな梗一らしい。

「伝えとくよ。じゃあ、また」

　通話を切り、携帯を腰ポケットに押し込んだ亨は、「さて」とひとりごちた。

「栗のペーストはできたから、次はこれを使ってクレーム・オ・マロン作りだ」

　ペーストにラム酒と湯ゆ煎せんで柔らかくしたバターを加え、ミキサーで攪かく拌はんする。

「よし、クレーム・オ・マロンのできあがり」

　ひとすくいした指を舐なめて、「ん、いい味」とにんまり笑う。

　オーブンから焼いてあったビスキュイを取り出し、ホール用のセルクルに詰めて並べた。

「ベースは完成。次はムラング・フランセーズ作り、と」

　人ひと気けのない厨房で黙々と作業すること一時間あまり──。

「よっしゃ、できた！」

　ビスキュイの上にムラング・フランセーズとクレーム・シャンティイを重ね、さらにクレーム・オ・マロンをたっぷりと絞しぼった特製モンブランケーキができあがった。カラメルでコーティングしたクルミやヘイゼルナッツなどをあしらい、粉砂糖を振りかけ、「Happy Birthday AKIMORI」と描かれたチョコレートのプレートを飾って完成。

「んー、いい出来だ。これなら秋守も文句はないだろう。つか、文句言ったらシメる」

　出来栄えに満足してひとり悦に入ってから、壁の掛け時計を見る。八時五十五分。約束の九時にぎりぎり間に合った。

　完成したケーキを箱に入れ、リボンをかける。

「おー、ジャスト九時。我ながらすばらしい読みだぜ」

　秋守からは昨日、【明日は九時に店に行く】とメールがあった。その後、時間変更のメールはなかったから、遅くとも九時十分前後には着くだろう。

　亨はハーブティの準備をして、カップを温めた。人ひと肌はだに温めたカップとケーキ皿、フォーク、キャンドルをテーブルにセッティングし、椅子に腰を下ろして今日の主役を待つ。

「……そろそろ……だよな？」

　視線を上げ、掛け時計を確認した亨は、表通りの音に耳を澄ました。しかし車が停まる気配はなく、規則正しい時計の運針の音だけがカチカチと響く。

（……もしかして、時間変更のメールが来てるとか？）

　約束の時間を二十分過ぎた頃、そう思って携帯を取り出した。着信メールをチェックしてみたが、秋守からは届いていない。念のために昨日のメールをもう一度読み返す。

【明日は九時に店に行く。おまえのケーキを楽しみにしている】

「やっぱ、九時で合ってるよな？」

　首を捻ひねり、亨は丸椅子から立ち上がった。厨房の中をしばらくうろうろした挙あげ句くに、ついに店の外に出る。

「うー、寒ぃ」

　冷たい夜風に顔をしかめ、コックコートの両腕を手でさすりながら十五分待ったが、秋守のポルシェは現れなかった。

　道が混んでいるにしたって、いくらなんでも遅すぎる。

　ひょっとして、事故にでも遭あったんじゃないか。

　だんだんと不安が募つのり、携帯で秋守の番号にかけてみたが、10コールのあとで留守番電話サービスに切り替わってしまった。

「あー、もしもし？　亨だけど……なかなか来ないからなんかあったんじゃないかと思ってさ。待ってるから連絡ください。──あ、でも焦あせって事故るなよ」

　留守録に吹き込んで、パタンと携帯を折おり畳たたむ。

「……秋守のやつ、せっかく作りたてのケーキ食わせてやろうと思ったのに」

　石いし畳だたみにふーっとため息を吐つき、店の中に戻った。

　その後も秋守は現れないままに、三十分、一時間と時間が過ぎていく。

「もう、十一時だぞ？」

　携帯にも何度かメッセージを残したが、こちらも返信はなし。

（どうしたんだろう）

　秋守は基本パンクチュアルだし、こんなふうに連絡もなしですっぽかすことなんて、今まで一度もなかったのに。

　ふと、秋守と連絡が取れなくなった十四歳の冬を思い出し、ぞくっと背中が寒くなった。悪お寒かんのようなものを、頭をふるっと振るって追い払う。

（やめろって、不吉なことを考えるのは……）

　でも、ここまで来ると、何かトラブルがあったとしか思えない。

　携帯にも出られなくて、メールも返せない非常事態ってこと？

　じりじりとした焦燥感と胸騒ぎを持て余し、厨房の中を行ったり来たりしていると、不意に手の中の携帯が鳴り始める。

　ピリリリリッ。

　びくっと肩を揺らした亨は、あわててディスプレイを見た。『秋守』の表示が光っている。

（秋守!!）

　よかった。とりあえず連絡ができる状態にはあるってことだ。

　瞬時にそう考えながら、もどかしい気分でフリップを開き、通話ボタンを押した。携帯を耳に当てる。

「秋守っ？　秋守か!?」

『…………』

「おまえ一体どうしたんだよ!?」

　勢い込んで問とい質ただしたが、秋守は無言だった。

「秋守？　なんで黙って…」

『亨……』

　やがて、すぐには聞き取れないような低いかすれ声が耳に届く。

『……すまない。そっちには行けなくなった』

　憔しょう悴すいしきったその声を聞いて、ドクンと心臓が脈打つ。亨は携帯をぎゅっと握り締めた。

　やっぱり、何かあったのだ。

　ごくっと息を呑んでから、おそるおそる尋ねる。

「何かあったのか？」

『……ケイトが死んだ』

「ケイト？」

　とっさには、それが誰なのかわからなかった。どこかで聞いた覚えのある、その名前を頭の中で反はん芻すうして、ほどなく、はっと思い当たった。

　ケイトって、確か秋守の彼女の名前だ。

（秋守の彼女が？）

　──彼女が……死んだ!?







　　　４







「一昨日おとといの午後四時に、ロンドンからの直行便で成なり田たに到着し、レンタカーを借りたケイト・ウィングフィールドは、自みずからの運転で東京方面へ向かう途中、トラックを発ほっ端たんとした玉突き事故に巻き込まれた。追突の瞬間に頭を強く打ち、即死だったようだ。遺体は検死を済ませ、昨夜ゆうべロンドンの家族の元へ搬はん送そうされた」

　暖だん炉ろの前に立つ伊い吹ぶきの説明に、ソファと肘ひじ掛かけ椅い子すにそれぞれ座った亨とおると梗きょう一いちは、無言で聞き入った。牧ぼく師し館かんの居間には、沈ちん痛つうな空気が漂ただよっている。

（事故……だったのか）

　秋あき守もりの恋人の身に起きた悲劇を知り、眠れぬままに迎えた翌日──亨は落ち着かない気分で一日を過ごした。秋守から何か連絡が入るんじゃないかと、携帯を肌はだ身み離はなさずに過ごしたが、結局音おと沙さ汰たはなかった。

　その翌日も、秋守の疲ひ労ろう困こん憊ぱいしきった声が耳から離れず、仕事に身が入らずにいたところに、梗一から連絡が入ったのだ。

『伊吹が秋守の件で教会に来るそうだ。おまえも話を聞きにくるか？』

　そう言われて矢も盾たてもたまらず、店が終わると同時にロードバイクに跨またがった。

　あの夜、秋守から聞いたのは、『恋人が死んだから今日は店に行けない』ということだけ。詳くわしい事情を訊きく前に、『落ち着いたらまた連絡する』と言って、秋守は通話を切ってしまった。

　翌日に一度、亨のほうから連絡を入れてみたが、携帯はコール音が鳴るだけで、留守番電話サービスにさえ切り替わらなかった。

　亡くなったと言っても、死因が事故なのか、病気なのかもわからない。彼女はロンドンで医者をしているはずだから、向こうで亡くなったのなら、秋守は急ぎロンドンに向けて発たったのかもしれなかった。

　携帯が不通であることから鑑かんがみて、その可能性は高いと思ったが、ひとまず梗一には知らせたほうがいいと思い、連絡を入れた。梗一のところにはまだ秋守から連絡がいっていなかったらしく、かなり驚きつつも、『調べてみる』と言って、こちらも通話が終わった。

　明けて今日、伊吹が教会に来ているということは、あのあと、梗一が伊吹に連絡を取ったのだろう。

　でも、刑事の伊吹がわざわざ説明に来るということは、何か彼女の死因に問題があったんだろうか。

　そんなことをあれこれ考え、胸を騒がせながら教会に駆けつけると、伊吹は先に到着しており、すでにパパに報告を済ませたあとだった。パパは今、教会堂で彼女のために祈いのりを捧ささげていると、梗一が教えてくれた。

「秋守から話を聴いた交通課の警察官に連絡を取ったんだが、どうやら秋守は彼女が日本に来るのを知らなかったようだ。黙って突然訪おとずれ、驚かせるつもりだったのかもしれないが……そのあたりは今となっては不明のままだ」

　伊吹が険けわしい表情で言葉を切る。

（交通事故……しかも日本で……）

　一昨日の土曜日は秋守の誕生日だった。

　もしかしたら彼女は、恋人と一緒に誕生日を祝うために、秋守に秘密で来日したのかもしれない。

　忙しくて会う時間がなかなか取れない恋人のための──サプライズプレゼント。

（でも）

　あの日、秋守が約束していたのは自分だった……。

　ローテーブルの一点を見つめた亨は、膝ひざの上の両手をぎゅっと握にぎり締しめた。

　無論、彼女の来日を知らなかったからだとはいえ、その事実に言い知れぬ罪悪感を抱いだいてしまうのは、どうしてだろう。

　胸が……痛い。ズキズキと痛む。

「事故自体に何か不審な点、事件の要素はなかったんだな？」

　梗一の質問に、伊吹が答える。

「それはない。現場検証の結果、トラック運転手の居眠り運転が原因の玉突き事故であることが判明しており、事故の発端となったトラックの運転手自身も死亡している」

「そうか……悲運だな」

　眉まゆをひそめて低く囁ささやいた梗一が、眼鏡めがねを指で押し上げた。

「亨に話を聞いてから秋守に連絡を取ってみたんだが、携帯が不通になっていて通じなかった。亨、おまえのところにも連絡はないか？」

　梗一に問われ、項うな垂だれ気味に首を横に振る。

「俺も同じ……何度かかけてみて、メールもしてみたんだけど、返信はなかった」

「葬儀のために、遺体に付き添ってロンドンに向かっているのかもしれないな」

　自分と同じ意見を口にした梗一にうなずき、亨は顔を上げて伊吹を見た。

「警察での秋守の様子、どうだったって？」

「かなり打ちひしがれて、憔しょう悴すいしていたようだ。担当した警察官も気の毒がっていた」

　伊吹の返答を聞き、いよいよ胸が締めつけられるみたいに痛くなる。

（……秋守）

　愛する人を突然失って、今、どんなにか悲しくて辛つらいだろう。

　幼なじみが辛い思いをしているのに、何もできない自分が歯がゆい。

「相当なショックを受けているのは間違いないだろうからな……」

　物もの憂うい顔つきで梗一が言った。

「秋守から連絡があるまで、今しばらくはそっとしておくほうがいいのかもしれない」










　それからさらに十日が過ぎた。

　その間、亨は秋守からのコンタクトを待ったが、結局、携帯に電話がかかってくることはなかった。亨からはメールを何通かしてみたが、こちらも返信はなし。

　風呂から出て、髪をタオルで拭ふきながら居間に入るなり、亨は床置きの充電器にまっすぐ近づいた。携帯を摑つかみ上あげ、フリップを開く。風呂に入っている間に着信がなかったことを確かめると、ふーっとため息を吐ついた。

（今日も連絡なかったな）

　仮にロンドンに行ったのだとしても、さすがにもう帰って来てもいい頃だ。なのに、まったく音沙汰がない。梗一にも毎日メールで問い合わせているが、返事は決まって【連絡なし】だった。

　もちろん、秋守が重度の傷心状態にあることはわかっている。最愛の人を亡くしたのだ。二週間やそこらで立ち直れというほうが無理がある。

　けれど、どれほど心身共に疲ひ弊へいしていようとも、メール一通返してこないというのは、秋守らしくないような気がして……。自分が知っている秋守ならば、逆にこういった時こそ周まわりに心配をかけまいと、気き丈じょうに振る舞う気がする。

（なんだか……胸騒ぎがする）

　漠ばく然ぜんとした黒い不安が日増しに大きくなってきて、胸がざわざわとして落ち着かない。ここ最近は就しゅう業ぎょう時間中も気が散って、仕事に集中できなかった。

　外から見ても明らかに様子がおかしかったんだろう。昨日はオーナーに「何かあったのか？」と訊かれてしまった。心配をかけたくなかったので、「大丈夫です」とお茶を濁にごしたけれど。

　クリスマスケーキの試作品も、まだ出来上がっていない。オーナーには申し訳ないと思うけど、どうしてもクリエイティブな方向に気持ちが向かないのだ。いろいろと考えてしまって寝つきが悪く、寝不足のせいもあるかもしれない。

　濡れた髪を片手で搔かき上あげていた亨は、ふっと脳のう裏りを過よぎった怖い考えに、手を止めた。

（……まさか）

　まさか、後追いなんてこと……。

「馬鹿っ……変なこと考えるな！」

　口に出して自分を叱しっ咤たし、首を左右に振って不吉な予感を追い払う。

　首にかけたタオルで、ごしごしと顔を擦こすった。しばらく擦ったあとでタオルから手を離し、ふーと息を吐く。

　声が聞けないから、闇雲な不安に駆られるんだ。

　右手の携帯を操そう作さして、亨は秋守の会社と自宅の電話番号をじっと見つめた。

　梗一は、秋守から連絡が来るまで待ったほうがいいって言っていたけれど……明日になっても連絡がなかったら、会社に電話してみようか。仕事の場という遠慮もあって、今まで一度も会社にはかけたことがないけれど、ここまできたら躊ちゅう躇ちょしている場合じゃない気がする。

「秋守……おまえ、今どうしてるんだよ？」

　彼女の事故は、痛ましくて不幸なアクシデントだったとしか言いようがない。亡くなった彼女は本当に無念だろうし、秋守が心に深い傷を負おったのも、痛いほどにわかる。

　だけどその傷以上に、秋守は自分自身を責めているんじゃないだろうか。

　事故の当日、彼女ではなく、自分と会う約束をしていたことに……。

　そんなふうに思うのは、自分こそが負おい目めを抱いているからなんだろうか。

　このところ、ずっと胸の中で燻くすぶっている罪悪感に眉をひそめ、きゅっと唇くちびるを嚙かみ締しめた時。

　ピリリリリリッ。

　突然鳴り始めた携帯の着信音に、亨はびくりと全身を震わせた。

（秋守!?）

　不意を衝つかれ、あわてたあまりに液晶ディスプレイを確かめることもせずにフリップを開く。

「も、もしもし!?」

『亨？』

　しかし、耳に届いた声は、待ち望んでいたものとは違った。少し気け怠だるげなハスキーボイスの主ぬしは──。

「……彼方かなた」

『そんな露ろ骨こつにがっかりされると、むかつくんだけど』

「ごめん……」

　彼方には悪いと思ったけれど、落らく胆たんは隠せなかった。

『……秋守だと思った？』

「あ……うん」

　誤魔化す気力もなく、正直に認める。

『梗一から聞いた。俺がパリに行ってる間に、秋守が大変だったんだって？』

「ん……そうなんだ」

　さすがの彼方も神妙な声こわ音ねで『気の毒だったね』と言った。

　そういえば──と思い出す。教会堂の扉の前で秋守と険悪なムードになっていた時、彼方は「いいからとっととロンドンの女医と結婚でもなんでもしちゃって」などと暴言を吐いていたっけ。「亨の前から消えてよ」と。

　苦い気分でフローリングの床を睨にらんでいると、彼方が『それで？』と訊いてくる。

『あいつから連絡ないの？』

「全然。もう二週間になる」

『そっか。……なんか、らしくないね』

　その言葉に、亨は顔を上げた。

「彼方もそう思うか？」

『だって秋守って、こういう時こそ気ぃ張って平静を装よそおいそうじゃない』

「だよな。やっぱり……おかしいよな」

『亨？』

「ありがとう、彼方。俺、明日にでも秋守の会社に電話してみる」

『……まぁ、ああでもない、こうでもないってあれこれ憶おく測そくして仕事に身が入らないよりかは、さっさとケリつけたほうがいいんじゃない？』

　彼方に同意され、虚きょを衝かれた気分で問いかける。

「なんでわかったんだよ？」

『言っとくけど、こっちは亨のリアクションなんてお見通しなの。自分のことみたいに落ち込んで、一緒にナーバスになって、仕事とかいろいろ疎おろそかになっちゃってるに決まってるんだから』

「それで……様子見の電話をくれたのか？」

　憎まれ口を叩たたいてばかりだけど、彼方は案外やさしいところがある。秋守のことだって、本当は心配なのに違いない。

　ちょっと救われた気分になっていたら、低い声が言った。

『……あいつのことで亨がペース乱されんのが嫌なんだよ』

「彼方？」

『とにかく、彼女は気の毒だったけど、不幸な事故だったんだし、俺たちにはどうしようもないんだから、あんまり振り回されないようにね。……あんたたち、ただでさえ昔っからシンクロしやすいんだから』

　突き放すようなクールな物言いをした彼方が、『じゃあまた、来月の家族礼れい拝はいで』と素っ気なく言い、亨も「わざわざ電話ありがとうな」と応じて通話を切る。

　携帯を折おり畳たたんだ亨は、「よし」とひとりごちた。

　明日、昼までに秋守から連絡がなかったら会社に電話をしよう。










　翌日、昼休みまで待ってみたが、秋守から連絡がなかったので、亨は秋守の会社に電話することにした。

　店の裏口から外に出て、壁に背中を凭もたせかけ携帯を開く。

　大きな会社に電話することなど、普段ほとんどないので、心持ち緊張しながら、発信ボタンを押した。

　秋守に教えてもらっていた番号は直通のものだったらしく、３コールで秘書らしき女性が出る。

『士し堂どう物産、欧州ヨーロッパ支配人付き、秘書室でございます』

「あの、私、日ひ鷹だかと申しますが、士堂秋守さんをお願いしたいんですが」

『失礼ですが、どちらのヒダカ様でしょうか？』

　警戒したような声で問われ、やっぱりそう来るか、と思った。

　こういう時、会社員じゃないと自分の所在が説明しづらい。仕方なく、「士堂くんの友人で、『Pâtisserieパティスリ HIDAKAヒダカ』の日鷹と言ってもらえればわかると思います」と答えた。すると、ちょっと不思議な間のあと、躊躇ためらいがちな声が尋たずねてくる。

『……『Pâtisserie HIDAKA』というと、ひょっとして、あのエクレールの美お味いしいお店ですか？』

「あっ、そうです。そういえば、いつも秋守が秘書の皆さんにってうちのケーキを大量に買っていってました」

『ああ、やっぱり！　私、『HIDAKA』のケーキの大ファンなんです。支社長のおみやげをみんな本当に楽しみにしていて……もう少し場所が近かったら、自分でも買いに行きたいところなんですけど』

　いかにも「秘書」といった雰囲気の慇いん懃ぎんな物言いが、年相応の砕くだけた口調に変わって、密ひそかに安あん堵どする。

「いつもご贔ひい屓きありがとうございます。それで、あの、秋守は？」

『申し訳ございません。本日、お休みを取らせていただいておりまして……』

「あ……会社に来ていないんですか？」

『はい』

「えっと、それは今日だけですか？　それともずっと？」

『……それが』

　言っていいものかどうか、迷う気配を察して、亨は自分が会社に電話をかけた理由を説明した。

「実はずいぶん前から携帯が通じない状態で、心配になってこちらにかけてみたんですけど」

『……こちらにも、支社長は先週から出社しておりません』

　ワーカホリックと言っていいほど仕事人間だった秋守が、ずっと会社に来ていない？

「出張とか、海外へ行っているとか、そういうことじゃないんですよね？」

『そういった報告は受けておりません』

　つまり、ロンドンに行っているわけじゃない？

　そして、口ぶりから察するに、秘書でさえ、今現在秋守がどこにいるか、どういった状況にあるのか、わかっていないようだ。

「……わかりました。別の心当たりを当たってみます。すみません、ありがとうございました」

　通話を切ったあと、亨は険けわしい顔つきで空くうを睨んだ。

　これって……思っていたより、かなりやばい状況なんじゃないだろうか。

　会社にも行かず、連絡も一切絶たって、あいつは何をしているんだ？

　考えれば考えるほどに胸騒ぎがして、居ても立ってもいられない気分になった亨は、携帯を片手に裏口の前をうろうろした。

（どうするか）

　会社に来ていないということなら、あとはもう自宅しかない。

　しかし、自宅は会社より敷居が高かった。秋守の祖父母は、孫とハウス出身の幼なじみとの交流を快こころよく思っていない。

　電話をしても、取り次いでもらえるかどうかわからない──となれば、これはもうアポなしで一か八か、自宅に行ってみるしかない。

　もはや迷ってる場合じゃない。

（当たって砕けろだ）

　心を決めた亨は、折り畳んだ携帯を腰ポケットに突っ込んだ。










　その夜、仕事が終わったあと、亨は子供の頃に一度だけ行ったことのある、士堂の屋敷へとバンを走らせた。

「そうそう……このあたりだ」

　一番近いパーキングにバンを停とめて、徒歩で士堂邸に近づく。

　ぐるりと周囲を囲む塀へいに沿そい、数十メートルも歩いて、漸ようやく正門に辿たどり着ついた。

「相変わらずでっかいなぁ」

　鉄の門に固く閉ざされていて中は見えないが、その敷地がとんでもなく広大であろうことは外からも窺うかがい知しれる。都心の一等地に、これだけの面積を所有してるというだけで、士堂家の威力が自おのずとわかろうというものだ。

　暗闇にそびえ立つ威い圧あつ的てきな門構えを見上げているうちに、十数年前に初めてここを訪れた時の記憶が蘇よみがえってきた。

　あの時も秋守と連絡が取れなくなり、痺しびれを切らしてここに来たのだ。

　でも結局、堅けん牢ろうな造りを前にして為なす術すべもなく、すごすごと引き返すしかなかった。

　まるでお城みたいな大きさの洋館に圧倒され、重圧感に呑まれるばかりだった十五歳の自分を思い出す。

　けれど、今日はしっぽを巻いて逃げ帰るわけにはいかない。

（この目で秋守の顔を見るまでは帰らない）

　決意を新たに腕を伸ばし、亨はチャイムを鳴らした。おそらくは防犯用の監視カメラで視みられているんだろうなと思いつつ、緊張して待つこと一分弱。インターフォンから『はい、どちら様でしょうか？』といういらえがあった。年配の女性の声だ。

「あの、俺……いや、僕、秋守くんの幼なじみで日鷹と言います。秋守くんはご在宅でしょうか？」

『……少々お待ちください』

　そう言うなりインターフォンがぷつっと切れ、亨はほっと息を吐いた。とりあえず第一関門はクリア。でも、まだまだ油断はできない。

　半なかば門前払いを覚悟で待っていると、五分ほどして不意にガチャッとロックを外はずす音が聞こえた。ギギギ…と軋きしんだ音を立てて、鉄の門が真ん中からふたつに割れる。

　開いた門の中央に、丈たけの長い黒い上着を着た中年の男性が立っていた。ウィングカラーのシャツにアスコットタイ。グレーのベスト。ぴったりと撫なでつけた髪とピンと伸びた背中。

　見ているだけで、こっちの背筋も伸びそうな隙すきのない佇たたずまいを目にして、自然と頭に「執しつ事じ」という名称が浮かんだ。テイルコートこそ着ていないけれど、この人……。

　本当にいるところにはいるんだ、と感かん嘆たんしつつも記憶を探る。

（確か、名前が山なんとか……）

　そうだ、山やま本もとだ！

「もしかして……山本さんですか？」

　尋ねた瞬間、男性が意外そうに片方の眉まゆを持ち上げた。

「私の名前をご存じですか？」

「はい、この前、秋守に聞きました。ロンドンから一緒に帰国して、今は士堂の邸やしきの使用人を束たばねてくれているって。今度、フレッシュハーブティを淹いれてくれるように頼むって言ってました」

　男性──山本が目を細めた。亨の顔をじっくりと眺ながめたあとで、おもむろに口を開く。

「あなたが、ハーブティの淹れ方を教えてくださったご友人でしたか。パティシエをなさっておいでなのですよね？　秋守様からお話は伺うかがっております」

「秋守が俺の話を？」

「ええ。かけがえのない、とても大切なご友人だと。ロンドンにいた頃から、お名前はよく口にされておりました」

「ロンドンの頃から……」

「それと、これは屋敷の使用人を代表して、いつか機会があったらお伝えしたいと思っていたのですが、日鷹様のお店のお菓子はどれもとても美味しいです」

　そう告げる表情は、先程までのシャープな印象から、ずいぶんと柔やわらかくなっている。

「屋敷の料理人も、あの味だけは真ま似ねできないと言っております」

「ありがとうございます。店のみんなにも伝えます。きっと喜ぶと思います」

　電話での秘書との会話の時もそうだったが、思いがけず『HIDAKA』のケーキが警戒心を解とく一いち助じょとなってくれているのを感じた。甘いものには、人の心を和やわらげる効果があるのかもしれない。

　今なら答えてもらえそうな気がして、亨は切り出した。

「秋守はこちらにいますか？　ずっと連絡がつかなくて心配になってここまで来ちゃったんですけど」

　山本の顔が翳かげる。

「いらっしゃいますが、お会いにはなりますまい。もう長く外出もなさらずにお部屋に閉とじ籠こもっておいでです」

　やっぱり、そうだったのか。

（秋守）

　ぎゅっと手のひらを握にぎり締しめた亨は、山本の顔を懇こん願がんするような眼まな差ざしでじっと見た。

「俺、どうしても秋守に会って話がしたいんです。中に上がらせていただけませんか？」










「秋守のお祖じ父いさんとお祖ば母あさんは？」

「おふたりは、同じ敷地内に建たつ別べつ棟むねにお住まいです」

（そうなのか）

　屋敷の中で鉢はち合あわせしたらどうしようかと思っていたので、ちょっとほっとする。

「秋守は、食事はちゃんとしているんですか？」

　先に立って案内をしてくれている山本が、険しい顔つきでかぶりを振った。

「お部屋まで運んでいるのですが、ほとんど手つかずのままです。それでもまだ、初めの頃は食堂に降おりて来てくださっていたんですが、この一週間ほどは籠もりきりで、『誰も入ってくるな』と、人が変わったような怖いお声で拒絶されて。このままでは早晩倒れてしまうのではないかと、皆みな心配しているのですが……」

「……そうですか」

　山本に玄関口で、「靴くつのままお入りください」と言われたので、分ぶ厚あつい絨じゅう毯たんを靴で踏ふみ締しめ、天てん井じょうの高い廊下を歩く。

　重厚な内装も壁にかかった絵画や調度品も、おそらく美術的価値の高いものばかりなのだろうが、鑑賞している心の余裕はなかった。

「あの……山本さんは、ケイトさんのことは？」

「存じ上げております。聡明でおきれいな方でした」

「やっぱり……秋守はケイトさんのことが相当にショックだったんですよね」

「そうですね……」

　考え込むようにゆっくりと、山本が言葉を継つぐ。

「秋守様は、たとえお辛いことがあっても弱音など一切吐かない気丈な御方ですが、反面とてもおやさしく、繊細な面もお持ちです。しかし、そちらのご自分を極力封じ込め、士堂家の跡取りという重圧と長年闘ってこられた。……それが今回の件で、張り詰めていた心が折れてしまわれたのかもしれません」

　踊り場付きの階段を上がりつつ、山本の声に耳を傾かたむけながら、最後に会った時の秋守の台詞セリフが蘇ってきた。

　──やっぱり……おまえと一緒にいると、なんだかほっとするよ。

（……秋守）

　長い間ひとりで闘ってきて、疲ひ弊へいしていたところに最愛の人を失った。そのダメージの大きさを思うと、胸が切なくうずいて、苦しくなる。

　自分が、それを救えるとも思えないけれど、ほんの少しでも、癒いやすことができるなら──。

「こちらが秋守様のお部屋です」

　二階に上がり、しばらく歩いたところで山本が足を止め、そう言った。

　このドアの向こうに秋守がいるのか。

　こくっと小さく喉のどを鳴らし、どっしりとした木の扉を見つめていると、山本が真しん鍮ちゅうのノブを回し、扉を押し開ける。

　そこは簡単な調度品が置かれた六ろく畳じょうほどの部屋で、どうやら前室らしかった。視界に映うつり込こむもうひとつの扉の前にワゴンが置かれ、その上に白いナプキンがかかった銀のトレイが載っている。ワゴンに近寄ってナプキンをはぐった山本が、小さく嘆たん息そくを吐いた。

　トレイの上の料理は、まったく手つかずのまま、冷たくなっていた。

　ワゴンを扉の前から移動し、上着のポケットから鍵を取り出した山本が、ドアノブの下の鍵穴に差し込み、カチッと回す。

　鍵を引き抜いてから亨を振り返り、「お入りください」と言った。

「私は許可なく中に入ることはできませんが、長年のお友達ならば秋守様も心を開いてくださるかもしれません」

　託たくすような眼差しにうなずく。一いち揖ゆうした山本が下がり、前室から静かに出て行った。

　ひとりになった亨は、ドアの前に立ち、念のためにノックをしてみた。が、やはり反応はない。

　ドアノブに手を添え、しばらく思案した。

　顔を合わせて、なんと声をかければいいのか。傷心の秋守になんて……？

　ここまで来て逡しゅん巡じゅんに囚とらわれ、頭を巡めぐらせたが、考えがうまくまとまらない。

　とにかく、顔を見てからだ。

　頭を振った亨は、思い切ってノブを回した。

　緊張の面おも持もちで扉を押し開けたとたん、刺激臭がぷんと鼻をつく。

（なんの匂においだ？）

　くんくんと鼻を蠢うごめかしていて、ほどなくアルコール臭だと気がついた。酒の匂いが、部屋中に立ちこめている。

　澱よどんだ空気に眉根を寄せ、亨は暗闇にじっと目を凝こらした。

　部屋は照明が落ちていて暗かったが、目が慣なれてくると、カーテンの隙間から差し込む月の光で、部屋の様子がわかるようになってくる。

（なんだ、これ……）

　亨はその惨さん状じょうに息を呑んだ。椅子やサイドテーブルが倒れ、床にはいろいろなものが散乱して、まるで泥棒に荒らされたかのごとく乱れている。

　本当に物取りが潜ひそんでいるんじゃないかと怖くなり、暗闇に向かって「……秋守？」と呼びかけた。

　しかし、返事はない。

　電気を点つけ、身構えつつ探索した結果、結局その部屋の中には、秋守の姿も泥棒も見つからなかった。

　となると。

　壁際の扉に近づく。たぶん寝室に通じる扉だろう。そう当たりをつけて、ドアノブを回す。鍵はかかっておらず、すんなりと開いた。だが、足を踏み入れた刹せつ那な、いきなり床に転がっていたものに足を取られて転びそうになる。

「あぶなっ……」

　なんとかバランスを取り、かろうじて転倒を免まぬがれた亨は、壁を探って電気のスイッチを見つけた。突起を押し上げると、オレンジ色の照明に部屋が照らされる。ここもまた相当酷ひどい有り様だ。床に衣類やら本やらが散らばっているが、とりわけ数が多いのは──。

「……酒の瓶びん？」

　至いたる所に空からのボトルが転がっている。ざっと把は握あくできるだけでもすごい量だ。さっき足を取られたのもこれだろう。

　これだけの量の酒を全部秋守が呑んだってことか？　食事もろくに摂とらないで、酒さけ浸びたりになって──。

「あいつ……何やってんだよ？」

　顔をしかめた亨は、まだ姿の見えない友の名前を呼んだ。

「秋守？　いるんだろ？　どこだよ？」

　何度目かの呼びかけに、部屋の中央に置かれたベッドの上の塊かたまりが、のそりと動く。

「秋守？」

　どうやら寝ているらしい。

「秋守」

　名前を呼びながらベッドまで近寄った亨は、盛り上がった羽はね布ぶ団とんをめくった。

「秋守、寝ているの…か……っ」

　衝撃に声が途切れる。

　ベッドの中に丸まっている男を目の当たりにして、亨は言葉を失った。

　乱れた髪。窪くぼんだ眼がん窩かとこけた頰ほお。無ぶ精しょう髭ひげ。だらしなくはだけた胸元。どんより濁にごった目をして、酒の匂いをぷんぷんさせているこの男が──秋守!?

　その荒すさんだ男のどこにも、いつも王子様然としていた幼なじみの面影は見み出いだせない。

　目を疑い、数秒絶句したあとではっと我に返った亨は、喉の奥からかすれた声を絞しぼり出だした。

「秋守……おまえ、大丈夫かよ？」

「…………」

　声をかけても表情は動かない。床に膝ひざをつき、間近から顔を覗のぞき込こんでみた。目の焦しょう点てんが合っていない。

「俺だよ、わかるか？　亨だよ」

「…………」

「秋守？　俺がわかるか？　亨だ。おまえの幼なじみの亨」

「……と…おる？」

　耳みみ許もとで何度も繰くり返かえしてやっと、うつろな声が鸚おう鵡む返がえしてきた。

「そうだ、俺だよ。連絡がつかないから心配して様子を見に来たんだ。山本さんに頼んで鍵を開けてもらって……みんな、心配してるんだぞ？　おまえ、どうしちゃったんだよ？」

「…………」

　また、反応がなくなる。焦点の合わない半開きの目で、ぼんやり空を見つめている秋守を見ているうちに、やるせない気分がこみ上げてきた。

　辛くて、自暴自棄になる気持ちもわかるけど、それにしたって。

「こんなの……おまえじゃないだろ？　気持ちはわかるけど、でも、こんなおまえ、見たくねぇよ。……なんとか言えよ、秋守……なぁ、言えってば！」

　反応がないことに苛いら立だち、肩を摑つかんで強く揺ゆさぶった直後、びくっと震えた秋守の口から、うぅっと獣けもののような低い唸うなり声が漏もれ、いきなり腕を摑まれる。すごい力で引っ張られた。

「うわっ」

　抗あらがう間もなくベッドの中に引きずり込まれた──かと思うと、乗り上げてきた秋守に組み敷かれる。

「………っ」

　大きく見開いた亨の両目に、逆光の顔が映り込んだ。暗く潰つぶれたディテールの中で、ただ吊つり上あがった双そう眸ぼうだけが、ギラギラと底光りしている。

（完全に目がイッてる。正気じゃない）

　自分を見ているようで見ていない。自分を通り越し、何か別のものを見ている。そう思えた。

　幻覚を見ているのか？

　息を詰めて狂気を孕はらんだ男の目を見上げていると、不意に首に手が伸びてきた。ぐっと喉を締め上げられ、「ひっ」と悲鳴が漏れる。

（く、苦しいっ）

　秋守の手を摑み、喉を締め上げようとする力に懸命に抗った。首や肩を振って暴れているうちに、喉元の手が少しずつ緩ゆるむ。

「げほっ、げほっ」

　解放され、咳せき込こむ亨に、秋守が顔を近づけてきた。強烈な酒の匂いを感じた次の瞬間、生あたたかいものが唇に触ふれ、両目をゆるゆると見開く。
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（秋……守？）

　自分の唇に覆おおい被かぶさっている熱い感触が秋守の唇だと気がついた亨は、大きく震えた。

「な、何やって……放し……っ」

　顔を背そむけたが、顎あごを手で摑まれ、引き戻されてしまう。

「ぅ、んっ……んんっ」

　唇を塞ふさがれながらも、秋守を押しのけようと必死に暴れた。

　すると、抵抗を疎うとましがるように、両手首を握り込まれ、シーツに押しつけられる。

　すごい力だ。

　抗いを封じ込めるような強い力で享を拘こう束そくしたまま、秋守の唇がゆっくりと移動する。首筋に吸いつかれて、亨はびくっとおののいた。

「秋守！　放せっ！　よせっ！」

「……ケイ…ト」

　絶叫にかすれた声が重なる。耳許に落ちてきたその覚おぼ束つかない囁きに、亨は硬直した。

（自分を──死んだ恋人だと──勘違いしている？）

「……ケイト」

　もう一度、秋守がその名前をつぶやく。

「俺が……殺した」

　苦しげな独白に息を呑んだ。

（違う！）

　そうじゃない。あれは不幸な事故だったんだ。おまえのせいじゃない！

　そう言いたいのに声が出ない。喉が強こわばって声が出ない。

「……ケイト……俺が……」

　縋すがるように死んだ恋人の名を繰り返し、じわじわと覆い被さってくる男から、亨はもう逃げられなかった。大きく目を見開いたまま、その重みを受け止めることしかできなかった。
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「っ……くっ……ッ」

　ベッドの上で声もなく揉もみ合あい、逃げようとするたびに唇くちびるを唇で塞ふさがれた。

　隙すき間まを荒々しく割って入り込んでくる舌。

　顎あごにざらりと擦こすれる、無ぶ精しょう髭ひげの感触。

　後頭部に痛いくらいに食い込む指。

　それらすべてが、自分の知っている秋あき守もりとは別人のようだった。

　秋守は今、過剰なアルコール摂せっ取しゅによって錯乱している。錯乱して、おそらく幻覚を見ている。

　自分をケイトだと……死んだ恋人だと、思っているのだ。

（秋守）

　縋すがるみたいに強い力で抱きすくめられれば、重なり合った体から、心臓の鼓こ動どう音と一緒に秋守の悲しみが流れ込んでくるようで……。

　そのせいだろうか。不思議と嫌悪感はなかった。

　突き放すこともできず、口こう腔こう内ないを熱い舌で搔かき混まぜられているうちに、頭の芯がぼーっとしてくる。それが酸欠のせいなのか、それとも、秋守の唾だ液えきを通して体内に注そそぎ込こまれるアルコールのためなのかはわからなかった。

　わかるのは、だんだんと抗あらがう気力が萎なえ、抵抗する力が弱くなってきていること。

（頭が……くらくらする）

　亨とおるはきつく眉まゆ根ねを寄せ、自分の体をまさぐる手の動きに耐えた。

　カットソーの裾すそをたくし上げられ、腹から胸にかけての肌はだを、濡れた熱い感触が這はう。
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「………っ」

　奥歯を嚙かみ締しめ、喉のどから漏もれそうな声を必死に堪こらえていると、秋守の手がウエストのベルトにかかる。はっと我に返った時にはすでに金具を外はずされ、ファスナーを下ろされていた。ぐいっと強い力でジーンズを引き下ろされる。下着までもが一緒にずり下がり、剥むき出だしになった下半身に、「秋守っ」と狼狽うろたえた声が飛び出た。さすがに、ここまでされておとなしく言いなりになってはいられない。

　いくら錯乱して見境がつかなくなっているからって、これはやりすぎだ。

「やっ……やめろっ」

　叫びながら身を捩よじろうとしたが、膝ひざまで下がったジーンズのせいで、思うように体が動かない。なんとかジーンズを引き上げようとする腕を摑つかまれ、逆に拘こう束そくされてしまった。

　股こ間かんに顔を埋うずめた秋守が、一瞬の躊躇ためらいもなく、亨自身を口に含む。

「ひっ……」

　いきなり熱く濡れた口腔内に包まれて、亨は喉を鳴らした。

（うそ……だろ？）

　自分が今、秋守にされていることが理解できずに、しばらく呆ぼう然ぜんと両目を見開いて固まる。やがて、秋守の舌が動き始めた。明確な意図を持ったその動きに、秋守が何をしようとしているかを漸ようやく認識する。全身がカーッと熱くなった。

　それは愛あい撫ぶだった。秋守は、自分の欲望を口で高めようとしているのだ。

（信じられない。なんで？）

　なんでこんなこと……！

「や、めっ……あきも……っ」

　必死に髪を摑み、押しのけようとしたが、秋守は頑かたくなに動かない。顔が見えないので、どんな表情をしているのかもわからない。ただ、まるで何かに取とり憑つかれでもしたかのように、ひたむきとも言える必死さで、口と舌を使い続ける。

　ぴちゃぴちゃと濡れた音を立てて舐なめしゃぶられ、吸われ、初めて体験する強烈な刺激に覚えず腰が震えた。

　男に口で愛撫を施ほどこされている。

　しかも、秋守に！

　ドクドクと激しく心臓が鳴り、眦まなじりが熱を孕はらんで、瞳がじわりと潤うるんだ。

　羞しゅう恥ちと混乱と動どう揺ようの中で、それでも体は着実に追い上げられていく。

　秋守の口こう淫いんは的確だった。時にあたたかい粘ねん膜まくで締めつけ、時に舌先で先せん端たんをつつき、裏筋の敏感な部分をざらりと舐め上げてくる。

　残ざん酷こくなくらいに気持ちよくて、いけない、やばい、と思っても、秒速で昂たかぶっていく自分をどうしても抑おさえきれない。

　愛撫されている部分が熱い。下腹がじんじんと痺しびれるみたいに疼うずいて、呼吸がどんどん浅くなって──。

「で、出るっ……出ちゃ……っ」

　悲鳴じみた声が漏れ、ぶるっと大きく腰が震えた。

　このままでは、秋守の口の中に出してしまう。

　駄だ目めだ。それは駄目だ。──そう思ったのに。

「……あっ、……ひっ」

　奥歯を食い締め、ぎゅっときつく目をつぶり、なんとかギリギリで持ちこたえようとする最後の抗いを突き崩そうとでもするかのように、ひときわ強く吸い上げられる。

「……っ……ッ」

　快楽の淵ふちへ突き落とされた亨は、声にならない悲鳴を発して、弾はじけた。

「あ……あ……」

　腰を緩かん慢まんに揺ゆらし、二度、三度と断続的に精を吐き出す。そのすべてを余すことなく、口の中に受け止められた。

「はぁ……はぁ」

　涙目で肩かたを喘あえがせていると、秋守がゆっくりと股間から顔を離す。額ひたいに落ちた髪のせいで、相変わらず顔は見えない。けれど、喉が大きく動き、何かをゴクンと呑のみ込こんだのはわかった。

（俺の、だ……）

　自分は秋守の口の中に出した。そしてそれを秋守が呑んだ。

　たった今、体験したこと、この目で見たことなのに、実感が湧わかない。悪夢でも見ている気分で、ぼーっと、目の前の男を眺ながめていたら、不意に手が伸びてきて肩を摑まれた。

　体をひっくり返され、俯うつぶせにされると同時に、背中から秋守が覆おおい被かぶさってくる。

　腰を摑まれ、四つん這いの体勢を取らされた次の瞬間、両肩をシーツに押しつけられ、まったく身動きが取れなくなった。

　動けないことと、何をされているのかが見えないことが闇雲な恐怖心を煽あおり、冷たい汗が額の生はえ際ぎわにじわっと滲にじむ。

　今、自分を組み敷いている猛たけ々だけしい男は、秋守であって秋守でない。心やさしくて、抑制心の強い幼なじみじゃない。それは、たった今、男が自分にした行為が証明している。

（……怖い）

　ごくっと唾つばを呑み込み、身を固くしていると、尻の間を探るように指が這い始めた。やがてぐっと異物を押し込まれるような圧迫感を覚え、背筋を走るぴりっとした痛みに、「痛いっ」と叫ぶ。

「秋守っ、嫌だっ！　やめろっ」

　わめき続けているうちに、ふっと圧迫感が消えた。少しの間を置いて、今度は太ふと股ももの間に何か硬いものをねじ込まれる。

「………ッ」

　脚の間に差し込まれたものの熱さに、亨は全身をおののかせた。

（な……に？）

　何をしようとしているのか。

　不安に駆られ、息を詰める亨の背中で、秋守がゆっくりと動き出した。熱く、濡れた塊かたまりが、太股の間を行き来する──これも、生まれて初めて知る感触。

（気持ち……悪い）

　身動きができないので、唯一の抵抗のように頭を左右に振った。

　嫌だ。嫌だ。こんなの……っ。

　しかし抽ちゅう挿そうは少しずつ早くなり、それにつれて秋守の呼吸も荒くなっていく。

「ふ……は……ふっ」

　首筋にかかる荒い息。尻上がりにピッチが上がっていく。亨の肩を摑む手に力が籠こもり、軋きしむような痛みに顔をしかめた時だった。

「……くっ」

　低いうなり声が耳みみ許もとで聞こえたかと思うと、背後の秋守がぶるっと震えた。それと同時に、どろりとした熱い感触が内股を濡らす。

「………っ」

　その濡れた感触がなんであるかに思い当たった亨は、衝撃に息を呑んだ。

（う……そ）

　秋守が、自分の体を使って果てたことに衝撃を受けている間に、欲望を散らした秋守の四し肢しが徐じょ々じょに弛し緩かんしていくのを感じた。後ろから覆い被さっている体が、じわじわと重量を増す。

「…………」

　ずっしりとした重みを受け止めながら、息を殺して数十秒待ったけれど、背中の秋守は動かなかった。

「秋……守？」

　呼びかけにも返答はない。肩を押さえ込んでいた手から力が抜けていることに気がつき、亨は自由になった上半身をのろのろと捻ひねった。

　秋守は疲れ切った顔で目を閉じていた。しばらく様子を窺うかがったが、じっと動かない。

（意識を失った……？）

　ぐったりと動かなくなった秋守の肩を、おそるおそる押してみる。やはりぴくりともしない。あまりに微動だにしないので、ちょっと怖くなる。亨は秋守の顔に顔を寄せ、息を確かめた。

（よかった……ちゃんと呼吸している）

　呼吸は規則正しかった。正常な呼吸音を耳に、どうやら眠りに落ちたようだと覚さとる。ずっと食事も摂とらず、眠りも浅かったのだとしたら、体力の限界が来たのかもしれない。

　心臓発作とか、そういった類たぐいの危険な状態ではないことに安あん堵どした亨は、這うようにして、秋守の下から抜け出した。支えを失った秋守が、ずるずるとシーツに突つっ伏ぷす。

　俯せの体勢で眠り続ける秋守を横目に、とりあえず、捲まくれ上あがっていたカットソーを引き下げ、膝で溜たまっていたジーンズを腰まで引き上げた。濡れた部分が気持ち悪かったけれど仕方がない。かすかに震える手でファスナーを上げ、どうにかボタンをとめる。脚あしが動かせるようになったので、ベッドを下おりて床に立った。

　次にどうすべきかを一瞬悩んでから、ちらりと秋守を見やり、その体にブランケットを掛ける。そうやって、当面やるべきことを済ませてしまうと、この先自分が何をすればいいのかがわからなくなった。

　酒さけ瓶びんが散乱する荒すさんだ室内に佇たたずみ、頭をなんとか整理しようと試みる。けれど、衝撃の余波で麻ま痺ひしたままの思考は、靄もやがかかったみたいにぼんやりしていて、まともな働きをしなかった。心臓ばかりがドクドクと早はや鐘がねを打っている。

　一分ほど立ち尽くしたあとで、動きの鈍にぶい頭に見切りをつけ、亨はぼそっとひとりごちた。

「……ここから出なきゃ」

　考えるのはあとだ。とにかく秋守が眠っている間に、ここから出なくては。

　なぜなのか、理由がはっきりしていたわけではないけれど、秋守が目を覚ました時に、自分がここにいるのはまずい気がした。

　そうと決まれば、一刻も早いほうがいい。

　焦しょう燥そうに背中を押され、戸口に向かって歩き出そうとしてすぐに、脚に力が入らないことに気がついた。

　脚がぶるぶると震えて、上う手まく歩けない。腰が抜けたような状態だった。

「くそ……」

　仕方なく、四つん這いで壁際まで行き、そこからは壁を伝って寝室を出た。

　よろよろと覚おぼ束つかない足取りで主室を抜け、さらに前室を抜けて漸く廊下に出る。

　後ろ手にバタンとドアを閉めた瞬間、覚えず口から深いため息が零こぼれた。

「ふぅ……」

　とりあえず、秋守の部屋から出たことで気が抜けそうな自分を叱しっ咤たし、一歩を踏み出す。廊下をよたよたと進んでほどなく、吹き抜けの大階段が見えてきた。

　美しい装飾が施された手すりに摑まり、深しん紅くの絨じゅう毯たんが敷き詰められた階段を下り始める。できれば駆け下りたい衝動をぐっと堪え、一段ずつ慎重に下りた。

（あと少し）

　亨が階下に到着するかしないかの頃合いで、物陰から音もなく、すっと人影が現れる。

「………っ」

　予期せぬ人影に驚き、びくっと肩が震えた。

「あ………」

　丈たけの長い黒い上着にぴったりと撫でつけられた頭髪。人影は山やま本もとだった。

「失礼致いたしました」

　亨の狼ろう狽ばいを覚ってか、神妙に一礼した山本が、静かに顔を上げる。

「秋守様は、どのようなご様子でしたでしょうか？」

　その口ぶりから、亨を部屋に入れたあともずっと、階下で気を揉んでいたのであろうことが窺えた。主人の許きょ諾だくを得ずに客を通すことは、本来はしてはならないのだろう。

　答えを待つ山本にじっと見つめられ、亨は背中にじんわり汗を搔いた。

　なんと答えればいいのか。

　もちろん、本当のことは言えない。

　たった今、あの部屋で起きた──亨自身でさえまだ受け止めかねている出来事を、秋守の忠実な僕しもべに打ち明けることなど、絶対にできなかった。

　数秒間沈黙したあとで、亨は乾いた喉を開き、かすれた声を発した。

「……ね、眠っています」

　とたん、山本がほっとしたような表情を浮かべた。

「左様でございますか。それはよろしゅうございました。このところずっとお眠りになられていらっしゃらなかったご様子でしたので」

　嚙み締めるようにつぶやいてから、かすかに微笑ほほえむ。

「やはり、お友達のお顔を見て、少し気持ちが安らがれたのでしょうか」

「…………」

　どうリアクションしていいかわからず、亨が黙っていると、続けて問われた。

「お話はできましたでしょうか？」

「あ……はい……少しだけですけど」

　どういった話をしたのかを訊きかれるかと思ったが、幸いにも山本はそれ以上は立ち入ってこなかった。

「お元気になられるまでは今しばらくの時間が必要だとは思いますが、日ひ鷹だか様のおかげで、最悪の状態は脱したような気がいたします。心より感謝いたします。本日は秋守様をご訪問くださいまして、ありがとうございました」

　深々とこうべを垂たれられ、亨も頭を下げた。

「こちらこそ、部屋に入れてくださってありがとうございました」

「もしよろしければ、また訪たずねていらしてください。秋守様も喜ばれると思いますので」

「……はい。今日は夜分遅くにすみませんでした。失礼します」

　もう一度ぺこりと頭を下げ、亨は士し堂どう邸ていを辞じした。

　山本が外門まで見送ってくれたので、彼の視線を感じている間は気が張っていたのだと思う。だが、夜の道をしばらく行って背後を振り返り、山本の姿が視界から消えたのを確認した瞬間、駄目になった。

「……っ……」

　胃のあたりから急激に吐き気がこみ上げてきて、両手で口を押さえた亨は、小走りに道の端はしへと駆け寄った。

「うっ、げっ……げぇっ」

　身を折り、壁に手をついて、二度、三度と、全身を激しく痙けい攣れんさせる。胃の中のものをすべて吐き出してから、天を仰あおいだ。

「はぁ……はぁ」

　月が涙で歪ゆがんで見えた。

　吐いて、胃はすっきりしたけれど、入れ替わるように頭が痛みだす。まるで悪酔いしたみたいにガンガンと響き、そのうちにゾクゾクと寒気が襲ってきた。

　おこりのような震えが全身を走り、もはや立っていられず、亨はその場にずるずると蹲うずくまった。

　自分の体を抱き締めて、「……なんでだよ？」とつぶやく。

（どうして？）

　どうして……こんなことになってしまったんだろう。










　一時的なパニック症状が収まるのを待って、駐車場まで行き、バンに乗り込む。

　かろうじてバンを運転して自宅に戻るやいなや、亨は衣服を脱ぎ捨て、浴室に入った。まずはシャワーで自分と秋守の欲望の残ざん滓しを洗い流す。

　シャワーソープを泡立てて、念入りに体を洗ってから、湯船に浸つかった。

　首まで湯に沈しずみ、ぼーっと天てん井じょうを見上げていると、昏くらい密室で起きた悪夢のような出来事が、次々とフラッシュバックしてくる。

　乱れた髪、窪くぼんだ眼がん窩かとこけた頰ほお、焦点の合わない半開きの眼、そして無精髭……酒の匂においをぷんぷんさせ、憔しょう悴すいしきった秋守の姿。

　反応がないことに苛いら立だち、肩を摑んで強く揺さぶった直後からの変へん貌ぼう。

　ギラギラと底光りし、狂気を孕んだ眼光。抗いを許さない強い力。獣のような荒い息づかい。

　秋守は正気じゃなかった。

　自分を組み敷くその目は、自分を見ているようで、見ていなかった。

　──ケイト

　──俺が……殺した。

　あの時、苦しげな独白を聴いた瞬間、体が動かなくなった。重なり合った体から、秋守の深い悲しみが流れ込んでくるようで……。

　やがて覆い被さってきた、熱い感触。熱っぽい唇──。

　不意に、秋守の唇の感触が生々しく蘇よみがえってきて、亨は湯の中でぶるっと体を震わせた。

（秋守の舌が……口の中で）

　口の中で蠢うごめくリアルな舌の感触に引きずられるように、親友の口腔内に包み込まれた際の衝撃と、その後の抗あらがい難がたい快感をも思い出す。

　あんなことが、自分と秋守の間に起こったなんて、俄にわかには信じられないけれど。

　自分は、秋守の口の中で果てたのだ。

　あたたかい粘膜で締め付けられ、舌先で先端をつつかれ、裏筋の敏感な部分をざらりと舐め上げられて……。

　──で、出るっ……出ちゃ……っ。

　──……っ……ッ。

　──あ……あ……。

　そして、自分が吐き出したそれを、秋守は呑んだ。

　ゴクリと体液を呑み下す秋守の映像が脳のう裏りに還かえった刹せつ那な、顔がカッと熱を持ち、亨はあわてて湯を両手ですくった。バシャッと顔にかける。

「…………」

　幾筋かの湯が顔を流れ落ちるに任せ、ぼんやりと浴室の壁を見つめた。

　逃げるべきだったのかもしれない。

　おそらく、本気で抵抗すれば、逃げることだってできただろう。いくら秋守の力が強くったって、男同士だ。死ぬ気で抗えば、秋守を撥はね除のけることはできたはずだ。

　でも……できなかった。

　震える手で、縋るみたいに自分を搔き抱いだいてくる秋守を、どうしても突き放すことはできなかった。

　できることなら、秋守の悲しみを受け止めたかった。顔を見て、話をして、一緒に秋守の苦しみを共有したかった。傷心の友を慰なぐさめたかったのだ。

（だけど……）

　それがこんなことになってしまうなんて……。

　胸がぎゅっと締め付けられて、鼻の奥がつーんと痛くなる。今にも胸の奥から何かが溢あふれてきそうで、亨はもう一度、湯をざばっと顔にかけた。手のひらでごしごし顔を擦る。

　あんなふうにされて、もちろんすごくショックだったけれど、一概に秋守を責める気にはなれない。あの時、秋守は正気じゃなかった。恋人の死で酷ひどいダメージを受けていて、自分のことを、その恋人だと思い込んでいたのだ。

　だから、秋守を恨んだり、憎んだりする気持ちはない。

　ただ、自分の身に降って湧いたこの非常事態を、どう受け止めればいいのか。どう対処すればいいのか。こうして自宅に戻ってきて、ひとりになってもまだ、わからなかった。

　とりあえず、あの部屋から──秋守から逃げてきてしまったけれど。

　いまだにショック状態から脱し切れず、頭の中は、衝撃と戸と惑まどいと悔かい恨こんと不安とがない交ぜになって、ごちゃごちゃと入り乱れている。

　中でも一番の懸け念ねんは──これからのこと。

　これから先、秋守に対してどんな態度を取ればいいんだろう。

　不慮の事故のようなものとはいえ、あんなふうに体を重ねてしまった以上……秋守と今後どうつきあっていけばいいのか。

「……わかんねーよ」

　途方に暮れた声が零れ落ちる。惑う心と混乱した頭を持て余し、亨はぶくぶくと湯の中に沈んだ。










「亨さん」

「…………」

「亨さん？」

　背後からのマリの呼びかけに、亨は物思いを破られた。

　店が終わったあと、いつものように『HIDAKAヒダカ』の店内で補充商品をチェックしていたのだが、棚を見て回りながら、いつの間にかぼんやりしてしまっていたらしい。

「あ、……ああ、ごめん……何？」

　振り返って訊き返すと、マリが「明日なんですけど、焼き菓子の仕込みはどれくらいになりそうですか？」と尋たずねてきた。

「ああ……今、数えるから待って」

　焼き菓子の置いてある棚をチェックして、亨は賞味期限が近づいているものをいくつか間引いた。その上で、補充に必要な数量を割り出す。

「ダコワーズが二十とマドレーヌが十五、マカロンのヴァニーユ、フランボワーズ、ショコラが各三十ずつ、カラメル、ピスターシュ、シトロン、ローズが各二十ずつ」

　メモに書き留めていたマリが、「了解です」とつぶやいてから、顔を上げた。そのまま大きな目で見つめてくるので、まだ何か質問があるのかと思い、待っていたが何も言わない。

　仕方なく亨は「何か質問か？」と促うながした。するとマリが思い切ったように口を開く。

「亨さん、もしかしてどこか具合でも悪いとか……？」

「え？」

「なんか今日、一日元気なかったんで」

　心当たりがありすぎて、ドキッとした。

「……そうかな」

「はい」

　マリがこくっとうなずく。

「このところしばらく落ち着かない感じで、何か気がかりなことでもあるのかなって思っていたんですけど、今日は特に顔色も悪かったので気になって……」

　心配そうな顔でふたたびじっと見つめられ、亨はつぶらな瞳から微妙に視線を逸そらした。

　昨日は、あれこれと考えてしまい、結局朝まで一いっ睡すいもできなかった。顔色が悪いのはそのせいだろう。

「私だけがそう思ってるのかなと思ったら、敦あつ志しくんも『亨さんが元気ない』って心配していたんで、やっぱりそうなんだって思って」

「敦志も？」

「はい、今日一日、心ここにあらずって感じだったって」

「そっか……」

　目立った失敗はしなかったし、自分では極力表に出さないようにしていたつもりだったけれど、やはり一緒に仕事をしている仲間には隠かくし果おおせなかったようだ。

「心配かけてごめん」

　己おのれの未み熟じゅくさを反省しつつ、亨は素直に謝った。狭せまい人間関係の中で、何も問題はないとしらを切り続けるのも限界がある。すべてを明かさないまでも、ある程度は言ってしまったほうがいいような気がした。

「ちょっと心配事があって……このところそれが頭から離れなかったんだ。でも、たぶん近々解決すると思うから」

「そうですか」

　マリが神妙な面おも持もちでうなずく。

「クリスマスケーキの件も、止まっちゃっててすまない。もう少し時間はかかると思うけど、来週にはなんとか形にしたいと思ってるから」

「はい」

「本当に迷惑かけちゃってごめん」

　頭を下げると、マリが首を左右に振った。

「気にしないでください。誰だって万全の体調でいられない時はあると思うし。でもそんな時のためのスタッフですから。クリスマスに関しては、私と敦志くんで、できるだけフォローはします」

「助かる」

「任まかせてください」

　いつかと同じように、マリがどんっと胸を拳こぶしで叩たたく。

「サンキュー」

　亨は小さく笑った。

　マリが「じゃあ、お先に失礼します。お疲れ様でした」と言って控え室へ向かう。

　その後ろ姿を見送っていた亨は、マリの姿が視界から消えるのを待って、ふぅ…とため息を吐ついた。

　これ以上心配をかけたくなくて、近々解決するなんて言ってしまったけれど、本当はまだ全然、昨日のショックから立ち直れていない。

　マリや敦志の指摘どおり、今日は勤務時間中、上うわの空そらだった。目の前の作業を機械的にこなしながらも、気がつくと、頭では秋守のことを考えていて……。

　ふとした瞬間に、秋守の唇の感触や口での愛撫を思い出してしまい、作業の手が止まってしまうこともたびたびで……上気した顔をマリたちに見とがめられないかと内心でハラハラした。

　今のところ、秋守からの連絡はない。だから、その後目を覚ました秋守がどうなったかはわからないままだ。昨夜ゆうべ自分が訪ねていったことを、覚えているかどうかもわからない。

　昨日の夜、秋守は錯乱の極みにあった。大量のアルコール摂取に睡眠不足が重なり、まともな精神状態じゃなかった。

　あの様子じゃ寝室で起きた出来事を覚えていない確率は高いんじゃないだろうか。昨日の夜の秋守の尋じん常じょうでない行動を思い返すにつれ、そう思えてくる。

　たとえ記憶が残っていたとしても、夢かうつつかの判断はつかないはずだ。

　自分さえ言わなければ、秋守には、寝室の中で起こった真実を知る術すべはない。

　つまり──自分さえあの夜のことを忘れて、普通にしていれば、この先も今までどおりでいられる。友達でいられる。仲間として普通につきあっていける──ということだ。

「……そうだ。何も無かったことにしてしまえばいいんだ」

　昨夜からの暗中模索に一条の光を見み出いだした亨は、自分に言い聞かせるように小さくつぶやいた。










　あの夜の出来事は無かったことにして忘れる。

　そう決めたのに、心はいっこうに晴れず、相変わらず頭から秋守のことが離れない。

　その後、秋守がどうしているのか。

　自分が会った時は、おそらく心身共にどん底で、最低最悪な状態だったのだと思うが、あれから睡眠を摂って少しは持ち直したのか。それとも……まだ酒さけ浸びたりなのか。

　すごく気にかかったけれど、かといって、あんなことがあったあとで、こちらから連絡を入れる勇気は持てなかった。

　閉店後にひとり厨ちゅう房ぼうに残り、スケッチブックを広げて、ラフスケッチを描いては消す試行錯誤を繰くり返かえしたが、結局、これといったクリスマスケーキのアイディアも浮かばず……。

　そのうち集中力が途切れ、だんだんと頭が朦もう朧ろうとしてきたので、明日に備そなえて早く寝たほうがいいと判断した亨は、残業を切り上げて自宅に戻った。

　依然、胸の中に雨雲のようなもやもやを抱かかえたまま、冷蔵庫の中の食材で肉にく野や菜さい炒いためと味み噌そ汁しるを作って夕食を済ます。食欲はなかったが、食べないと明日一日保たないと思ったから、無理矢理に胃に押し込んだ。

（これ以上は、マリたちに心配かけられないもんな）

　食後は風呂に入った。

　風呂から出たあと、床に胡座あぐらをかき、濡れた髪をタオルで拭ふきながら、見るともなしに、ぼんやりとテレビ画面を眺めていた時だった。

　床置きの充電器に差し込んであった携帯が、ヴーヴーと鳴り始める。亨は「よいしょっ」と手を伸ばし、携帯を摑んだ。

　何気なくフリップを開き、ディスプレイ画面に視線を落とした瞬間、声をあげる。

「秋守!?」

　昨日からずっと頭の中を独占している男の名前を認めるのと同時に、心臓が早鐘を打ち始めた。携帯を持つ手が震え、汗ばんでくる。

　亨はブルブルと震え続けている携帯を、しばらくじっと凝ぎょう視しした。

　秋守の声を聴いて安心したい気持ちと、あんなことがあったあとで会話を交わすことへの気き後おくれとが胸中でせめぎ合う。

　果たして、秋守はこの前のことを覚えているのか？

　わからないけれど……とにかくひとつだけ確かなのは、電話を自分からかけてくるまでには立ち直っているということだ。

　ごくりと唾を呑み込んでから、亨は思い切って通話ボタンを押した。

　耳に携帯を当てると、『もしもし、亨？』と、滑なめらかな低音が耳許で囁ささやく。

　第一声を耳にして、思っていたより声こわ音ねがしっかりしていることにひとまず安心した。少なくとも、廃人同然だった昨日の夜よりは全然人間らしい声だ。

「あ……秋守？」

　喉の奥から声を絞しぼり出だしつつ、携帯を持っていないほうの手をぎゅっと握にぎり締しめる。何をどう切り出せばいいのか迷い、一瞬沈黙を置いたのちに、亨はおずおずと言った。

「その……おまえ……大丈夫か？」

『ああ、ずっと連絡もできなくて、心配かけてすまなかった。……少しずつだが、漸く気持ちが整理されてきて、今日になってやっとおまえにも連絡できるようになった』

　言葉だけでなく、その口調からも、本来の秋守らしい落ち着きを感じ取り、亨は安堵の息を吐いた。

「そっか……よかった」

　心からの声が零れる。

　本当によかった。あのまま秋守がおかしくなってしまったら、どうしようかと思った。

　昨夜見た秋守の変わり果てた姿を思い出し、苦しみを乗り越えたらしい友にほっと胸を撫で下ろしていると、『亨……』と話しかけられる。

『昨日の夜だが……』

　昨日の夜──という単語にドクンッと大きく心臓が跳はね、首の後ろがカッと熱くなる。

『うちを訪ねてきてくれたんだよな？』

　探るような口調に、亨はぴくっと肩を揺らした。

『すまない……記憶が曖あい昧まいなんだが、山本に、昨夜おまえが訪ねてきてくれたと聞いて……』

（覚えていないんだ）

　胸の中で息を呑む。

　予測は当たっていた。秋守は、あのことを覚えていない──。

『それで……その時だが』

　酷く言いづらそうに、秋守が切り出してきた。

『俺は……』

　そこで、いったん言葉を切る。数秒間、重苦しい沈黙が流れ、ふたたび秋守が口を開いた。

『おまえに……』

　言いい淀よどみながらも、重々しい口調で何かを言いかける秋守を、亨はあわてて遮さえぎった。

「あの時のおまえ、ひっどい有様だったぞ？　王子様の面影はいずこ、無精髭だわ、酒の匂いはぷんぷんしてるわ、そこいらの浮浪者と見み紛まごうばかりでさ。あんな姿、マリが見たら卒倒するぜ？」

　内面の動揺を押し隠し、わざと明るい声を出す。

『…………』

　軽く受け流された秋守が黙り込んだ。

　何かを言いたげな様子には気がつかない振りをして、亨は言葉を継ついだ。

「いろいろ大変だったよな。でも、少し落ち着いたみたいでよかった。大したことはできないけど、俺で力になれることがあったら、なんでも言ってくれ」

『……ありがとう』

「まだ当面は難しいだろうけどさ。もう少しして気持ちに余裕ができたら、また家族礼れい拝はいにも顔を出せよ。みんな待ってるから」

『……ああ』

「パパも心配してたぞ。連絡して声聞かせてやれよ」

『ああ、そうする』

　まだ秋守が話したがっている気配を感じたが、亨は「じゃあな」と会話を切り上げた。

　話し続けるのが怖かった。

　さっきはなんとか躱かわしたけれど、これ以上昨日の夜の件を追及されたら、きっと誤魔化しきれない。

「また連絡くれよな？　メールでもいいからさ」

『わかった。昨日はありがとう』

「おー、んじゃ、おやすみ」

『おやすみ』

　通話終了のボタンを押すなり、亨は「はー……」と息を吐いた。

　心臓がまだドクドクと激しく動どう悸きを打っている。

「うわ……びっしょり」

　汗で濡れた手のひらを見つめて顔をしかめた。

「……やべぇよ」

　今の会話から察するに、どうやら秋守は、はっきりとした記憶はないまでも、何かがあったんじゃないかと疑いを持っているようだ。

（こんなんで大丈夫か？　俺……）

　電話でこれじゃあ、いざ顔を合わせた時に上手くしらばっくれられるかどうか、すごく怪しい。

「……自信ねーよ」

　先行きに激しく不安を感じて、亨はぐったりと膝の間に顔を埋めた。
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　二日前の電話では、「家族礼れい拝はいにも顔を出せ」と言ったけれど、本当は、秋あき守もりと顔を合わせて自然に振る舞える自信がない。

　もう何もなかった頃みたいにフラットには、つきあえないのかもしれない。

　このまま……秋守に言えない秘密を抱かかえたまま秋守が士し堂どう物産を継ついだら──仲間内で集まることもなくなって、だんだんと俺たちも疎そ遠えんになっていくんだろうか。

　そうして、いつしか自然消滅？

　自分で導き出した結論にツキッと胸が痛む。

（それでいいのか？）

　嘘をついたままで？

　でも、本当のことを言ったら、真ま面じ目めな秋守のことだ。きっと自分を責めて苦しむだろう……。もちろん、あれは秋守の意志とは別の、不慮の事故みたいなものだけれど、それでも。

　ただでさえ、恋人を失って辛つらい思いをしているのに、そんな追い打ちをかけるような真ま似ねはできない。

（そんな酷ひどいこと、できねーよ）

「──ということで間違いはないか？　亨とおる？」

「え？」

　眼鏡めがねのレンズ越しに梗きょう一いちの切れ長の双そう眸ぼうと目が合い、亨は両目を瞬しばたたかせた。

「あ………」

　自分以外のその場の全員──梗一、伊い吹ぶき、彼方かなた──の視線が集まっていることに気がつき、焦あせる。

（そうだ。打ち合わせ中だったっけ）

　やばい。最近すぐ意識がよそにいってしまう。

　亨はソファで居住まいを正した。

　見慣れた『聖せいヨセフ・美み国くに教会』牧ぼく師し館かんの居間。伊吹は暖だん炉ろの前に立ち、梗一は肘ひじ掛かけ椅い子すに、彼方は亨と同じソファの端はしに、それぞれ腰を下ろしている。

　昨日、携帯に梗一から連絡があり、ミッションのための招しょう集しゅうがかかった。

　正直なところ、いろいろな意味で肉体的にも精神的にも余裕はなかったが、今回のミッションに関しては乗りかけた船だ。美み沙さのことも気にかかっていたので、終業後に少し残業してから教会に足を運んだ。亨が牧師館に着いた時には、すでに彼方と伊吹が顔を揃そろえていた。

　今回は事情を考慮して、秋守とは連絡を取り合わなかったらしく、その姿がないことに、亨は密ひそかにほっとした。

　まだ、秋守と平然と顔を合わせられるほど、気持ちが整理されていない。

「今、由ゆ利りと彼方に、前回の修道院訪問に至いたるまでの経けい緯いを説明していたところだ。私の説明で抜け落ちている箇か所しょがないかをおまえに確認してもらいたかった」

「ごめん……聞いてなかった」

　小声で謝ると、片かた眉まゆを持ち上げた梗一が、「どうした？　疲れているのか？」と訊きいてきた。

「顔色があまり良くないようだが……」

「あー……ちょっと、ここのところ忙しくって寝不足でさ……ごめん、もう一度言ってもらっていい？」

　仕方がないな、といった表情のあとで、眼鏡を中指でくいっと押し上げた梗一が口を開く。

「依頼人は矢や木ぎ沢さわ宏こう平へい、二十五歳。矢木沢には四つ年下の遠えん藤どう美沙という幼なじみがいた。成長した矢木沢と美沙は好き合うようになったが、ふたりの交際は彼女の父親の大反対に遭あう。父親は不動産業を手広く営いとなむ資産家で、美沙の母親を若くして亡くしており、妻に似た娘を溺でき愛あいしていた。その溺愛ぶりは日増しに悪化し、美しく成長したひとり娘に虫が付くのを恐れるあまり、ついには美沙を奥おく多た摩まの修しゅう道どう院いんに入れてしまった」

　亨はすでに一度聞いていた概がい要ようを、梗一が淡々とした口調で繰くり返かえす。

「横暴な父親により引き裂かれたふたりは、お互いに連絡も取れず、音信不通の状態が三年間続いていたが、矢木沢は美沙をどうしても忘れられなかった。そんな折、会社から海外赴任の辞じ令れいがくだった。次に日本に戻って来られるのはいつになるかわからない。できれば彼女の気持ちを確かめ、まだ自分を想ってくれているのならば、海外赴任に連れて行きたいと矢木沢は考えた」

「三年間声すら聞いてないのにそこまで想い続けられるなんて、いまどきめずらしい純愛だね」

　彼方がやや皮肉げな面おも持もちで感想を述のべる。

「事実、矢木沢はうちの礼拝によく顔を出すが、昨今の若者にしては希け有うなほどに、真面目で真しん摯しな好青年だ」

　ミッションには私情を挟はさまない梗一がめずらしく依頼人を誉ほめ、さらに言葉を継いだ。

「矢木沢の話によれば、この三年の間に何度も手紙を送ったが返信はなく、電話も取り次いでもらえなかったそうだ。思おもい余あまって修道院に押しかけたこともあったが、ガードは堅く、門前払いされたらしい。どうやら美沙の父親が、聖マリアンヌ女子修道院に多額の寄付をしているようだ」

「つまり、そこの院長が修道院の利益のために父親と手を結び、その娘に対する外部からのコンタクトを一切拒絶しているということか」

　伊吹の台詞セリフを引き取り、彼方が「軟禁状態ってこと？」とつぶやく。

「言ってみればそういうことだ。院長に会ったが、見るからにやり手という印象だった」

　院長の威い圧あつ的てきな風ふう貌ぼうを思い出したのか、ふんと鼻を鳴らす梗一に、彼方が重ねて尋たずねる。

「それで、その依頼者は万ばん策さく尽つき果はててパパに相談したってわけ？」

「ミッションに先立ち、まずは美沙本人に直接会い、まだ矢木沢宏平を想う気持ちがあるのか、仮にあったとして、父親と縁を切ってまでも矢木沢についていくつもりがあるのか、意志を確かめるのが第一優先──ということで、先日、私と主しゅ教きょうと亨の三名で聖マリアンヌ女子修道院へ赴おもむき、交流会の名目で修道院内に入った。その結果、遠藤美沙に、依頼人・矢木沢宏平からの手紙と、連絡用の携帯電話を渡すことができた。その後、携帯を使って矢木沢と美沙は連絡を取り合い、三年のブランクを経へてもお互いを想う気持ちに変わりがないことを確認し合ったようだ。──亨、ここまでで補足はないか？」

　確認を求められ、亨はうなずいた。

「あ、うん、大丈夫」

　同意を得た梗一が話を続ける。

「そういった状況の中、矢木沢は、ふたりの交際を認めてもらおうと、美沙の父親にコンタクトを試みたが、おおかたの予想に違たがわず、けんもほろろに拒絶されたそうだ」

「やっぱ駄だ目めだったんだ」

　亨はひとりごちた。

　パパが、駆け落ち以外の方法はないのか、今一度探ってみるように求めているという話だったが、これで他の道は絶たたれたことになる。

「美沙の父親と矢木沢の父親──こちらは故人だが──が旧知の仲で、生前かなり折り合いが悪かったらしい。娘かわいさもあるが、相手が矢木沢であることが、父親にとってはとりわけ許ゆるし難がたいようだ」

「要はロミジュリってわけか」

　彼方のつぶやきを肯こう定ていするように梗一がうなずく。

「従したがって、我々のミッションは、ふたりの駆け落ちの幇ほう助じょということになる」

「対象者も駆け落ちには同意してるのか？」

　伊吹の質問に、梗一が「納得したようだ」と言った。

「相当に悩んだらしいが、この機会を逃のがせば、矢木沢と一緒になれる可能性はほぼ消滅する。苦く渋じゅうの選択とはいえ、美沙としては、自分を修道院に入れて軟禁も同然の生活を強しいてきた父親に対する不信感もあるのじゃないか」

　美沙の心理状態を代弁する梗一の言葉に、その場の全員が納得したような表情を浮かべる。

　親の時代の遺い恨こんが原因かどうかは知らないが、本人の意志を無視して年頃の娘を修道院に入れてしまうような横暴な父親には、同情の余地はあまりないだろう。

「で、具体的な話、修道院に忍び込んでその子を連れ出すのが今回のミッション？」

　彼方の問いかけに「そうだ」と答えた梗一が、亨のほうを見た。

「矢木沢の海外赴任が差し迫っていることもあり、ミッションの実行も早ければ早いほうがいい、ということになりそうだ。亨は一度修道院に入って内部の構造を把は握あくしているので、できれば今回も実行部隊に加わって欲しい。忙しいようだが、大丈夫か？」

　ちょっと考えた。これが十二月となれば、本当に繁はん忙ぼう期きで身動きが取れなくなるが、今ならまだなんとかなる。

「夜ならなんとか……」

「わかった。由利と彼方は？」

「同じく夜ならば」

　伊吹が低音を落とし、彼方は「俺はここしばらくは空あいてるから平気」と言った。

「そういえば、秋守の様子はどうだ？」

　突然梗一に振られ、亨は口ごもる。

「あ……うん……」

　もちろん、仲間といえども「あの夜の出来事」は話せない。

　どう答えようかと迷いつつ、落ち着きなく視線を彷徨さまよわせた際に、こちらをじっと見ている彼方と目が合う。

「………っ」

　ピクッと肩かたを揺ゆらし、とっさに視線を逸そらしてしまった。

（やば……今の……わざとらしかった）

　腹の中で顔をしかめたがいまさら遅い。

「連絡は取れたか？」

　質問者の梗一のほうにぎくしゃくと顔を向けて、亨は小さくうなずいた。

「なかなか連絡が取れないから三日前に自宅を訪たずねて……その時は眠っていたから話はできなかったんだけど」

　乾いた唇くちびるを舐なめながら、かすれた声を紡つむぐ。

「……一昨日おととい、向こうから連絡があって……」

「どんな感じだ？」

「だいぶ気持ちの整理がついて落ち着いてきたと本人は言ってた。……でも、完全に立ち直るにはまだ時間がかかると思う」

「そうか。まぁ、ことがことだからな」

　梗一が眉をひそめ、眼鏡のブリッジを中指で押さえた。

「今回は秋守は戦力外として、実行部隊は三人と考えたほうがいいようだ」

　低い声で告げると、三人のメンバーの顔を見回す。

「矢木沢とも話し合い、近々計画を煮詰めるつもりだ。おまえたちには、実行日が決まった時点で個々に連絡を入れる」

「了解」

　三人が応じ、ミーティングはお開きとなった。










　次のミッションは秋守抜き、か。

　まぁ……状況的に、それも仕方がないけれど。

　でもなんとなく、これを機に秋守が仲間内から離脱していくような嫌な予感がして……。

　解散後、居間から出た亨は、使い込まれた廊下に視線を落とした。

　子供の頃、五人で駆け回った廊下。掃除の行き届いた板間には、目立つ傷がいくつかあるが、そのどの傷にも幼い頃の思い出が刻きざみ込こまれている。

　牧師館の物置や屋根裏部屋を使って隠れんぼをしたり、パパに隠れて廊下で駆けっこをしたり、時にはとっくみあいの喧けん嘩かをしたりと……あの頃は毎日、それこそ子犬みたいにじゃれ合っていたっけ。

　五人のうちの誰かが離れていく日が来るなんて、思いもしなかった。

　十四の時に秋守が黒い車で教会を立ち去るまでは──。

　二年前、その秋守がロンドンから戻ってきて、今度こそ、ずっと一緒だと思っていたのに……。

　ジーンズのポケットに両手を突っ込み、ふっと息を吐いた亨は、やがて顔を上げ、頭を左右に振った。

　駄目だ。ここのところどうも思考がナーバスに偏かたよりがちでいけない。その上、気き鬱うつが顔に出てしまっているらしく、周まわりに心配をかけてしまう。

（チビどもの顔でも見ていくかな）

　無邪気な子供たちの顔でも見れば、停てい滞たい気味のバイオリズムも少しは浮上するかもしれない。

　ポケットから両手を引き抜いて姿勢を正し、牧師館の裏手にある別べつ棟むねの『美国ハウス』へ向かいかけている途中だった。背後から「亨」と呼び止められる。

　振り返った亨は、廊下のすぐ後ろに黒ずくめの痩そう身しんを認めた。

「……彼方」

「ちょっといい？」

　くいっと顎あごをしゃくった彼方が、亨の返事を待たずに歩き出した。

「って、いきなりなんだよ？」

　文句を言ったが振り返らないので、仕方なく、亨もそのあとを追う。

　廊下の一メートルほど先を歩いていた彼方が、物置部屋の前で足を止めた。ガチャッとドアを開き、ちらりと横目で亨を一いち瞥べつしてから、中へ入っていく。

（俺にも中に入れってか？）

　先程の居間での、探るようだった彼方の眼まな差ざしを思い出す。

　きっと、秋守がらみだよな。さっきの自分の目の逸らし方は、我ながら不自然だった……。

　心当たりにずーんと気が重くなる。

　ふたりきりになるのは気が進まなかったけれど、ここまできていまさら逃げるわけにもいかず、亨は渋々と彼方に続いて部屋の中に入った。

　彼方が壁際のスイッチに触ふれて、パチッと天てん井じょうの照明を点つける。

　物置部屋は明かりを点けても薄暗く、窓がないせいか、微妙に埃ほこりっぽい。ドアノブに手をかけたまま、ドアを閉めるべきか否いなかを迷っていると、彼方が「閉めて」と命じてきた。有無を言わせぬ口調に眉をひそめた亨は、それでも命令どおりにドアを閉める。

　身を返し、やや上うわ目め遣づかいに、部屋の真ん中に立つ彼方をすくい見た。

「……何？　内緒の話かよ？」

「秋守となんかあったの？」

　いきなり核心を突かれ、その件を追求されることはある程度予測はしていたものの、ドキッと心臓が跳はねた。

「なんかって……？」

　しらばっくれようとしたが、彼方は誤魔化されてくれなかった。

「秋守の話題が出た時、様子が変だった」

（………う）

　しかし、図星だからといって認めるわけにはいかない。

　秋守との間にあったことを、彼方に話すわけにはいかなかった。

「そうか？　別に何もないけど？」

　極力無表情を装い、嘯うそぶく。

「さっき話したので全部。会いにいったら寝てて、その次の日向こうから電話があった。それだけ」

　正面から浴びせられる、こちらの真意を探るような彼方の視線に耐えながら、亨は一気に言い切った。

　ちょっと棒読みっぽかったかな、と内心で顔をしかめた時、彼方がふっと片かた頰ほおで笑う。

「亨……嘘つくの下へ手ただよね」

「どういう意味だよ？」

　むっとして聞き返すと、肩を竦すくめた。

「昔っから、何かショックを受けることとかあると、正直にぜーんぶ顔に出ちゃう。今日だって、部屋に入ってきた時からわかった。何かあったなって。そうしたら、秋守の話題が出たとたん、挙動不審になったから」

「………！」

　確かに、子供時代の嘘はことごとくパパに見破られてはいたが、そろそろ三十に近くなった今でも、そこまでダダ漏もれだとは。

　少なからず衝撃を受けたところに追い打ちをかけるように、彼方がずばっと斬り込んでくる。

「秋守の家に行った時になんかあった？」

　鋭い指摘にあやうく声が漏れそうになり、亨はぎゅっと奥歯を嚙かみ締しめた。

「だから、何も無いって！」

　声を荒らげ、必死に狼ろう狽ばいを押し隠す亨の様子を、眦まなじりの吊つり上あがった双眸でじっと見つめていた彼方が、「言いたくないなら別にいいけど」とつぶやく。

「でも、あいつのことで悩むのはやめなよ。あんなやつ、金に目が眩くらんで俺たちを捨てた裏切り者じゃない」

　侮ぶ蔑べつを帯びた冷ややかな物言いに、亨は「彼方！」と厳しい声を出した。

　口が悪いのは彼方の専売特許だし、とりわけ秋守に対して辛しん辣らつなのは今に始まったことではないが、言っていいことと悪いことがある。

「秋守のことを……そんなふうに言うのはよせ」

「だって本当のことだろ？　亨だって忘れた振りしてるけど、本当は覚えているはずだよ。あんなに衰すい弱じゃくするほどショックを受けたんだから、忘れられっこない……あいつに捨てられたこと」

「彼方！」

「あいつはね、俺たちより自分がかわいいんだよ。ああ見えて自己中心的で腹黒いんだ。捨て子だった自分の過去を消し去りたくて十二年間もほっぽらかしてたくせに、日本に帰ってきたとたんに手のひら返して亨に会いにくるなんて、虫がよすぎる。金持ちの道楽でいまさら家族ごっこがしたくなったのかどうかは知らないけど、謝りゃチャラになるなんて甘…」

「彼方!!」

　三み度たび大きな声を出し、亨は一歩前に出た。手を伸ばして彼方の胸むな倉ぐらをぐいっと摑つかみ、低い声を落とす。

「……本気で怒るぞ」

　凄すごまれた彼方が表情を変えた。眉をひそめ、険けんを孕はらんだ昏くらい眼差しでこちらを見み据すえてくる。

「亨、あいつのこと好きなの？」

「えっ……？」

　真顔で思いもよらない問いをぶつけられ、亨は虚きょを衝つかれた。思わず彼方から手が離れる。

　──好き？

　彼方が何を言っているのか、よくわからず、戸と惑まどいつつも口を開いた。

「そ、そりゃ好きに決まってんだろ？　兄弟同然に一緒に育ったんだぞ？　秋守だけじゃない。梗一だって由利だっておまえだって、俺にとっては大切な…」

「そういう意味の好きじゃないよ」

　みなまで口にする前に、苛いら立だった声に遮さえぎられる。

「あいつに恋愛感情があるのかって訊いてんの」

　──恋愛感情？

　ますます意味がわからなくなり、亨は混乱した。

「何わけわかんないこと言ってんだよ？……秋守は男で……」

　言いかけた途中ではっと言葉を途切れさせる。

　その同性である秋守と自分が何をしたかを、不意に思い出したからだ。

　不可抗力とはいえ、秋守の口こう淫いんで精を散らし、秋守もまた、自分の体を使って欲望を……。

　記憶と一緒に蘇よみがえってきた生々しい感触に、こくっと喉のどが鳴る。

「…………」

　もはや狼狽を隠しきれない亨の顔を見据え、探るような視線を注そそいでいた彼方が、おもむろに唇を開いた。

「あんなやつやめて、俺にしなよ」

「彼…方？」

　気がつくと、間近の黒い瞳が仄ほの暗ぐらい光を湛えている。いつもどこか斜に構えているような彼方の、初めて見るような熱を帯びた表情に、亨は息を呑のんだ。

　身長は彼方のほうが少し低いはずなのに、まるで見下ろされているかのような威圧感があった。

「俺のほうがあいつより、亨のこと想っている。あいつが英イギ国リスにいた十二年間も、俺はずっと亨の側そばにいた。あんなやつより絶対亨を大事にする。……こんな悲しい顔、させない」

　熱に浮かされたみたいなかすれ声を紡ぎながら、彼方の顔がゆっくりと近づいてくる。

「かな……」

　冗談でも、からかっているのでもないとわかる、真剣な表情。

「俺にとって、亨は兄弟でも幼なじみでもないよ」

　吐息混じりに囁ささやいた彼方が、唇を唇に押しつけてくる。

　キスをされている──と自覚するまで、数秒のタイムラグがあった。

「…………」

　自覚と同時に、じわじわと両目を見開く。はっと身じろいだ亨は、彼方の胸をどんっと突き飛ばした。

「やめろっ」

　よろめいた彼方が、一、二歩後退したところで踏みとどまる。くいっと顔を上げ、亨を挑いどむような眼差しで射い貫ぬいてきた。

「俺の気持ちは伝えたから、あとは亨が答えを出して」

　低く強い声が言った。










　翌日、梗一から連絡があり、ミッションの実行日は三日後に決まったが、亨はもはやそれどころではなくなっていた。

　秋守のことだけでもいっぱいいっぱいなのに、それこそ予想外の彼方の告白まで加わって、完全にキャパシティオーバーを来きたしてしまった。

　こんな精神状態で、他人の恋の手助けなんて……。

（無理だよ）

　キスされたあと、どんな形で彼方と別れたのかも、記憶がはっきりしない。気がつくと、夜道を自転車で走っていた。

　なんとか事故を起こさずに家まで辿たどり着つけたのはいいけれど、玄関でかろうじて靴くつを脱ぐなり、板間にへたり込んで二十分近く放心してしまった。

　もちろん、その夜は眠れなかった。頭の中を彼方の台詞セリフや表情がぐるぐると回って、睡眠を摂とるどころじゃない。

　睡眠不足に加え、ただでさえ衰おとろえ気味だった食欲も減退し、今朝はついに胃に何も入れずに店に出てきてしまった。

　以前に拒食症になった教訓から、たとえ食欲がなくても、とりあえず何かは口に入れるようにしていたのだが、今け朝さはもう食べたら吐きそうで。

　二十八年間、ほぼ恋愛沙汰とは無縁できたのに、ここにきて降ふって湧わいたみたいにこんな事態に陥おちいるなんて……なんだか俄にわかには信じられない。

　しかも、キスの相手はふたりとも男だ。兄弟同然に育った、かけがえのない仲間。

　彼方のことは、年下であることもあって、血こそ繋つながっていないけれど、本当の弟みたいに思ってきた。

　──俺にとって、亨は兄弟でも幼なじみでもないよ。

　その彼方が、自分をそんなふうに思っていたなんて、二十数年間まったく気がつかなかった。確かに自分に対する独占欲は人一倍強かったけど、それは一番年の近い兄弟への甘えみたいなものだと思っていた。

　自分が鈍にぶいんだろうか。

（いや……普通、『弟』が自分に恋愛感情を持ってるなんて思わないよな）

　──俺の気持ちは伝えたから、あとは亨が答えを出して。

「答え、か……」

　シート状のスポンジ生き地じが焼き上がるのを待ちながら、作業テーブルに頰杖をつき、ぽつっとつぶやく。

　クリスマスケーキのアイディアはまだ固まっていなかったが、いい加減スケッチブックに向かっている場合じゃないと見切りをつけ、亨は店が終わったあとで実作業に入っていた。手を動かしているうちに見えてくるものがあるかもしれないと思ったからだ。

　それに、何かしていないと、気持ちがどんどん滅め入いりそうで……。

　そう思って、とりあえずスポンジを作り始めたのだが、ふと気がつくと手が止まり、ぼんやりと考え込んでいる自分がいる。

「答え……ね」

　告白され、返答を求められた以上、なんらかの答えを出さなければならないことはわかっている。少なくとも彼方のほうは、従来の関係のままでいることを望んでいない。変化を望んだからこそ、想いを告げてきたのだろう。

　自分の心に改めて問うまでもなく、彼方のことは、男同士ということを脇にどけても、恋愛対象としては考えられない。

　口が悪くて気まぐれなところも全部ひっくるめてかわいいし、『弟』として大好きだけど、そんなふうには思えない。

　そこは揺るぎなくはっきりしているけれど、自分の返答いかんによっては、彼方との関係まで駄目になってしまうかもしれないと思うと怖かった。

　ずっと変わらないと信じていたものが、変わってしまう。

（……嫌だ）

　こんなことで、仲間がバラバラになってしまうのは嫌だ。

『家族』を失うのは嫌だ。

　亨は眉み間けんにしわを寄せ、ぎゅっと両手を握にぎり締しめた。

　秋守が離れていくかもしれないと思っただけでも、心がヒリヒリするほど痛いのに、これ以上、大切な『家族』を失うことには耐えられない。

　ピピピッ。

　焼き上がりを知らせるタイマーが鳴り、はっと顔を上げる。立ち上がってオーブンに近づき、扉を開けた。オーブンミットを手に嵌はめ、鉄のプレートを引き出す。

　ふっくらとしたスポンジの出来栄えに満足したが、焼き上がりのいい匂においにも、いつものようには心が弾はずまない。

　あら熱を取るために、焼き上がったスポンジを作業台の上に置いて、亨は絞しぼり出だし袋の準備を始めた。

　袋に口くち金がねを入れ、口金の後ろで袋を二、三回ねじる。口金の中に袋を押し込む作業の合間に、またしても思考が漂ただよい出だした。

　彼方のことは、悩むまでもなく答えは出ている。

　だけど、じゃあ秋守のことは？

　──亨、あいつのこと好きなの？

　彼方の声が耳に還かえってきて、作業の手が止まった。

　あの時──彼方に問われた時、自分は答えられなかった。

　はっきりと否定できなかった。

　彼方と秋守じゃ、どう違うんだ？

　同じように大切な仲間で、幼少時代を共に過ごした幼なじみで。

（どこが、違う？）

　問いかけてもすぐには答えが出ない。ふたりを比べるなんてそんなこと、今までしたことがなかったから、急には回答は出ない。

　頭をふるふるっと振った直後、脳のう裏りにリフレインする声があった。

　──やっぱり……おまえと一緒にいると、なんだかほっとするよ。

　いつか……そうだ。誕生日ケーキの発注をしに店を訪おとずれた時の、秋守の台詞。

　──……おまえは昔から全然変わらないから。

　──覚えているか？　昔はお互いの誕生日は必ずふたり一緒だった。

（秋守）

　愁うれいを帯びた黒い瞳を思い出した刹せつ那な、たまらなく秋守に会いたくなった。

（会いたい）

　今、無む性しょうに秋守の顔が見たい。

　少し前までは、秋守と顔を合わせることが怖かった。

　でも今は、会いたい。

　顔を合わせたからといって、彼方のことは相談できない。この前の夜のことも話せない。

　それでも、とにかく会いたい。顔が見たい。直じかに声が聴きたい。

　一度そう思ってしまうと、もう居ても立ってもいられなくなる。

　切迫した衝動に駆られ、亨は絞り出し袋を作業テーブルの上に置いた。

　秋守が今、どこで何をしているのかわからなかったし、この数日で人と会える状態まで回復しているのかどうかも不明だったけれど、とりあえずシンクで使用済みの器具を洗い、厨ちゅう房ぼうの片付けをする。最後にシート状のスポンジ生地にラップをかけ、腰に巻いたタブリエの紐ひもを解ほどいた。

　厨房の電気を消して控え室へ移る。急せく心のままに手早くユニフォームから私服に着替え、ダウンジャケットを羽は織おり、バックパックのショルダーを左肩に引っかけた。

　裏口へ向かって足早に歩を進めながら、ジーンズの尻ポケットから携帯を引き出す。片手の操作で秋守のナンバーを呼び出して発信し、耳に当てた。

　ツルル…ツルルという呼び出し音を耳に裏口から外に出る。鍵をかけている間、秋守の携帯は繋がらなかった。

（やっぱ繋がらないか）

　仕方がない。一か八かダメモトで、自宅に行ってみるしかないか。

　そう思い、終了ボタンを押した数秒後だった。

　ピルルルルッ。

　出し抜けに手の中の携帯が鳴り出し、びくっと肩が震える。

　亨は反射的に通話ボタンを押して、携帯を耳に持っていった。

「もしもし？」

『もしもし？　亨？』

　鼓こ膜まくに届いた深みのある低音に、束つかの間ま息を止める。

　今、何よりも聴きたいと切望していた声だったからだ。

「秋守!?」

　ほとんど叫ぶように名を呼んでから、勢い込んで尋ねる。

「おまえ、今どこ？」

　その問いに対する返答は、予想外のものだった。

『おまえの店の前だ』

「えぇっ!?」










　息せき切って店の正面まで走る。果たして、店の前の駐車スペースに秋守のポルシェが停とまっていた。

　音もなく静かにドアが開き、中から長身のシルエットが降おり立たつ。

　黒のジャケットに白いシャツ、黒のボトム。ネクタイは締めず、首くび許もとをわずかに緩ゆるめている。

（……秋守）

　石いし畳だたみに佇たたずみ、両目を瞠みはった亨が見守る中、秋守がゆっくりと近づいてきた。

　外灯に照らされ、顔のディテールが明らかになる。

　あの夜以来の顔合わせとなる秋守は、顎一面に浮いていた無ぶ精しょう髭ひげをきれいに剃そり、髪も整ととのえて、以前とほぼ変わらない、こざっぱりとした印象になっていた。

　顔立ちにいまだ若じゃっ干かんやつれた色を残してはいるものの、むしろその陰影によって、常つねより艶つやが増して見えるほどの男ぶりだ。

（よかった……顔色もだいぶ戻っている）

　ほっとすると同時に胸の奥がじわっと熱くなって、何かが溢あふれ出でてしまわないように顎骨を食い締める。

　一メートルほど手前で足を止めた秋守が、黙って亨を見下ろしてきた。漆しっ黒こくの双眸を細め、しばらく無言で亨の顔を見つめてから口を開く。

「都合も聞かずに訪ねてきてすまない。どうしてもおまえと話がしたくて」

　開口一番に謝られ、亨は首を左右に振った。

　確かにアポもなく訪ねてくるなんて、慎重な秋守にしては「らしくない」唐突さ加減だったが、その「理屈抜きで矢も盾たてもたまらない」といった衝動は、亨にも理解できるような気がした。

「俺も……おまえに会いたいと思って、携帯にかけていたところだった」

「さっきは運転中で出られなくて悪かった。でも偶然で驚いたよ。ちょうど、車を停めたらおまえにかけようと思っていたところだったから」

　亨の顔に視線を据えたまま、秋守が言葉を紡ぐ。

「うん……」

　本当にさっきは驚いた。まるで会いたい気持ちが伝わったみたいに、秋守が突然目の前に現れて……夢かと思った。

（まだなんだか実感が湧かない）

　会いたいという願望がいきなり叶かなってしまった亨は、秋守に会って自分がどうするつもりか、何も考えていなかったことに気がついた。

　何か言いたいことがあったような気がするけれど、いざ本人を目の前にすると、言葉が出てこない。

　それきり秋守も何も言わないので、沈黙が横たわる。

「…………」

　向かい合い、黙って秋守の顔を見つめているうちに、亨の視線は覚えずその唇を捉とらえていた。

　この唇が……あの夜……。

　燃えるように熱かった秋守の唇の感触を思い出したとたんに、じわっと顔が熱くなる。その感触が呼び水になったみたいに、もっと赤裸々な記憶が蘇りかけ──あわてて秋守から目を逸らした。

（思い出すな。馬鹿っ）

　それは忘れる約束だろ？

　自分を叱しっ咤たして、亨はくるりと背を向けた。

「こ、こんなところで立ち話もなんだから、裏から中に入ろうぜ」

　告げるやいなや歩き出す。先に立って狭せまい裏道を通り抜けながら、こっそり深呼吸をした。

　向こうはあの夜のはっきりとした記憶がないのだから、不審がられるような態度を取っちゃ駄目だ。

　そう自分に言い聞かせた亨は、辿り着いた裏口の鍵を開けて建物の中に入った。

　廊下を少し歩き、厨房に通じる両開きのドアを押し開ける。壁際に手を伸ばして電気のスイッチを探った。

　パチッと蛍光灯を点けた直後、背後に人の気配を感じて振り返ると、すぐ後ろに秋守が立っていた。

「あ………」

　間近から自分を見下ろしている黒い瞳の奥に、ゆらゆらと揺らめく「熱」のようなものを認めるのと同時に、あの夜の記憶が蘇ってくる。

　抗あらがいを許さなかった強い力。猛たけ々だけしいくちづけ。濡ぬれた吐息。

　今まで自分が知らなかった、秋守の男としての一面。

「………っ」

　脳裏を走そう馬ま燈とうのように駆かけ巡めぐる映像に声を失い、硬直しているうちに、秋守が手を伸ばしてくる。

「……亨」

　かすれた声が名を呼び、頰に手が触れた。刹那、体がびくっと竦み、気がつくと亨は、秋守の手をパシッと振り払っていた。

　秋守が美しい顔を歪ゆがめる。眉間に筋を刻み、苦しそうな声を落とした。

「やっぱりそうなんだな。俺はこの前の夜……おまえを……」

「秋……」

　すぐに否定しなければいけないのに、喉が強こわばって声が出なかった。

「夢なのか現実にあったことなのか、自分では判断がつかなかった。だからおまえに会って、確かめたかった」

「秋守……違う」

　必死に否定の言葉を絞り出したけれど。

「何も言わないでくれ。おまえに嘘はつかせたくない」

　秋守に余計に辛そうな顔をさせただけだった。

（……馬鹿）

　自らの失態に、亨は両手をきつく握り締めた。

　秋守はもう覚さとってしまった。今さらどんなに否定しても……無駄だ。

　あの夜の真実を知られてしまった。

「すまない……」

　秋守が苦しい声を落とし、こうべを垂たれる。

「謝って済むことではないと思うが……本当にすまない」

　苦しんでいる秋守を見るのは身を切られるほどに辛かった。なんとか少しでも秋守の心の負担を減らしたくて、とっさにその肩に触れる。顔を上げるように促うながしてから、亨は敢あえて明るい声を出した。

「大丈夫。気にしてねぇって。あんなの事故みたいなもんじゃん」

　励はげますように肩を叩たたく。

「あの時、おまえはケイトさんのことですごいショックを受けていて正気じゃなかった。現実と妄想の区別がつかなくなっていたんだと思う。だから俺をケイトさんと勘違いして…」

「違う」

　言葉尻を奪うように強く否定され、亨はたじろいだ。

「秋守？」

「確かに正気じゃなかった」

　秋守の黒い瞳が、まっすぐ自分を見つめている。

「だが、おまえをケイトだと思っていたわけじゃない」

「……え？」

　衝撃の告白に耳を疑った。

「ど、どういう意味……だよ？」

「酒に溺おぼれていた間、俺は狂気の狭はざ間まで何度もおまえのことを……」

　──俺、を？

　途切れた言葉の続きを想像して、こくりと喉を鳴らす。

「しかも、それだけじゃない」

　苦しげに眉根を寄せた秋守が、思い切ったように口を開く。

「それ以前からずっと……俺は、おまえに触れたいと思っていた」

　自分を見つめる秋守の切なげな眼差しを、亨は呆ぼう然ぜんと見返した。

　俺に触れたい？

　すぐには意味がはかれず、胸の中で何度も繰くり返かえす。

　触れたい？

　触れたいってどういう……。

　その間にも秋守は、胸の内を切々と紡ぎ続けた。

「いつからなのかはわからない。だが、気がつくと俺は、おまえを友人以上の特別な目で見るようになっていた。離れていた十二年間、おまえのことを一日も忘れたことはなかったが、東とう京きょうに戻って再会してからは、おまえの存在が心の支えになった。おまえが笑っていれば幸せになり、おまえの思いやりのある一言で胸があたたかくなった。おまえが何よりも大事で……大切で……失うのが怖かった。だからこそ、自分の汚れた欲望をおまえに覚られるわけにはいかないと……」

　堰せきを切ったように継がれる言葉に、じわじわと両目を見開く。

「それでも、会いたいという気持ちは抑おさえられなかった。おまえの顔が見たくて、声が聴きたくて……その欲望に負けて、俺は何かと口実を作り、おまえに会いにきていた」

「……あきも…」

「ケイトは……」

　その名前を口にした時、秋守の顔がひときわ苦しげに歪んだ。

「俺の気持ちが自分にないことを薄々察していたのだと思う。だからあの日、俺に黙って日本に来た。直接に会って、俺の気持ちを確かめたかったのかもしれない。なのに俺は……昔のようにおまえと誕生日を一緒に過ごせることに浮き足立って……」

　自分を責める秋守を前に、亨はドクドクと高鳴る心臓の音を聞いていた。
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（秋守が、俺を好き？）

　それをケイトさんは気がついていた？

　だから、秋守に黙って東京に来た？

　そして──その結果の不幸な事故。

　秋守が自我を見失うほど己おのれを責め、酒に溺れたのは、そのせいだったのか。

　頭が激しく混乱して鼓こ動どうが乱れる。全身がカーッと熱くなって体中の毛穴から汗が噴ふき出だし、指先が小刻みに震えた。

　動どう揺ようもあらわな亨とは裏腹に、秋守の表情は、少なくとも表面上は静かだった。長年の心の葛かっ藤とうを吐と露ろしたことで、いっそすっきりと胸の閊つかえが取れたかのように、その黒い瞳は凪ないでいる。

　真摯な表情でこちらを見つめる秋守は、審判を待つ罪人のようだと思った。こちらの出す答えがどんなものであろうとも、受け入れようという覚悟が垣かい間ま見みえる。

（待っている。秋守が待っている）

　自分の出す答えを──。

　まだ頭の中はぐちゃぐちゃだったけれど、どうしても何かを言わなくちゃいけないような気がした。

　乱れた思考の中で、ただひとつ確かなこと。

　秋守は大事な仲間で、兄弟も同然の存在で……。俺だって秋守が大切で……失いたくない。

　だけど。

　もし、自分が秋守の想いを受け入れたらどうなるのか？

　おそらく、今までとは関係が変わってしまう。そうなったら、他の仲間との関係も変わってしまうだろう。

（それは嫌だ）

　ずっと一緒だったみんなと、『家族』でいられなくなるのは……嫌だ。

　亨は震える唇をかろうじて開いた。

「このまま……仲間のままじゃ駄目なのか？」

　縋すがるように問いかけた瞬間、秋守がどこかが痛むみたいに、端たん整せいな貌かおをしかめる。

　やがて、その痛みをゆっくり逃すように、細く長く息を吐いた。息を吐き終わると視線を上げ、亨に向かって「すまない」と謝罪する。

「一方的に気持ちを押しつけるような真ま似ねをしてすまなかった。でも……言えてすっきりした。今後は二度とおまえを苦しませないと誓う。だから」

　そこで言葉を切った秋守が、無理矢理に小さな笑みを作った。

「これからも仲間でいさせてくれ」

「…………」

「頼む」

　自分をまっすぐ見据えての懇こん願がんに、亨は強ばった顔でうなずくしかなかった。
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「今日は突然で悪かった」と最後にもう一度謝った秋あき守もりが『HIDAKAヒダカ』を去ったあと、亨とおるは半なかば上うわの空そらで戸締まりを済ませた。自宅に戻ってからも、何も手につかない状態がしばらく続く。

　昨日の彼方かなたに続く、秋守の告白の衝撃で、亨は混乱の極みにあった。

　頭の芯が痺しびれたみたいにジンジンと熱を持っている。

　朝から何も食べていなかったが、晩ばん飯めしを作る気力も湧わかず、風呂に入る気にもなれなかった。ただぐったりとリビングのソファに身を投げ出し、クッションに顔を埋うずめて、先程のやりとりを脳内でリピート再生する。

　──いつからなのかはわからない。だが、気がつくと俺は、おまえを友人以上の特別な目で見るようになっていた。

「……特別な目」

　この半年余あまり、ことあるごとに秋守が自分に向けていた、物言いたげな熱っぽい眼まな差ざしを亨は思い返した。

　そういやマリとの関係を疑ったりもしていたっけ。

「本当に……秋守が俺を……好き？」

　クッションに向かって、亨はくぐもったつぶやきを落とした。

　──おまえが何よりも大事で……大切で……失うのが怖かった。

　──おまえの顔が見たくて、声が聴きたくて……その欲望に負けて、俺は何かと口実を作り、おまえに会いにきていた。

　何度も秋守の台詞セリフを反はん芻すうして漸ようやく、告白の実感が湧いてくる。

　それに従い、心臓がドキドキし始めた。頰ほおが燃えるみたいに熱い。

　彼方に告白された時は、こんなに胸がドキドキしなかった。驚きはしたけれど、こんなふうに気持ちが昂たかぶりはしなかった。

　──酒に溺おぼれていた間、俺は狂気の狭はざ間まで何度もおまえのことを……。

　──それ以前からずっと……俺は、おまえに触ふれたいと思っていた。

　自分に対して「欲望」を持っていたと秋守は打ち明けた。

　その「欲望」がどんなものなのか、自分は身をもって知っている。

「あの夜」のことを思い出すと、いよいよ胸の鼓こ動どうが高鳴り、亨はクッションをぎゅっと抱き締めた。

　ケイトの身代わりだと思っていた時は、それでもまだなんとか平静を保たもてた。でも、そうじゃなかったと知った今、秋守の指や舌、唇くちびるの感触を思い出すそばから顔が熱くなり、頭が沸ふっ騰とうしそうになる。

「うー……くそッ」

（駄だ目めだ。別のことを考えなきゃ、心臓が破裂する）

　ふたたびクッションに顔を埋めた亨は、懸命に「あの夜」の記憶を頭から振り払った。

　代わりに、亨の返答を待つ間、罰ばつを受け入れる罪人のようだった秋守の表情を思い浮かべる。

　そして、それに対する自分の言葉。

　──このまま……仲間のままじゃ駄目なのか？

　おそらく秋守は、覚悟を決めていたのに違いない。一瞬辛つらそうな表情をしたものの、すぐに謝罪の言葉を口にした。まるで、あらかじめこちらの返答を予測して、言葉を用意していたかのように。

　──一方的に気持ちを押しつけるような真ま似ねをしてすまなかった。でも……言えてすっきりした。

　無理矢理に作られた笑みを思い返すと、胸がズキズキと痛む。

　それでも、言わずにはいられなかったんだろうか？

（失うかもしれないのに。親友としての立場も、仲間も、『家族』も……）

　そうだ。秋守はそこまでの覚悟を決めて、言ってくれたんだ。自分が「あの夜」のことで悩んでいるのを察して、本当のことを話してくれた。できれば隠したかったであろう「欲望」の存在を、明らかにしてくれた。

　その秋守に対して、自分はとっさに逃げてしまった。明確な答えを出して、自分たちの関係が変わることが怖くて、逃げたのだ。

　そんな自分を、秋守は責めなかった。責めずに身を引いてくれた。自らの感情を押し殺し、引き続き今後も、自分が望む友人関係を続けることを約束してくれた。

　──今後は二度とおまえを苦しませないと誓う。だから、これからも仲間でいさせてくれ。

　あの時、思わずうなずいてしまったけれど、秋守の本当の気持ちを知ってしまった以上は、何も知らなかった頃には戻れない。何も聞かなかった振りをして、昔と同じように振る舞っても、きっといつか綻ほころびが出る。

　できることならば、変わりたくないと思っていた。いつまでたっても成熟しない自分を嘆なげき、『bébé赤ん坊』と呼ばれることに不満を持ちつつも、本当は心のどこかで「大人になりたくない」と思っていたのかもしれない。秋守とも彼方とも他の仲間とも、できるだけ長く、やさしい関係でいたかった。子供の頃の延長で、いつまでも無邪気にじゃれ合っていたかった。

　でも、生きていく限り、人は日々変わっていく。どんなに恒こう久きゅうを願っても、変わらないものなどない。

　明日は今日の続きじゃないんだ……。

　当たり前のことにいまさら気がつき、クッションを抱かかえたまま、亨はむくっと身を起こした。

　昔、秋守が自分のもとから去った時、生きる意欲を失い、味覚も失った。

　半身である秋守を失ってからの一年間は、今思い出してもぞっとするほどに辛かった。あの時の自分は息をしているだけの抜ぬけ殻がらだった。

　もう二度と、あんなのは嫌だ。

　二度と、秋守を失いたくない。

　そのためにはどうすればいいのか。

（ちゃんと考えなくちゃ駄目だ）

　秋守を失いたくないなら、逃げていないで、きちんと答えを出さなければ。











†　†　†












「……また留守録か」

　ため息混じりにつぶやき、亨は耳みみ許もとから下ろした携帯をパチンと折おり畳たたんだ。

　秋守が『HIDAKA』を訪おとずれた夜から二日が経たち、ミッションの実行日がやってきた。

　秋守と話がしたくて、あれから何度も連絡を入れているのだが、ことごとく通じず、呼び出し音のあとで留守番電話サービスに切り替わってしまう。

　何回か「電話ください」とメッセージを残したが、いまだ返事はなし。二時間前にも「今夜はミッションだから、またこっちからかける」と吹き込んだ。そうして今、ミッションが始まる前にと思い、連絡を入れてみたのだが、やっぱり留守録になってしまった。メールもチェックしたが、秋守からの着信はなかった。

　仕事に復帰して忙しいのか。

　それとも……。

（避さけられてんのか？）

　頭に浮かんだ可能性に気分が暗くなる。この前の状況からして、その可能性も否いなめないと思ったからだ。

　焦しょう燥そうと不安とでざわめく心中を落ち着かせるために、夜空にくっきりと浮かぶ新月を見上げ、ひとりごちる。

「……明日にでも家に行ってみるかな」

　できればメールではなく、直じかに話がしたかった。

　あれから亨なりに考えに考え抜き、導き出した「答え」。

　それを、秋守本人に会って、顔をちゃんと見て告げたい。

「よし、今日中に連絡がつかなかったら家に行こう」

　そう心に決め、声に出したことで、胸のざわつきが少し収まってくる。

　携帯を黒いデニムの尻ポケットに押し込んだ時、背後でガチャッとドアが開く音がした。振り返ると、牧ぼく師し館かんの戸口に、今夜も黒ずくめの彼方が立っている。

「亨」

　名を呼ばれ、ぴくっと小さく肩かたを揺ゆらした。しばらく黙って感情の読めない切れ長の双そう眸ぼうをこちらに向けていた彼方が、ほどなく口を開く。

「電話終わった？」

「……ん」

「梗きょう一いちが説明始めるって」

「……今、行く」

　戸口をくぐり、建物の中に入りながら、先を歩くほっそりとした後ろ姿を亨は見つめた。

（彼方にも、きちんと返事をしないとな）

　そのことを考えると、気分がずしっと重くなる。

　実は、今夜ミッションで顔を合わせるにあたって、彼方に対してどんな態度を取ればいいのかと、朝からずっと悶もん々もんとしていたのだ。何せ、彼方と会うのはあの告白（＆キス）以来……。

　しかし意外や、彼方は肩すかしなほどに「普通」だった。

　正直やや拍子抜けしたものの、何事もなかったかのようなニュートラルな態度を取ってもらえることは、有あり難がたくもあった。

　今だけでも懸けん案あん事じ項こうを棚上げにして、ミッションに集中できるからだ。

　一時は、自分が抱える問題だけでいっぱいいっぱいでミッションどころじゃないという気分になったこともあったが、一度関わってしまった以上、やはり美み沙さと矢や木ぎ沢さわを放ってはおけない。

（やるからにゃ成功させなきゃ）

　このミッションに、ふたりの人生がかかっているのだ。

　居間に戻った亨と彼方を見て、梗一が「よし、揃そろったな」とつぶやく。

「説明を始めるぞ」

　その声を合図に、メンバーがテーブルの周囲に集まった。亨と彼方、伊い吹ぶきと梗一でテーブルの四方を取とり囲かこみ、広げた図面と、その上に置かれた写真を覗のぞき込こむ。写真は、前回の訪問時に撮影したものだ。

「これが聖マリアンヌ女子修しゅう道どう院いんの写真と図面だ。見てのとおり、山の中ちゅう腹ふくに位置する。敷地は堅けん牢ろうな塀へいに囲まれ、背後は切り立った山に覆おおわれている。出入り口は正門がひとつと、シスターたちや業者が出入りする通用口がひとつ」

　梗一の説明を亨が補足した。

「ちなみに車で行けるのはこの駐車場までで、そこから正門までは石段を上ることになるから」

「昨日メールで各自に計画書を送ったが、計画自体は至いたってシンプルだ。シスターたちが寝静まった頃を見み計はからい、院内に忍び込み、ターゲット・遠えん藤どう美沙を連れ出し、依頼者・矢木沢の待つ美み国くに教会まで運び届ける。院内には身の軽い亨と彼方が入り、由ゆ利りは塀の外で待機。外側からサポートしてくれ」

「わかった」

　伊吹が請うけ合あい、亨と彼方もうなずく。

「防犯システムは？」

　亨の質問に梗一が答えた。

「監視カメラが、正門と裏口、院内の要所要所に設置されている。その他、定期的にシスターの見回りがある」

「カメラで見張られてるとなると、うかつに院内を歩き回れないな」

　亨がつぶやくと、「そのための対策がこれだ」と言って、梗一が床に置いてあった紙袋の中から、黒い布のようなものを取り出した。テーブルの上にバサッと広げる。

「何これ？」

「シスターの制服だ」

　さらっと返され、亨は眉まゆを吊つり上あげた。

「って、……これ、まさか俺たちが着るの!?」

「そうだ。院内は暗いからこれを着てベールを被かぶっていれば、一見して男だとはわからないだろう。運悪く監視カメラに撮られた場合でも、誤魔化せるはずだ」

　この前の牧師服もある意味コスプレだったが、今回は女装だ。さらにハードルが高い。

「えぇえー……マジかよ？」

　顔をしかめて渋る亨とは対照的に、彼方はあっさり「ＯＫ」と黒い衣装を手に取った。彼方の手前、ひとりでごね続けるわけにもいかず、亨も渋々とシスター服を摑つかむ。

「案外似合うんじゃないか」

　無責任な発言を口にする伊吹に、亨は嚙かみついた。

「似合わねーよ！」

「少なくとも由利が着るよりは自然だろう」

　慰なぐさめになっていないフォローを紡つむいだ梗一が、この話は終わりとばかりに、図面を指で指した。

「侵入経路だが、前回のミッション同様この塀を乗り越えるしかない」

「塀の高さはどのくらいある？」

　伊吹が尋たずねる。

「ざっと四メートル強」

「四メートル強か。女とはいえ成人した人間ひとりを抱えて登り降りするのは厳しい高さだな」

「無理なようなら美沙に塀の上からダイブしてもらい、下で毛布を広げて受け止める」

　梗一がそう答えた時だった。

　急せいた足取りでこちらに近づいてくる足音が聞こえ、ドアがガチャッと開く。

　戸口に視線を向けた亨は、そこに立つ人物に息を呑のんだ。

「………っ」

　ダークスーツに身を包んだ長身。陰かげりを帯びた端たん整せいな美び貌ぼうの主ぬしは──。

「あ……秋守!?」

　予告もなく不意打ちで登場した秋守に、部屋の中の誰もが瞠どう目もくする。

　その場の注視を浴びながら、秋守が部屋の中に入ってきた。長い脚あしでテーブルまで近づき、四人の顔をざっと見回すと、やや緊張した面おも持もちで口を開く。

「亨からの留守録で今夜がミッションだと知った」

「留守録……聞いたのか？」

　まだ実感が湧わかず、少しぼんやりとした声で尋ねる亨に、秋守が申し訳なさそうな顔つきで「すまない」と謝ってきた。

「職場に復帰したとたんに仕事に忙殺されてな。タイミングが悪くて返事ができなかった。おまえは朝早くから仕事だし、あまり遅い時間だと寝ているだろうと思って」

「そうだったのか」

　避けられていたわけではないとわかり、ほっとする。

（よかった。声とか態度も普通だ）

「さっき漸く過密スケジュールから解放されたところで留守録を聞いたら、おまえからのメッセージが入っていて、あわてて車を飛ばしてきたんだ。間に合ってよかった」

「秋守……おまえ、もう大丈夫なのか？」

　梗一に声をかけられた秋守が「ああ」と答えた。

「みんなに心配をかけたが、時間の経過に伴い少しずつ気持ちが整理されてきて、今はずいぶんと落ち着いている」

「そうか。ならよかった」

　秋守の顔色から、その台詞に納得したらしい伊吹と梗一が、わずかに表情を緩ゆるめる。

「今回は飛び入りだし、大して役には立てないと思うが、みんなの足を引っ張らないよう気をつけるから、ミッションに参加させてくれないか」

　秋守の申し出に、亨は思わず自分以外のメンバーの顔を見た。

　伊吹と梗一がうなずく。彼方ひとりだけがノーリアクションだったが、否定しないということは肯定と見なし、亨が代表して「もちろん」と応じた。

「ありがとう」

　秋守がうれしそうに微笑ほほえむ。

　梗一が「では、実行メンバー一名追加だな」と言った。

「メンバーが増えても計画自体は変わらない。秋守、おまえは由利と一緒にサポートに回ってくれ」

「わかった」

「ミッションの詳細は亨からでも車の中で聞いてくれ」

「了解。俺から話しておく」

　亨が請うけ負おい、腕時計に視線を落とした梗一が、「そろそろ出発の時間だ」とつぶやく。

「私は、追って教会に到着する矢木沢とおまえたちの帰還を待つ。主しゅ教きょうと三人で美沙の奪還成功を祈っている」
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　暗闇の中、伊い吹ぶきの運転でバンを走らせること一時間半余あまり。対向車もいない山道をくねくねと登り、目的地に到着する。

　前回は日中だったので紅葉の混じる山の景色が見えたが、今、窓の外は鬱うっ蒼そうとした樹木に塗ぬりつぶされた闇だ。

「九時三十八分着。ほぼ予定どおりだな」

　ヘッドランプに照らされた砂じゃ利り敷じきの駐車場にバンを停とめた伊吹が、腕時計を見て言った。

「修しゅう道どう院いんの就しゅう寝しんは九時半、という話だったな？」

　秋あき守もりの質問に亨とおるがうなずく。秋守には、ここまでの車中で、今回のミッションに関する説明は済ませてあった。

「九時にはシスターたちはそれぞれの修室に戻り、九時半までにベッドに入っているはず。美み沙さには十時にスタンバイしておくようにメールしてあるから」

　亨の発言を秋守が引き取る。

「となるとあまり猶ゆう予よがない。すぐ取りかかろう」

　まずは四人共に手袋を嵌はめた。次に胸のポケットに小型のインカムを入れ、イヤホンマイクを左耳に装着する。さらにバックパックを背せ負おい、伊吹は輪っか状に束たばねたナイロンザイルを肩かたに通す。

「みんな、聞こえてる？」

　亨のイヤホンマイクを通しての呼びかけに、三人が親指を立てた。

「時計合わせて。現在九時四十五分。合った？　よし、んじゃ、行こーぜ」

　バンを出て、月明かりだけを頼りに、足あし許もとをマグライトで照らしながら、修道院へと続く石段まで移動する。

「気をつけろ。足を踏ふみ外はずすなよ」

　先頭で石段を上り始めた伊吹が注意を促うながす。順番は、伊吹、秋守、亨、彼方かなたの順だ。

　石段を慎重に踏みしめつつ、亨は秋守の後ろ姿を見つめた。

　こんなふうにメンバーが揃そろい、四人で一緒に動くのはひさしぶりだ。マネキン返却のミッション以来だから、約四ヶ月ぶりか。

（やっと、欠けていたピースが戻ってきた）

　その感かん慨がいをひっそり嚙かみ締しめる。

　背後の彼方の心中は気にかかったけれど、秋守自身は四ヶ月ぶりであるのにもかかわらず、メンバーの中にすんなり溶とけ込こんでいるようで安心した。

　亨に対しても、秋守の態度はいろいろな事件が起こる以前と変わらず──数日前に、ふたりで話したことの余よ波ははまるで感じさせなかった。

　共に「仲間」であり続けることを望んだ亨の希望を受け入れ、叶かなえようとしてくれているのだろう。だからこそ今日のミッションにも、忙しい中無理を押して参加したのに違いない。

　その気持ちを感じ取った亨も、ひとまずは、ここしばらく胸に去きょ来らいしていた複雑な想いを封じ込めることに決めた。

（今はミッションに集中だ）

　雑念を振り払い、石段を上がっていると、やがて段差が途切れ、そびえ立つ鉄の門もん扉ぴが見えてくる。

「身を屈かがめろ」

　伊吹の号令に、その場の全員がすっと身を屈めた。正門に設置された監視カメラから逃のがれるため、低い姿勢のまま、石造りの塀へいに背中をつけるようにして横歩きする。

　建物をじりじりと回り込み、正門から十メートルほど離れた地点で停止した。

　秋守が手許の図面をマグライトで照らす。しばらく検分したのちに言った。

「このあたりがいいだろう。おそらく樹木が多くて、身を隠すのに都合がいいはずだ」

　侵入ポイントは決まった。となれば、次は伊吹の出番だ。

「由ゆ利り、よろしく」

　うなずいた伊吹が、肩に通していたナイロンザイルをいったん下ろす。数歩後ろに下がり、先せん端たんに鉤かぎ状じょうのステンレスがついたザイルをぶんぶんと振り回し、勢いのついたところで塀の上に向かって投げた。

　鉤のついた先端は塀を大きく乗り越え、トサッと地面に落ちる。手許のザイルを手た繰ぐり寄よせると、鉤が石の壁をコツコツと叩たたく音が断続的に聞こえ、やがてカチッと固定された。

　ザイルを引っ張り、強度を確かめた伊吹が、亨に向かって「行け」というように顎あごをしゃくる。

「んじゃ、十時半に美沙を連れて戻ってくる予定なんでよろしく」

「何かトラブルが起こったら連絡しろよ」

「ラジャー」

　伊吹から渡されたザイルを摑つかみ、亨は塀を登り始めた。幸い、石を積み上げて作られた塀は、つま先を引っかける場所が多く、比較的登りやすかった。

　塀の上に乗り上げた亨が下を見ると、彼方がやはりザイルを使って、塀の側面をよじ登ってくる。しなやかで軽いその身のこなしを見て、問題ないようだと判断した亨は、今度は塀の内側を降おり始はじめた。石と石の間の窪くぼみに手と足を掛けて、塀の半分ほどをにじり降り、そこからは地面に向かってジャンプする。

　トスッと音を立て、草むらに着地した。秋守の読みどおりに、身を隠すのに適した樹木が立ち並んでいる。

　一本の幹みきの陰に身を潜ひそめ、じっと目をこらしていると、徐々に暗闇に慣なれてきて、院内の様子を把は握あくできるようになった。所々に、ぽつっ、ぽつっとオレンジ色の外灯が点ともっている他は、建物の窓はすべて明かりが落ち、修道院全体が寝静まっているようだ。耳を澄ましてみたが、しわぶきひとつ聞こえず、シンと静まり返っている。

　彼方の到着を待ち、共に灌かん木ぼくの陰へ移動した亨は、イヤホンマイクに囁ささやいた。

「ふたりとも敷地内に入った。今のところ問題なし」

　秋守が『了解』と返してくる。

「彼方、着替えるぞ」

　バックパックを下ろし、中からシスター服を取り出して、着ているものの上から手早く身につけた。

　黒いベールを被かぶり、手袋を外はずした亨は、何気なく後ろを振り返った瞬間、ぎょっと目を剥むく。

「びびった……本物のシスターかと思った。似合いすぎだよ、おまえ」

「亨こそ似合ってるよ」

　顔が小さくて体つきが華きゃ奢しゃなせいか、シスター姿にまるで違和感のない彼方がふっと口許で笑った。

「意外と女装もいけるね」

「んなこと言われてもぜんっぜんうれしくないっつーの」

　亨は顔をしかめて立ち上がる。

　この前の牧ぼく師しの祭さい服ふくも歩きづらかったが、今回は本物のスカートだ。下にデニムを穿いているので、スースーすることはないけれど。

「行くぞ」

　スカートを持ち上げて、なるべく音を立てないように忍び足で歩き出す。彼方も黙って後ろからついてきた。

　外灯を避さけながら闇に紛まぎれるようにして建物に近づき、中庭から回廊に入る。

「美沙のいる修室は建物の二階だ」

　人差し指で天てん井じょうを指し、小声で囁くと、彼方がうなずいた。アーチ型の柱の並ぶ回廊をぐるりと半周し、建物の内部に入る。ふたりは階段を目指して廊下を小走りに進んだ。

　無事に階段まで辿たどり着ついた──と胸を撫なで下おろす間もなく、廊下の向こうからコツコツという靴音が聞こえてきて、はっと視線を向けた先に、揺ゆれる光の輪を認める。

（見回りだ！）

　亨は彼方の腕を引っ張った。一番近い扉に駆け寄り、ドアノブを回す。幸運にも鍵はかかっておらず、扉が開いた。隙すき間まから身を滑すべらせて室内に入り、そっと扉を閉める。

　真っ暗闇の中で、ふたりで折り重なるように身を潜めている間に、靴音が大きくなってきた。

　カツ、コツ、カツ、コツ。

「…………」

　ドアの外側を見回りのシスターが通り過ぎていく。身じろぎひとつせずに、じっと息を殺していると、靴音がゆっくりと遠ざかっていった。

　徐じょ々じょにフェードアウトした足音がついに完全に消え、ほっと息を吐ついたのと同時だった。

「……亨」

　かすれた声で名を呼ばれ、ひんやり冷たい手に手首を摑まれる。ぐいっと引き寄せられた。

「彼方？」

　吐息が唇くちびるに触ふれた段で、彼方の意図に漸ようやく気がつき、亨は息を止める。

「………っ」

　とっさに顔を背そむけ、彼方の拘束から手を引き抜いた。とんっと手を突き、体を突き放す。そのまま身を躱かわしてドアノブを摑み、扉を開けて外に出た。

「……ケチ」

　背後で不満そうな声が落ちたが、無視する。

（ドサクサに紛れてキスしようなんざ……ったく、油断も隙もねぇ）

　こんな時に何を考えてるんだと腹が立ったが、説教はあとだ。今はミッションが最優先。

　頭を切り換え、亨は階段に近づいた。スカートを捲まくり上あげ、デニムの腰ポケットから携帯を引き出す。梗一の立てた計画どおりに、美沙に向けて、【階段の下にいます】とメールを打った。

「今、彼女が下りてくるから」

　彼方にそう説明し、美沙が階段を下りてくるのを待つ。

　しかし、三分近く経たっても、二階の扉が開く音は聞こえず、上から誰かが下りてくる気配もなかった。

（おかしい……遅すぎる）

　亨は眉まゆをひそめた。彼方も訝いぶかしげな面おも持もちで双そう眸ぼうを細めている。

　事前の打ち合わせでは、十時から自分の修室でスタンバイしていた美沙が、メールを受け取るとすぐ、階下まで下りてくることになっていた。

（眠るふりをしていて、本当に寝ちゃったってことはないよな？）

　それとも……今日が実行日だっていうことを忘れているとか？

　……いくらなんでもまさかな。

　あれこれ懸け念ねんを思い浮かべているうちに、だんだんと背中がじりじりし始める。

　だけど、こちらから探しに行こうにも、美沙の部屋がどれなのかわからない。シスターたちが眠る部屋をいちいち確認して回るわけにもいかないし……。

　そんな葛かっ藤とうの間にも時間は過ぎていく。

　痺しびれを切らした亨は、もう一度携帯を開き、美沙の登録番号を押した。イヤホンマイクとは逆の耳に押し当てる。鼓こ膜まくを震わすコール音を十回数えたところで終了ボタンを押した。さすがにこれ以上鳴らすのは、いくらバイブ設定でもまずいと思ったからだ。

（バイブ音って案外響くんだよな）

『どうした？』

　インカムを通して秋守の声が届く。

「彼女が下りて来ないんだ」

『何かトラブルか？』

「わからない。アクシデントがあったら連絡が来ることになっていたんだけ…」

　いきなり目の前がパーッと明るくなり、声が半なかばで途切れた。

（何？）

　一瞬、何が起こったのかわからなかった。が、とにかく眩まぶしい！

　目を開けていられず、亨は手のひらで光を遮さえぎった。彼方も強烈な光から顔を背けている。

　バタバタバタとこちらに近づいてくる複数の靴音が聞こえた。

　やがて光が弱まった気配を感じ、うっすら目を開けると、人相の悪い男たちの姿が視界に映り込む。ずらりと並び立つ、黒いスーツを着た五人の屈くっ強きょうな男たちの後ろに、シスター服の近こん藤どう院長と美沙の姿が見えた。

「ごめんなさい！　お昼に携帯が見つかって取り上げられてしまって……っ」

　美沙が泣きそうな声で叫んできて、ことの顚てん末まつがわかる。

　携帯の履り歴れきを見て今晩の計画を知った院長から、美沙の父親に報告がいったのだろう。報告を受け、父親は自分の部下を修道院内に配備した。美沙をガードしつつも敢あえて賊ぞくの侵しん入にゅうを許し、自分たちが罠わなにかかるのを待っていたのだ。

（やられた）

　まんまとしてやられた。

　臍ほぞを嚙む亨の傍かたわらで、彼方がつぶやく。

「どうする？」

　予想外の事態に動じることもなく、その横顔は無表情だ。

「どうするって……仕方ないだろ？」

　こんなところで不法侵入で捕まるわけにはいかない。

「やるってこと？」

　亨はうなずいた。

　慣れないスカートだし、二対五はかなりキツイけど、やるしかない。

「ＳＰもどきを倒して、美沙を連れて逃げる」

「了解」

　どう対処すべきかを決めたところで、院長の近藤が男たちの前に出てきた。腰に両手を当て、老眼鏡越しに亨と彼方を睨にらみつける。

「あなたたち、あの矢や木ぎ沢さわとかいう男に頼まれたの？」

「…………」

「神の僕しもべであるシスターを拐かどわかすなんてとんでもない冒ぼう瀆とくですよ。恥を知りなさい！」

　でっぷりした体を揺ゆすって声を張り上げる。

　自分こそ美沙の父親の寄付が目当てのくせに──と眉まゆ根ねを寄せていると、ことさら大きな声が響いた。

「女の身で抵抗するだけ無む駄だです。大人しく捕まりなさい！」

　思わず、彼方と顔を見合わせる。

　どうやら自分たちのことを女だと思っているようだ。

（ラッキー）

　ということは、自分を、以前に修道院を訪たずねた牧師と同一人物だとは気がついていないということ。正体がばれる前に逃にげ果おおせれば、パパに累るいが及およぶこともないだろう。

　そのためにも、こいつらを倒さなければ。

　こちらを女と侮あなどり、余裕の表情を浮かべる男たちを、亨は見み据すえた。間合いを計はかりながら、じりっと一歩前へ踏み出した、その時。

「亨！」

　自分の名前を呼ぶ声に、はっと顔を上げる。亨の視線が、中庭に現れ出たふたつの見覚えのある影を捉えた。

（由利！　秋守！）

　トラブル発生を察した伊吹と秋守が、応援に駆けつけてくれたのだ。

　中庭を横切ったふたりは、回廊との仕切りをひらりと乗り越え、こちらに向かってまっすぐ走ってくる。

「なんだ、貴様ら！」

　黒服の男たちが、新たな侵入者の出現にいきり立った。ひとりを残して一斉に走り出す。

　廊下の中程で、ふたりと四人がぶつかり合った。たちまち、六人の男が入り乱れての乱闘になる。

　自分も援軍に向かおうとした矢先、今まさにふたりの男と対たい峙じしている秋守から指示が飛んできた。

「ここは俺たちに任せておまえたちは彼女を！」

　うなずいた亨は、美沙をガードする黒服の前へと飛び出す。

「刃向かうなら女だからって容よう赦しゃしないぞ！」

　怒声を放って威い嚇かくしてきた男の前に仁王立ちになり、亨はいきなりスカートの裾を両手で摑んだ。がばっと胸まで捲り上げる。

「なっ……」

　男が不意を衝つかれて瞠どう目もくした──その一瞬の隙を逃のがさず、くるりと回転しつつ、右足を高く蹴けり上あげた。
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「うあっ」

　顎に回し蹴りを食らった男が、上体を反そらし、後ろに大きく吹っ飛ぶ。壁に背中を強打し、「うっ」と呻うめいたあとで、ずるずると前のめりに突つっ伏ぷした。

「生足でなくて残念だったな」

　男が意識を失ったのを確認し、ふっと息を吐いた直後、背後で金切り声があがる。

「痛い！　痛いっ！」

　振り返った数歩ほど後ろで、彼方が院長の腕を後ろ手に捻ひねり上あげていた。

「放しなさいっ。この乱暴者！」

　眼鏡めがねをずり下げてわめく院長の前に立ち、亨は心の中で詫わびる。

（ごめん。できれば手荒な真ま似ねはしたくないんだけど）

　ポイントを見定め、鳩みぞ尾おちに拳こぶしを突き入れると、声もなく気を失った院長の体がくたくたと頽くずおれた。彼方が後ろから支えて、石の床にそっと横たえる。

「だ、大丈夫なんですか？」

　床に伸びた院長を見下ろし、美沙が震え声で囁く。

「大丈夫。ちょっと気を失っているだけだから」

　院長から視線を上げた美沙が、亨の顔をまじまじと見つめたのちに、はっと息を呑のんだ。

「あなたは……この前の牧師様？」

「そう。今日はシスターだけどね」

　肩を竦め、亨は美沙の手を摑む。

「十分くらいで目を覚ましちゃうから、急ごう！」

　摑んだ手をぐいっと引いて、彼方と三人で走り出した。走りながら背後を顧かえりみる。

　乱闘は続いていたが、どうやらひとりめは片づけたようで、伊吹も秋守もそれぞれ残りのひとりと組み合っていた。人数がイーブンなら負けることはないだろう。

　そう判断するやいなや、もはや後ろを振り返ることなく全速力で回廊を半周し、中庭へ飛び出した。そのまま速度を落とさず、中庭を突っ切る。

　計画では、侵入経路を逆行して外に出る予定だったが、こうなった以上わざわざ塀を乗り越える意味はない。

「正門は!?」

　亨の問いに、美沙が「あっちです！」と右手前方を指さす。美沙の案内のおかげで、最短距離で正門まで辿り着くことができた。

　鉄の門に飛びついた亨は、閂かんぬきをスライドさせて外す。門を開き、美沙と彼方を通した。

「先にバンに戻ってエンジンかけて待ってて！」

　叫ぶと、彼方が美沙の手を引き、石段を下り始める。

　ひとり残った亨は、イヤホンマイクで「由利か秋守、応答してくれ」と呼びかけた。ややして『亨？』と応答が返る。秋守だ。ほっと安あん堵どの息が零こぼれた。

「敵は？」

『倒した』

「今、正門にいる。美沙は先にバンに乗らせた」

『わかった。今、そっちへ向かう』

　果たして数分後、暗闇の中から息を切らした伊吹と秋守が現れる。

「急ごう！」

　合流した三人で門を飛び出し、石段を駆け下りた。エンジンのかかったバンに向かって砂利道を走る。

「早く！　乗って！」

　運転席の彼方が叫んだ。

　開け放たれたドアから三人が乗り込むと同時に、バックで急発進する。砂利を撒まき散ちらして回転したバンは、山道に乗り上げるなり猛スピードで走り出した。







　　　９







　美み国くに教会に近づくにつれ、門の前に立つふたつの人影が見えてきた。

　ひとりは腕組みの体勢で微動だにしないが、もうひとりのシルエットは落ち着きなく、門の前を行ったり来たりしている。

　やがてバンに気がついたらしい落ち着きのないシルエットが、ぴょんっと飛び上がった。

「戻ってきた！」

　興奮気味の声が響き、矢や木ぎ沢さわ宏こう平へいがこちらに向かって大きくぶんぶんと手を振る。もうひとつの影──祭さい服ふく姿の梗きょう一いちは腕組みを解とき、外門をゆっくりと開いた。

　教会の敷地の中へと滑すべり込こむバンに矢木沢が併へい走そうする。車寄せに停とまったバンのウィンドウに、待ちきれないとばかりに張りつく矢木沢に向かって、美み沙さが手を振った。

「お待たせ。着いたよ」

　亨がドアをスライドさせて開けると、美沙がシスター服の裾すそを翻ひるがえしてバンから飛とび降おりる。

「美沙さん！」

「宏平さん！」

　待ち構えていた矢木沢の胸に飛び込み、ふたりはひしと固く抱き合った。

「よかった、よかった。実に三年ぶりの再会だもんなー」

　バンの中から感動的な再会シーンを眺ながめてつぶやく亨とおるの肩かたを、秋あき守もりがぽんと叩たたく。

「アクシデントはあったけど、無事に依頼者のもとへ送り届けることができてよかったな」

「うん。計画がばれてた時は一瞬ひやっとしたけど。──あ、秋守」

　バンから降りようとしていた秋守が振り返った。

「サンキュー。フォローしてもらえて助かった。やっぱおまえは頼りになるよ」

「足手まといにならずに済んでよかったよ」

　そう微笑ほほえんでバンを降りる秋守を追って、亨もトンッと地面に降り立つ。バンの中でシスター服を脱いだせいで、ずいぶんと身軽だ。運転席からは彼方かなたが、助手席から伊い吹ぶきも降りてくる。

「ミッション終了、お疲れ」

　バンから降りたメンバーに、梗一が労ねぎらいの言葉をかけてきた。

　事の次第はすでに携帯で伝えてあったので、「大変だったな」と続ける。

「今頃はもう院長から父親に事の顚てん末まつについて報告がいってると思うけど……今後トラブルになるかな？」

　亨の問いには、梗一は「いや」と首を横に振った。

「おそらく、警察沙汰になることはないだろう」

「そう？」

「美沙は新天地に着いてから、父親に改めて連絡を入れて、駆け落ちという強行手段を取ったことを詫わび、どんなに反対されても矢木沢と共に生きていく覚悟を告げると言っている。成人した娘が自分の意志で選び取った道だ。父親としても、こうなった以上は受け入れざるを得ないだろう。絶縁されて、一生愛まな娘むすめに会えないよりはマシだからな」

「ならいいけど」

　少しほっとしていると、梗一が教きょう会かい堂どうを片手で指し示す。

「さて、疲れているところを悪いが、まだオプションが残っている」

　梗一に促うながされ、一同はそのまま教会堂へ移動した。先頭の梗一が両開きの扉を押し開く。

　いつもは装飾のほとんどない質素な教会堂だが、今日は扉と祭さい壇だんの間に赤い絨じゅう毯たんの帯が走っている。その上に白い布が敷かれ、祭壇の前には主しゅ教きょうの正装に身を包んだパパが立っていた。

「お待ちしておりました。新郎新婦」

　パパがにこやかにふたりに声をかける。

「え？……」

　美沙が大きな目を瞠みはった。しばらく両目をぱちぱちとさせてから、傍かたわらの矢木沢を仰あおぎ見みる。

「宏平さん、これって……」

「僕たちの結婚式だよ。牧ぼく師し様さまが立会人になってくださるって」

　矢木沢がうれしそうに告げると、美沙は両手で口を覆おおって瞳を潤うるませた。

　明日にも日本を発たつふたりのために、結婚式を執とり行おこなうというオプションは、意外にも梗一の発案だった。人間関係にクールな梗一にしては珍しいが、どうやら矢木沢青年の誠実な人ひと柄がらにかなり好感を抱いているようだ。

　矢木沢はもちろん大喜びで、パパの快かい諾だくを得ることも出来、急きゅう遽きょ、即席結婚式の実現と相あい成なったのだ。亨たちは事前に聞かされていたが、サプライズプレゼントということで、美沙には内緒にしていた。

「サイズがわからないのでドレスは用意できなかったが、これを」

　梗一が差し出したレースのベールを、美沙が受け取った。

「ありがとうございます」

　シスターの黒いベールを取り去った美沙が、花嫁の白いベールを被かぶる。本来は母親の役目であるベールクローズは、亨が代役を引き受けた。

　ベールを下ろした美沙の手を、黒いスーツ姿の矢木沢が取る。

　梗一がオルガンで奏でる賛さん美び歌か『いつくしみ深き』の調べの中、腕を組んだふたりは神妙な面おも持もちで、静々とバージンロードを進んだ。

　参列者の亨と秋守は左側の新婦側のベンチに、彼方と伊吹が新郎側の右側ベンチにそれぞれ着席し、ふたりの真しん摯しな歩みを見守る。

（ドレスもブーケもないけれど……美沙さん、きれいだ）

　亨自身、結婚式に参列した経験は数えるほどしかなかったせいか、自分までいささか緊張してくる。

　祭壇の前まで進んだ新郎新婦が足を止めた。司し式しきをするパパに深々とお辞じ儀ぎをする。

　パパが緊張を解くようにふたりにやさしく微笑みかけ、手て許もとの聖書を開いた。

「愛は寛容であり、愛は親切です。また人を妬ねたみません。愛は自慢せず、高慢になりません。礼儀に反することをせず、自分の利益を求めず、怒らず、人のした悪を思わず、不正を喜ばずに真理を喜びます。すべてを忍び、すべてを信じ、すべてを望み、すべてを耐えます。愛は決して絶たえることがありません」

　コリント人への第一の手紙の一節を読み上げたパパが、静かに聖書を閉じ、美沙に向かって話しかける。

「遠えん藤どう美沙さん。あなたはこの結婚を神の導きによるものだと受け取り、その教えに従って、妻としての分ぶんを果たし、常つねに夫を愛し、敬うやまい、慰なぐさめ、助けて変わることなく、その健すこやかなる時も、病やめる時も、富める時も、貧しき時も、死がふたりを分かつ時まで、命の日の続く限り、あなたの夫に対して、堅く節操を守ることを誓いますか？」

「誓います」

　美沙がかすかに震える声で答えた。

「矢木沢宏平さん」

　今度は矢木沢に視線を向けたパパが、先程と同じ問いを彼にも投げかける。矢木沢も厳おごそかな声で誓った。

「では、誓約の証あかしとして指輪の交換を」

　矢木沢がスーツのポケットからリングケースを取り出し、パチッと開く。

　ふたつ並んだプラチナのリングのひとつを抜き取り、美沙の薬指に嵌はめた。同じ動作を、次に美沙が矢木沢に対して繰くり返かえす。

　パパが、指輪の光るふたりの手を取り、重ね合わせた。

「誓いのキスを」

　矢木沢が美沙のベールを持ち上げ、ウェディングキスをする。ふたりの唇くちびるが離れると、パパが宣言をした。

「おふたりは神と人との前で誓約を交わし、正式に夫婦となりました。おめでとうございます」

「ありがとうございます」

　パパに感謝の言葉を述のべる矢木沢の顔も、美沙の顔も、喜びに輝いている。

　一度は引き裂かれながらも、苦難を乗り越え晴れて夫婦になったふたりの幸せそうな姿に、亨の胸も熱くなった。

　思わず立ち上がって拍手をする。

「おめでとう！」

　隣りの秋守も席を立った。

「おめでとう」

　伊吹と彼方、そして梗一も立ち上がる。

「ありがとうございます。みなさんのおかげです！」

　満場のあたたかい拍手に包まれたふたりは、何度も何度も頭を下げたあと、顔を見合わせて微笑み合った。










　式を終えたふたりは深夜近くに、矢木沢が運転する車で教会を去った（見送りの亨たちに、美沙はその姿が見えなくなるまでずっと手を振り続けていた）。ふたりは今晩はホテルに泊まり、明日の朝一番で日本を発つらしい。

　これで、オプション込みでミッションコンプリートだ。

「ベイビィたち、今回もお疲れ様でした。若いふたりが新たな第一歩を踏み出すことができたのも、あなた方の働きのおかげです。新天地に赴おもむき、新しい生活が始まっても、ふたりは神への感謝と祈りは忘れないと言っておりました。喜ばしいことです」

　満面の笑みを浮かべたパパに労いの言葉をかけられたあと、一同解散となる。

「お疲れー」

「お疲れ様」

「お先」

「またな。連絡する」

　パパと梗一は就しゅう寝しんの祈りのために教会堂に籠こもり、伊吹は一足先に帰っていったが、亨にはまだするべきことが残っていた。

「彼方、ちょっといいか？」

　耳許に囁ささやくと、彼方が切れ長の目でじっと見返してくる。わずかに視線を逸そらしつつ、亨は小声で言った。

「この前の返事……するから」

「わかった」

　うなずく彼方に背を向けて歩き出す。これから言わなければならないことを思えば、足取りが自然と鈍にぶくなった。

　気は重いけれど、避さけては通れない道だ。彼方のためにも、このまま有う耶や無む耶やにはしておけない。

　教会堂を出て、人ひと気けのない建物の裏手に回り込んだところで、足を止めた。ゆっくりと振り返る。同じく足を止めた彼方は、コートのポケットに両手を突っ込み、亨を真っ向から見つめてきた。

　場合によっては大切な仲間を失うかもしれない。

　その不安を胸の奥に封じ込めた亨は、人形のように整ととのった貌かおに視線を据すえて、おもむろに口を開く。

「俺が拒食症で苦しんでいた時、おまえが俺の側そばにいてくれたことはちゃんと覚えている。『HIDAKAヒダカ』のエクレールを探して買ってきてくれたのも、おまえだったよな。おまえのおかげで俺は、どん底から立ち直ることができた」

「…………」

「俺を特別に思ってくれている気持ちは本当にうれしいし、心から有あり難がたいことだと思ってる」

　そこでいったん言葉を切り、胸のざわめきを抑おさえ込こむために、亨は汗ばんだ手のひらをぎゅっと握にぎり締しめた。ごくっと唾つばを呑のみ込こんだのちに、思い切って「回答」を口にする。

「でも……おまえの気持ちには応こたえられない」

　拒絶の言葉にも、彼方は表情ひとつ変えなかった。ただ感情の読めない昏くらい瞳で、黙って亨を見つめてくる。

「おまえは俺にとって大切な仲間で大事な弟だ。今までも、これからも」

「…………」

　ありったけの気持ちを込めて言ったが、彼方からはなんのリアクションもない。

　居たたまれない沈黙が続き、その息苦しさに耐えられなくなった亨は、乞こうように言った。

「なんか……言えよ」

　彼方がふっと息を吐く。

「話ってそれだけ？」

「彼方？」

「そんな言葉で俺が身を引くとでも思ってるの？」

　嘲ちょう笑しょうを帯びた物言いに、亨は顔を引きつらせた。

「かな……」

「甘いよ」

「彼方……っ」

「そう簡単には諦あきらめないから」

　挑いどむように告げた彼方が、強い眼まな差ざしで亨を射い貫ぬいた。

「覚悟しておいて」

「………っ」

　息を呑んでいる間に、くるりと踵きびすを返し、すたすたと歩き出す。遠ざかっていく背中を呆ぼう然ぜんと見送り、ややして漸ようやく我に返った亨は、「彼方！」と叫んだ。

　しかし呼びかけに彼方が振り返ることはなく、代わりにポケットから引き抜いた片手を、バイバイというように左右に振る。そうしてほどなく亨の視界から消えた。










　彼方の姿が見えなくなったあともしばらく動くことができず、その場に立ち尽くしていた亨は、背後に人の気配を感じて振り返った。

　黒いスーツに身を包んだ秋守が、こちらを気き遣づかうような面持ちで立っている。

「秋守……」

　物もの憂うげなその表情を見て、気がついた。

「ひょっとして今の……聞いてた？」

「ああ……すまない」

　素直に肯こう定ていし、謝罪した秋守がゆっくりと近寄ってきて、亨と視線がはっきり合うくらいの位置で足を止める。

　いまだ彼方の挑発的な宣言が頭から離れず、混乱した思考のまま、亨は秋守に問いかけた。

「おまえさ……彼方の気持ちに気づいてた？」

　複雑な顔つきの秋守が「ああ」とうなずく。

「ロンドンから戻ってきて割合とすぐに気がついた」

「すぐに？」

「見ていれば自然とわかるよ。仲間内で集まっていても、彼方はおまえをいつも目で追ってるしな」

「そっか」

　自分の鈍にぶさが情けなくなり、やるせない気分で亨はつぶやいた。

「あいつは弟だ。大切な……仲間だ」

「ああ……わかっている」

　少し辛つらそうな顔つきで秋守が相あいづちを打つ。

「仲間を大切に思うおまえの気持ちはわかってい…」

「でも、おまえは違う」

「え？」

　秋守が顔を振り上げた。訝いぶかしげな秋守を、亨はまっすぐ見つめた。

「この気持ちがなんなのか、まだ自分でもよくわからない」

　自問自答しながら、胸の中の思いを少しずつ紡つむぐ。

「でも、おまえを想う気持ちと彼方を想う気持ちは違う。それだけはわかる」

　彼方にキスされた時、驚きはしたけれど、秋守の時ほど心は震えなかった。

　大切な仲間で、兄弟のように大事な存在。……だけど、それだけじゃない。『家族』であり、仲間である以上の、他の誰とも違う、かけがえのない特別な存在。

「ロンドンからおまえが帰ってきて、昔みたいな関係に戻れてすごくうれしかった。居心地のいい関係が、このままずっと続けばいいと思っていた。だから、変わってしまうのが怖くて、おまえの気持ちからも逃げようとした」

「……亨」

「おまえはやさしいから、俺の望む関係を続けようとしてくれたけど……でも、やっぱり逃げてるばかりじゃ駄だ目めなんだ」

　自分に言い聞かせるような亨の独白に、秋守がじわりと目を細める。

「だから、逃げずに向き合う。おまえの気持ちにも。自分の気持ちにも」

　考えに考えて導き出した「答え」を、亨はとつとつと紡いだ。

「その結果、この先の俺たちは心地いいだけの関係じゃなくなってしまうのかもしれない。一緒にいても、苦しかったり、辛かったりするかもしれない。傷つけ合うことだってあるのかもしれない。……それでも……何もせずにおまえを失うのは嫌だから」

「…………」

　秋守の双そう眸ぼうがゆるゆると見開かれ、亨の顔を食い入るように見つめる。だが、その唇は何も語らない。まるで言葉を忘れてしまったかのように、ひたすら亨の顔を凝ぎょう視しし続ける。

　果たして秋守に、自分の気持ちが伝わっているのか。拙つたない言葉でちゃんと伝わったのか。不安に駆られた亨は、おずおずと手を伸ばした。

　秋守の腕を摑つかみ、その胸に頭を凭もたせかける。秋守がぴくっと震えた。

「……勝手なことばっかり言ってごめん」

　胸の中で小さく囁いた直後、「いや……」とかすれた声が返る。

「充分だ……今は」

　嚙み締めるようにそうつぶやいた秋守が、亨の体を引き寄せ、そっと抱き締めてくる。
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「ありがとう」

　合わさった胸から伝わる秋守の少し早い鼓こ動どうと、自分の鼓動が重なり合うのを、亨は感じていた。
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　クリスマスは世のパティシエにとって、すべからく正念場だ。

　もちろん、『Pâtisserieパティスリ HIDAKAヒダカ』のスー・シェフ日ひ鷹だか亨とおるにとっても例外ではない。

　子供の頃は、前日のイブが自分の誕生日ということもあり、その日がやって来るのがただ無邪気に楽しみだった。

　クリスマスばかりは、普段は質素で飾り気のない聖せいヨセフ美み国くに教会もクリスマスデコレーションを施ほどこし、近隣の住民を迎え入れる準備をする。

　毎年、パパと一緒にツリーの飾り付けをする頃から気持ちが高まってきて、その日が来るのを指折り数え──ピークはもちろん、クリスマスの朝の当日、枕元に置かれていたプレゼントを開ける瞬間だ。

　当日までも、数ヶ月前から仲間と一緒にクリスマスイブ礼れい拝はいで行われる降こう誕たん劇げきの練習をしたり、聖歌隊の一員として賛さん美び歌かを練習したり、当日子供たちに配るクッキーを作る手伝いをしたりという普段とはちょっと違う「お祭り」の前のテンション高めの空気が楽しくて仕方がなかった。二十四、二十五日と、普段の何倍ものたくさんの人たちが教会にやってくるのも子供心にわくわくした。その分、パパや信者の大人たちは、準備や当日の進行等ですごく忙しそうだったけれど。

　成人して自分が大人たちの立場に回り、さらにパティシエになったことで、クリスマス前の一週間は修業の時間と化した。

　この十年間、亨は己おのれの限界へチャレンジし続けてきた。年々増える注文に応こたえるために、どれだけ睡眠時間を削ってフルで働き続けられるか、毎年耐久レースに挑いどみ、かろうじて記録を更新し続けてきたが、今年はさらに新たなハードルが加わった。

　十月に入って、『HIDAKA』のオーナーであり、養父でもある日鷹から、「今年の新作クリスマスケーキを任まかせる」と言われたのだ。

　──おまえが作る菓子には、俺にない若い感性があって、お客様にも好評だ。

　仕事に関しては人一倍厳しい日鷹に認めてもらい、メインイベントの仕切りという大役を任せてもらえたのはうれしかったが、その分プレッシャーも強く感じた。『HIDAKA』のケーキを気に入って、毎年クリスマスケーキを楽しみにしてくれている常連客をがっかりさせるわけにはいかない。

　気き負おいに加えて、プライベートのごたごたが重なり、新作クリスマスケーキのアイディアはなかなかまとまらなかった。

　どうにか試作品が出来上がり、『HIDAKA』のメンバーに試食してもらい、数種類の中から選ばれたものをみんなの意見を取り入れながら改良し、完成までもっていけたのは十一月の中旬。そこから撮影をして、チラシを配り、予約を取り始めた。

　ありがたいことに、今年も予約は好調で、去年よりも若じゃっ干かんオーダー数が増えた。不況だからこそ、外で食事をせずに、家でクリスマスを祝う人たちが多いのかもしれない。

　クリスマスケーキの販売は、二十三日から二十五日までの三日間。シュトーレンは事前の作り置きが可能だが、生ケーキはこの三日間が勝負だ。今年は亨が陣頭指揮を執とることになるので、いつにも増して気合いが入る。

「亨さん、こんな感じっすか？」

　脚きゃ立たつに乗った敦あつ志しに問いかけられ、少し離れた位置からツリーの全体像をチェックしていた亨は、「曲がってる。もうちょい右」と指示を出した。

　店内の隅すみに置かれたツリーのトップに手を伸ばした敦志が、星飾りの角度を微調整する。

「どうっすか？」

「うん、オッケー、いい感じ」

　親指を立ててＯＫを出すと、敦志が脚立から降おりてきて、亨の隣りに肩を並べた。

「おー、いい感じっすね」

「オーナメント、いろんなのごちゃごちゃ付けるより、このくらいの若干抑おさえ気味のほうがシックでいいよな？」

　もみの木自体のグリーンと、木の実の茶色、そしてシルバーと白に色味を絞しぼったツリーを眺ながめて、傍かたわらの後輩に意見を求める。

「と思いますけど。電飾、点つけてみますか？」

「ああ、頼む」

　敦志がツリーの後ろに回って、電飾のスイッチを入れた。ツリーに巻かれた白いライトがピカピカと点滅し始める。

「わー、きれい！」

　ドアの正面にリースを取り付けていたマリが、店の中に入ってきて歓声をあげた。

「オーナメントの感じ、どう？」

「大人っぽくていいと思います。ケーキのデコレーションもだけど、やっぱり亨さん、センスいいですよね」

「おだてても何も出ねぇぞ」

　片かた眉まゆを持ち上げる亨に、マリが「お世せ辞じじゃないですったらぁ」と笑う。

「技術はがんばれば身につくけど、センスばかりは生まれつきのものですもんねぇ」

「そうでもないぞ。意識して写真集見たり、色遣いのきれいな絵を見たり、業種にかかわらず良さげな店のディスプレイをチェックしたり、それだけでも随ずい分ぶん違うよ」

「センスも磨みがけるってことっすね」

　敦志がなるほどといった顔つきでうなずく。

「俺もパリに留学してた時……ほら、向こうのクリスマスは日本以上に活気があってすごいからさ。いろんな店のディスプレイとか見て回ったのが勉強になったもんな」

　つぶやいた亨は、改めてツリーに目をやり、腕を組んだ。

「けど、やっぱツリー飾るといよいよって感じでテンション上がるよな」

「そうですねぇ」

　一ヶ月以上も前からリースやツリーを飾って早々にクリスマス気分を盛り上げる店は多いが、『HIDAKA』では、一週間前になって漸ようやくディスプレイに手をつける。あまり早くから飾ると本番の前にお客様が見み飽あきてしまう、というオーナーの意向に添ってのことだが、この意見には亨も賛成だった。スタッフとしても、こうして店が終わったあとで飾り付けをすることが、カウントダウンの儀式になっている。

　さぁ、今年も一週間切った。泣いても笑ってもあと一週間。

（よっしゃ、今年も乗り切るぞ）

　気合いを入れ直していると、尻のポケットがブルブルと震え出した。携帯を引き出してフリップを開く。メールの着信だった。送り主は──【秋あき守もり】。

　ディスプレイにその名前を見たとたんに落ち着かない気分になった亨は、さりげなく体の向きを変え、マリと敦志に隠すようにしてメールを読んだ。

【今、移動の車の中だ。今夜、電話をするつもりだが、何時までなら起きている？】

　別に特別なことが書いてあるわけでもないのだが、なぜか気き恥はずかしさがこみ上げてきて、短い文面に目を通すやいなや、すぐにパタンと携帯を閉じた。返信はあとでひとりになってからしようと決め、携帯をポケットに仕舞い込む。

　──いつからからなのかはわからない。だが、気がつくと俺は、おまえを友人以上の特別な目で見るようになっていた。

　──おまえが何よりも大事で……大切で……失うのが怖かった。

　秋守の告白に、戸と惑まどい、悩み、苦しみながらも自分なりの「答え」を出したのが十一月の上旬。

　──この気持ちがなんなのか、まだ自分でもよくわからない。

　──でも、やっぱり逃げてるばかりじゃ駄だ目めなんだ。だから、逃げずに向き合う。おまえの気持ちにも。自分の気持ちにも。

　亨としては現時点での精一杯の歩み寄りを、秋守も受け入れてくれて、一緒に新しい一歩を踏み出した。

　以来、秋守とは毎日のようにメールを交換し合っている。仕事柄夜遅くまで働く秋守と、朝が早い自分は生活時間帯が異ことなるので、毎日とはいかないまでも、週に何度かは折り合いをつけて電話で話もしている。

　ただ、実際に会って顔を見たのは、この一ヶ月あまりで一度きり。十一月の家族礼拝に、秋守が顔を見せた時だけだった。

　やはり十月に長期休んでしまったことが痛かったようで、ずれ込んだスケジュールを調整するために、秋守は今までにも増して忙しい日々を過ごしており、亨自身もクリスマスシーズンに向けて残業が多くなって、なかなか時間を合わせることができなかったためだ。

（まぁ……それだけが理由じゃないけど）

「亨さん、飾り付け、これで終わりでいいですか？」

　マリから声をかけられ、物思いから我に返った亨は「ああ」と応じた。

「いよいよカウントダウンだからな。ふたりとも風邪ひかないように気をつけろよ。手洗いとうがいはマメにな」

　はーい、了解です、とそれぞれ声が返る。

　ふたりの後輩に向き直り、亨はやや居住まいを正して言った。

「今年のクリスマスは俺の仕切りってことでオーナーに任せてもらったけど、俺も初めてのことなんで、いろいろ至いたらないところがあるかもしれない。そのあたり、ふたりにフォローしてもらえると助かる。頼みます」

　頭を下げると、マリが「任せてくださーい」と明るい声を出した。

「俺も初めてなんでミスとかあるかもですけど、精一杯がんばります」

　敦志も力強く請うけ合あってくれる。

「よろしく。今年も年内最後の大仕事を無事に乗り切れるようにがんばろう」

「はい！」

「んじゃ、今日はお疲れ」

「お疲れ様でーす」

「明日からがっつり残業だからな。今日は早めに寝て睡眠たっぷり取っておけよ」

「はーい」

　マリと敦志のふたりが控え室へ下がっていったあと、ひとり店に残った亨は、戸締まりを済ませてから、携帯を取り出した。

【今、仕事が終わった。これからアパートに戻るので、適当な時にかけて】

　そこまで打って【電話、待ってる】と続けようかどうか迷う。ボタンに指をかけた状態で三十秒ほどたっぷり迷った挙あげ句くに、やっぱり気恥ずかしさが勝って、打たないままに送信した。

　パチンと携帯を閉じ、尻のポケットに突っ込んでひとりごちる。

「さーて、着替えて帰るかぁ」










　その夜、秋守から電話があったのは、夕食を済ませて風呂に入り、ベッドの上で髪を乾かしながら雑誌をぱらぱら捲めくっていた時だった。

　ヴーヴーと充電器に差し込んであった携帯が鳴り出して、亨はページを捲る手を止めた。

（来た！）

　あわててベッドから降り、床置きの充電器に手を伸ばす。携帯を引き抜き、フリップを開いた。【秋守】という名前を確認してから耳に当てる。

「もしもし、秋守？」

『亨か？』

　滑なめらかで、深みのある低音が耳に届き、三日ぶりに聴く秋守の声にトクンと胸が鳴った。なんとなく落ち着かない気分になって、携帯を持ったまま、部屋の中を行ったり来たりする。

『今、話していて大丈夫か？』

「あ……うん、全然大丈夫。おまえこそ平気なの？」

『社に戻ってきて、海外からの連絡待ちだ』

「そっか。相変わらず忙しそうだな。ちゃんと食って寝てるか？」

『睡眠時間は若干少なめだが、その分、できるだけ食べるようにはしているよ。あれ以来、山やま本もとの監視が厳しくなって残せないんだ』

「あれ以来」と、秋守がさらりと口にしたことに少し驚いた。恋人の不ふ慮りょの死にダメージを受けた秋守が自暴自棄とも言える酒浸りの日々を送ったことに関しては、その原因も含めて、このひと月あまり、話題に上ることがなかった。亨も敢あえて、その件には触ふれないようにしてきたのだが。

（自分から口にしたってことは、徐々に傷が癒いえつつあるということなんだろうか）

　もちろん、そう簡単に癒えるものでもないとは思う。

　おそらくは一生、自分の中にも秋守の中にも傷は残る。ケイトさんの存在が、自分たちの中から消えることはない。

　そう思う一方で……少しずつ立ち直りの兆きざしが見える秋守の様子にほっとする。

　秋守を見守る執事の山本さんも、安あん堵どしていることだろう。

『亨もクリスマスの準備で忙しいんだろう？』

　秋守の問いかけに、亨は「うん」とうなずいた。

「今日はマリたちと店の飾り付けをしたんだけど、いよいよカウントダウンって感じで気合い入ったよ」

『そうか。毎年のことで慣なれてはいるんだろうが、無理はするなよ』

「うーん、死なない程度にがんばるよ」

　お互いの近況とか、その日に起こったちょっとした出来事の報告とか、電話の内容は別段以前と変わらない。

　でも……やっぱり前とは違う気がする。具体的にはどこがどうとは言えないのだが、秋守の声の調子とか、会話と会話の間に流れる空気とかが微妙に、ただの幼なじみだった頃とは違う。

　秋守の声が前よりほんのちょっぴり甘くなったなぁとか、今のはちょっと独占欲滲にじみ出でてたよなぁとか、あんなに関係ないって言ったのにまだマリのこと気にしてるっぽいとか、そんなあれこれに気がつくたび、背中がうずうずして、くすぐったいような、照れくさいような気分になるのだ。時々、仕事中でも秋守との電話での会話を思い出して、急に落ち着かない気分になることがある。マリに「亨さん、どうしたんですか？」と言われてあわてて留守になっていた手を動かしたり……。

　生まれて初めて味わう感覚と気分。

　二十四時間、そわそわして自分の言動を持て余し、常に足あし許もとがふわふわと覚おぼ束つかない感じ。

　……よくわからないけど……ひょっとして恋愛の初期ってこんな感じなのか？

（って、うわ、俺、何恥ずかしいこと考えてるんだよ!?　乙女かっ）

　ひとりで狼狽うろたえているうちに、いつの間にか会話が途切れていて──不意に『亨……』と呼ばれ、ぴくっと肩を揺ゆらした。

「な、何？」

『……会いたい』

「………っ」

　耳を打つ熱を帯びた囁ささやきに息を呑のむ。

「あ……秋守？」

『おまえの、顔が見たい』

　思い詰めたような声音にトクッと鼓動が跳はね、やがて、じわじわと顔が熱くなってきた。

　そんなふうに言われて、うれしくないと言ったら、それは嘘だ。うれしい気持ちは、たしかにある。秋守に会いたい気持ちも……。

（でも）

　電話では今のところなんとか普通に話せているけれど、面と向かってもニュートラルでいられるかどうか、自信がない。変な態度を取ってしまって気まずくなったらどうしようとか、もしかしてふたりで会うのは「デート」ってことになるのだろうか、だとしたらそれなりの心構えが必要なんじゃないかとか、いろいろ考えていると頭が混乱してきて、どうすればいいのかわからなくなる。

　それに、会ったらきっと思い出してしまう。

　海かい馬ばの奥底に封印している記憶。

　秋守の口こう淫いんで果てた自分。そして、自分の体を使って果てた秋守を、生々しく思い出してしまう。そうしたら、いよいよ挙動不審になるに決まってる。

　まだ心の準備ができていない亨の気き後おくれが、どうやら秋守にも伝わっていたらしく、今までは「会いたい」とアピールされたことはなかった。そのことに心のどこかでほっとしている自分もいた。

　しかし、その秋守が……ついに。

（ど、どうしよう。なんて返事……っ）

　携帯をぎゅっと握にぎり締しめ、息を殺して動どう揺ようしていると、受話口から、ふっとため息が聞こえてくる。

『なんて……今は無理だよな。クリスマス前でおまえは忙しいし、俺も……』

「あっ……う、うん、ごめん」

　返事をする前に秋守が諦あきらめてくれたことに密ひそかに胸を撫なで下おろしながら、亨は謝った。

『おまえが謝ることはないよ』

　秋守が自分に言い聞かせるような声を出す。

『お互い仕事なんだから仕方がないし』

「…………」

『──すまない。そろそろ仕事に戻らなくちゃいけない』

「あ、うん……」

　まだ話したりない気もしたが、秋守はこれから仕事なのだから仕方がない。自分だって明日のことを考えたらなるべく早く寝たほうがいい。

『またメールする』

「わかった。えっと……じゃあ、またメールで」

『おやすみ』

　通話が切れてからも、亨はしばらく携帯を手にぼんやりと立ち尽くしていた。

　──……会いたい。

　まだ耳に残っている囁きを反はん芻すうする。胸がつきっと疼うずいた。

「俺も」って言えばよかったな。せめて、自分も会いたいと思っているっていう気持ちだけでも伝えればよかった。せっかく、秋守が言ってくれたのに。

「はぁ……なんか、難しい」

　秋守が自分にとってただの幼なじみじゃないことはわかっている。失いたくない、特別な存在だということもわかっている。

　でも、次のステップにどう進めばいいのかわからない。進みたいのかどうかすらわからない。

　ひとつ目のハードルをかろうじて飛び越したはいいけれど、二個目を前にして立ち尽くし、その高さに惑い、足踏みをしている自分がもどかしい。けど、どうしようもできない。

「ただでさえ経験値が低いのに、ハードル高すぎるよな……」

　思わず嘆たん息そく混じりのぼやきを零こぼし、亨は半乾きの髪を搔かき上あげた。










　カウントダウンが始まってからの数日は、まともに食事も睡眠も取れない忙しさで、平均睡眠時間四時間を切ったまま、イブ前日の二十三日に突入する。

　今日から二十五日までの三日間が、クリスマスケーキ販売の本番だ。

「いよいよ今日からクリスマスケーキの販売が始まる。接客のほうが人手が足りなくなると思うので、様子を見てフォローして欲しい」

　朝の一仕事を終えたあと、みんなの前に立った日鷹の台詞セリフに、亨、マリ、敦志、凉りょう子この四人が「はい」とうなずく。

「大変だとは思うが、お客さんをできるだけ待たせないように。こういう時だからこそ、レジの打ち間違えにも気をつけてくれ。あと、商品を渡す前に、予約伝票と品物を照らし合わせてよく確認するように。必ずお客さんにも商品を見せて、確認してもらうこと」

「了解です」

「この三日間が正念場だ。みんなで力を合わせて乗り切ろう。あと五分で開店だ。各自、持ち場についてくれ」

「はい！」

　十一時のオープンと同時に常連客が店内に次々と入ってきて、凉子とマリの声がユニゾンで響く。

「いらっしゃいませ！」

「いらっしゃいませ！」

「エクレールのクレームパティシエールを三つとモカを三つ。それと、タルト・フィグをホールでください」

「かしこまりました。少々お待ちください」

「あの、お願いしてあったケーキを受け取りに来たんですけど」

「はい、伝票の控えのほうをお預かりさせていただけますでしょうか。サイトウ様。ビュッシュ・ド・ポム・タタンをおひとつですね。ただいまご用意いたします」

　店頭の賑わいを横目に、厨ちゅう房ぼうの亨と日鷹、敦志は、ケーキ作りに没頭した。苺いちごと生クリームを使った定番のクリスマスケーキは日鷹に任せ、亨は新作に専念する。

　今年の新作クリスマスケーキは、『ビュッシュ・ド・ポム・タタン』と亨が命名した、林りん檎ごを使ったビュッシュ・ド・ノエルだ。アーモンドのビスケットの上にババロア、林檎のコンポート、キャラメルムースを重ね合わせ、さらにホワイトチョコレートムースでコーティングし、トップにマカロン、グロゼイユ、ラズベリーを飾る。仕上げに粉糖をふって、粉雪のイメージを演出した。

　五つの作業工程から成るので時間も手間も相当かかる。だが、こんなに手間のかかるケーキを考案したことを後悔してもいまさらあとの祭りだ。

（やるしかない）

　タブリエの腰こし紐ひもを腹の前できゅっと締め直した亨は、アシスタントの敦志に指示を出した。

「敦志、俺がコンポートやってる間におまえはビスキー・アマンドの表面にキャラメルシロップ塗ぬって。できるだけ均一にな。塗ったら冷蔵庫に入れて冷やしておいて。それと、手が空あいたらメレンゲ泡立ててくれ」

「はい」

「それが終わったらババロアな。俺はムースいくから」

「了解っす」

「ラスト、組み立てと飾り付けは流れ作業でいくぞ」

「うっす！」

　ひたすら作業に集中し、昼休みもろくに取らずに一心不乱に新作ケーキを作り続けて、出来上がった順に店頭へ運び、また作業工程の一から取りかかって……を繰くり返かえし──ふと気がつくと閉店時間の七時になっていた。店頭ではこれといったトラブルもなく、一日目の販売は無事に終了したようだ。商品も、日鷹の読みが当たって、最後までショーケースから切れることはなかった。

「亨さん、明日の予約分の下準備どうですか？」

　最後の客を送り出したマリが厨房へやってきて、亨に話しかける。

「んー、なんとか作業の半分ってとこ。明日が一番予約数が多いからな」

「ですよね。私も手伝います」

「いや、マリはシュトーレンとクグロフやって。そっちも商品もうないだろ？」

「なんとか明日一日は保もつかなーって感じですけど」

「足りなかったじゃ済まないからさ。お客さん、がっかりさせられないから」

「そうですね。じゃあ、シュトーレンとクグロフやります」

　それらクリスマス用の商品に加えて、それ以外の定番商品も作らなければならない。

（こりゃマジで、今日は帰れねぇかも……）

　その予感は的中し、亨がアパートに戻ることができたのは、日付を大幅に跨またぎ、明け方の四時を回った頃だった。










　シャワーを浴びたあと、気を失うようにベッドに倒れ込み、しかし一時間足らずで目覚ましに叩たたき起おこされる。しゃっきりしない頭を振り振り、手早く身み支じ度たくをした亨は、まだ薄暗い中、愛車のロードバイクを駆かって『HIDAKA』へ向かった。

「う～、耳冷てー。うーす……めっちゃ冷えるなぁ。息が真っ白だったぜ」

「おはようございまーす。ほんと、寒いですよねー。今日は腹巻きしてきちゃいました」

「おはようっす。なんか雪とか降りそうっすよね」

　明らかに寝不足顔で赤い目のマリと敦志に挨あい拶さつをしてから、控え室でユニフォームに着替え、早速作業に取り組む。底冷えする厨房の中で黙々と手を動かし、なんとか定番の生ケーキ全種類と『ビュッシュ・ド・ポム・タタン』の本日予約分が完成したのは開店の十分前だった。

「いらっしゃいませ！」

「クリスマスケーキをご予約のお客様は順番に承うけたまわっておりますので、こちらにお並びください」

　さすがはイブだけあって、客足は途切れることがなく、店内は常時四、五人の客が順番を待つ混雑だ。マリと凉子だけでは手が回らなくなり、ついに敦志も接客に駆り出される。まず間違いなく、一年のうちで今日が一番の来客数だろう。

「予想以上に予約以外のお客さんが多いな……」

　店頭の様子を窺うかがっていた日鷹が眉根を寄せてつぶやいた時、マリが厨房に駆け込んできた。

「店頭売りのフレズェとノエルブランがもう売り切れそうです！」

　とっさに時計を見る。まだ三時前だ。夕方にもう一度ピークが来るのに、商品がないでは済まされない。日鷹の判断は速かった。

「亨、今やってる作業は一時ストップして、フレズェとノエルブランを作るぞ」

「了解です」

　その号令に亨も即答した。予期せぬアクシデントだが、ここはがんばって乗り越えるしかない。

「マリ、他にも足りなくなりそうな商品をチェックしてくれ」

「はい！」

　日鷹と亨のふたりで、まさにフル回転で作業をこなし、なんとか商品を補充できたのは夕方のピークを迎える寸前だった。

（ギリギリセーフ……）

　ふぃーっと息を吐いて額ひたいの汗を拭ぬぐったが、ここで脱力している場合じゃない。二時間のロスの分、キリキリ巻いていかないと、明日の予約分が間に合わない。

　軋きしむ腰を拳こぶしでトントンと叩き、肩をグルグルと回した亨は、「おっし」と気合いを入れ直して、新たな戦場に向かった。










「結局一時かぁ……はぁー……マジ、しんどかった」

　一度も座ることなく一日立ちっぱなしだったせいで、ギシギシと軋む背中と腰。肩は凝こり固かたまり、二の腕はパンパンに張っている。脹ふくら脛はぎは棒のようだし、足の裏はヒリヒリ痛いし、酷こく使しした目もシパシパしている。朝から何か固形物を胃に入れる余裕すらなくて、水分補給しかできなかったのだが、疲れ過ぎているせいか、食欲も湧わかない。

　時間に余裕があったら、昼休みにでも自転車で教会にさっと行って、チビたちにクリスマスケーキを渡して来ようかと思ったが、やはりそれどころじゃなかった。明日の夜、持っていくしかない。どのみち教会もクリスマス聖せい餐さん式しきやイブ礼拝で、ケーキどころの騒ぎじゃないだろう。

「やっぱイブはキツさもＭＡＸだな……」

　だが、なんとか峠は越えた。ピークの二十四日さえ乗り越えれば、あとは下り坂。このハードワークも明日一日──正確には今日一日で終わりだ。

「あと一日……ファイトだ、俺……」

　自分を鼓舞しつつロードバイクから降り、アパートの裏手の駐輪場に停とめる。ダウンジャケットの肩にバックパックを引っかけ、よろよろとコンクリートの階段を上り始めた。

　鉛でも足首にくくりつけているかのような重い脚あしをなんとか持ち上げ、のろのろと階段を折り返した亨は、視線が捉とらえた廊下の突き当たりに人影を認め、ぴくっと肩を揺らした。シルエットでロングコートを羽は織おった男とわかるその長身の影は、亨の部屋の前の鉄柵に凭もたれかかって、月を眺めている。一瞬、煙草たばこでも吸っているのかと思ったが、どうやら違うようだ。

　誰かを待っている？

　って、こんな夜中に来客？

　身に覚えのない亨が、息をひそめて不審人物を凝ぎょう視ししていると、男が不意にこちらを向いた。耳からイヤホンを引き抜き、手許のデジタルオーディオプレーヤーのボタンを押す。

「亨」

　聞き覚えのある声で名前を呼ばれて、亨は両目を見開いた。暗くて顔は判別がつかないけれど、この声は聞き間違えようがない。一週間前にも聴いたばかりの……。

「秋守!?」

　その名前に呼応したかのように、コートの裾すそを翻ひるがえして長身の影がこちらに向かってきた。近づくにつれ、その顔のディテールが明らかになる。くっきりと濃い眉の下の黒い瞳と高い鼻び梁りょう、端たん整せいな唇くちびる。

　すぐ手前で足を止めた約一ヶ月ぶりのノーブルな美び貌ぼうを見上げて、亨の口から上うわ擦ずった声が飛び出た。

「なっ……おまえ何？　突然……」

　秋守らしくない、突発的で衝動的な行動に面食らっていると、間近からじっと亨を見下ろしていた秋守が、じわりと双そう眸ぼうを細める。

「突然でごめん」

「つか、今までここで待ってたのかよ？……って、どんくらい待った？」

「一時間くらいかな」

「一時間!?」

　この寒空に一時間も!?

　思わず「馬鹿！」と大きな声を出す。

「来るなら来るでなんで電話の一本しないんだよ？」

「今日がピークだって聞いてたから、仕事の邪魔になるかと思って」

「それでもメールとか他に手段があるだろ？　あー、ったく風邪引いたらどうすんだよ？　とにかく鍵開けるから中に入れ」

　ダウンジャケットのポケットからキーホルダーを取り出しながら自室に大おお股またで近づき、急いで鍵を開けた。ドアを開き「入れよ」と顎あごをしゃくる。すると、「お邪魔します」と律りち儀ぎに頭を下げた秋守が、玄関に足を踏み入れた。

　続けて亨もドアの中に入り、靴くつを脱ぐ。フローリングに足を上げ、電気をつけた。部屋に入るなり、リモコンでエアコンの電源を入れる。

「へぇ……こういう部屋に住んでいるのか」

　背後の声に振り返り、興味深げに八はち畳じょう一ひと間まに視線を巡めぐらせている秋守を見た。ただでさえ低い天井が、百八十超の秋守のせいで、余計に低く感じる。

「そういやおまえ、上がるの初めてだっけ？」

「ああ。いつも『HIDAKA』か教会で会っていたからな。かなり前に一度、車でここまで送ったことがあったから、アパートの場所はわかっていたけれど」

「狭せまいだろ？　なんせ寝るのも食うのもくつろぐのも、全部この部屋だからさ。おまえのうちの玄関より狭いんじゃね？」

「こざっぱりきれいに片付いてるし、インテリアとかもさりげなくセンスがよくて、亨らしい部屋だよ」

　亨の説を否定しないまでも、そんなふうにフォローしてくれた秋守に、「適当にそこのソファとかに座ってよ」と言って、亨はダウンジャケットを脱ぎ、部屋の片かた隅すみのベッドに投げた。

「コートとジャケットかして。ハンガーに掛けるから」

　手て触ざわりのいいカシミアのコートとマフラー、高価そうなジャケットをハンガーに掛け、壁のフックに引っかけてから、亨は三畳のキッチンに立った。鍋なべにミネラルウォーターを注そそぎ入いれて火にかける。

「気を遣わないでくれ」

　ふたりがけのソファに腰を下ろして恐縮した声を出す秋守に、肩を竦すくめた。

「どうせ俺ひとりでも呑むから」

　五分後、マグカップがふたつ載ったトレイをローテーブルまで運び、カップのうちのひとつを秋守の前に置いた。

「蜂はち蜜みつ漬づけのゆずのお茶。ビタミンＣたっぷりで体あったまるから」

「ありがとう」

　マグカップを手に取った秋守が、ゆず茶に口をつける。床に敷いたラグに胡座あぐらをかいた亨は、自分自身もカップに口をつけながら、しばらく正面の秋守を見守ったのちに訊きいた。

「体、あったまってきた？」

「ああ、おかげでずいぶんあたたまった」

「よかった」

　ほっとする。自分のせいで年末の忙しい時期に秋守が風邪で寝込んだりしたら、ものすごい数の人の恨うらみを買いそうだ。

「ここに来る前に、教会に寄ってきたんだ。チビたちにクリスマスプレゼントを渡してきた」

「あ、ほんと？　どうだった？　たくさん人が来てた？」

「ああ、礼拝にも顔を出したけど、教きょう会かい堂どうがいっぱいで立ち見も出ていたよ。パパも梗きょう一いちもすごく忙しそうだったから、長居はせずに出てきた」

「あっちも一年で一番忙しい日だもんな。手伝いに行きたいけどこっちも手一杯でさ」

「それは仕方がないよ。子供の頃ならともかく、今はそれぞれの生活もあるしな。それに、今年は若い信者も手伝っていたから」

「若い信者？」

「体力ありそうな青年が梗一の手伝いをしていた」

　秋守がゆず茶を呑み干したのを見み計はからって、亨は改めて突然の訪問の意図を尋たずねた。

「で？　……こんなふうにいきなり訪ねてくるなんて、なんか用があったのか？」

　それも選よりによって、わざわざイブの夜、自分がピークに忙しい日を狙ねらって。待たされるのは予想がついただろうに。

「うん……」

　カップをローテーブルに置いた秋守が、ソファから立ち上がった。どこへ行くんだろうと、その姿を目で追う亨の前を横切り、壁に近寄って、ハンガーに掛かったコートのポケットを探る。ややして「何か」を摑つかんで戻ってきた秋守が、ソファに腰を下ろし、自分の傍らのスペースをぽんぽんと手のひらで叩いた。

「亨、ここに座って」

　乞こわれた亨は、意味がわからずに眉をひそめる。

「なんだよ？」

「いいから、ほら、ここ」

　重ねて催さい促そくされて仕方なく立ち上がり、秋守の隣りに腰を下ろした。満足そうにうなずいた秋守が、手に持った「何か」を亨に向かって差し出してくる。

「……何？」

　受け取った亨は怪け訝げんそうにそれを見つめた。手のひらよりもひと回り大きいくらいの平たい長方形の箱だ。焦こげ茶色の包装紙とオレンジ色のリボンでラッピングされている。

「これをどうしても直接手渡したくて待っていたんだ。──開けてみてくれ」

　促うながされるがままにリボンを解ほどく。さらに包装を解いて、現れた箱の蓋ふたを持ち上げた。オーガンジーのような風合いの白くてふわっとした紙を左右に開くと、中から茶色い革かわの手袋が現れる。

「手袋？」

　触り心地からして、おそらくは超がつく高級品なのであろうその手袋を、亨は手に取った。

「おまえ、自転車に乗るだろう？　すでに持っているかもしれないけど、この手袋は革がやわらかくて指が動かしやすいし、裏地が起毛していてすごくあったかいんだ。俺も愛用しているブランドだから」

「これ、俺に？　でもなんで……？」

　訝いぶかしげにつぶやいていて、はっと気がつく。

「もしかしてクリスマスプレゼント？」

　もしそうだとしたら……ヤバイ。自分は何も秋守に用意していない。仕事のことでいっぱいいっぱいで、そっちに頭が回らなかった。

「ごめん、俺……何も用意してなくて」

　青ざめる亨に、秋守が首を振る。

「いや、そうじゃない」

「そうじゃない？」

　不思議そうに問い返すと、秋守はやさしく微笑ほほえみかけてきた。

「日付は変わっちゃったけど、誕生日おめでとう」

「あ……っ」

　その言葉で、すっかり忘ぼう却きゃくの彼方かなただった事柄を思い出す。

　そうだった。忙しさにかまけて完全に頭から抜け落ちていたが、今日は自分の誕生日だ。正式には、パパに拾われた日だけど。

「そっか、今日から二十九か……うわー、二十代最後の年かよ？　実感湧かねー」

　天を仰あおいでぼやいてから、亨は居住まいを正して、秋守に礼を言った。

「サンキュー。ありがとう。安っちい手袋しか持ってないからうれしいよ。こんな革のちゃんとしたやつ、分ぶん不ふ相そう応おうな気がするけど」

「よかったらしてみてくれ」

「うん」

　いそいそと手袋を嵌はめてみる。まるで誂あつらえたみたいにぴったりと手にフィットした。

「うお、やわらかいっ。こんないい革、初めてかも」

　指を動かしてみる。たしかに動かしやすい。

「すげーマジであったかい！」

　興奮気味の声を出す亨を、秋守はにこにこと眺めている。ひとしきり手袋の感触を味わった亨は秋守に尋ねた。

「これ渡すためにわざわざ忙しいのに来てくれたんだ？」

　なんとはなしに口に出した問いかけだったが、秋守の表情が改まる。亨の目をまっすぐ見つめ、真剣な顔つきで言った。

「おまえの誕生日は、どうしても一緒に祝いたかったんだ」

「…………」

　至近から注がれる秋守の眼まな差ざしの強さに押し負け、つと視線を落とす。

　俯うつむいた亨はごにょごにょと口ごもった。

「た、誕生日って言ってもさ、俺の場合、本当に生まれた日じゃないし……」

　だから個人的にはさほど思い入れがなかった。すっかり忘れていたのもそのせいだ。

　自分ですら失念していたその日を、けれど秋守は大事に心に刻きざんでいてくれた。忙しい中でも、プレゼントを用意してくれた。

「俺にとっては大切な日だ。二十九年前の昨日、おまえが教会の前に置いていかれなかったら、おまえとの出会いもなかった」

　秋守が真しん摯しな声こわ音ねを重ねる。

「だからやっぱり十二月二十四日は、俺にとって特別な日だ」

（大切な日で、特別な日）

　その言葉を舌の上でそっと転がしているうちに、胸の奥がじんわりぬくもってくる。

　親に捨てられた日が誕生日だなんてちょっと微妙だし、いい年していまさら誕生日もないだろうと思っていたけれど、こんなふうに想ってくれるやつがひとりでもいるなら、やっぱり誕生日っていいものなのかもしれない。

「…………」

　そんなことを考えながら、いつしか秋守の顔をぼーっと眺めていた亨は、ふと気がついた。

　そっか……今、秋守とふたりなんだ……。

　突然の訪問に不意を衝かれ、さしたる気構えもなくバタバタと部屋に迎え入れてしまったけれど……ふたりきりで会うのは前回のミッション以来──。

　狭い部屋にふたりきり……しかも、秋守のつけているかすかなコロンの香りがわかるくらいの近距離。

　甘いその香りを意識したとたんにトクンと鼓動が跳ねた。それが引き金になったかのように、胸の奥がざわざわとし始める。

（ふたりきり……）

　こくっと喉のどを鳴らしてしまい、その音が秋守に聞こえたんじゃないかと不安になり、いよいよ気持ちが落ち着かなくなった。

　どんどん大きく、早くなる鼓動を持て余して、そわそわと腰を浮かせる。

「あ……ええと、おかわり、呑む？」

「いや、もう大丈夫だ」

　あっさりと申し出を断られ、ふたたび腰を下ろす。

「そ、そうだ。部屋暑くない？」

　エアコンのリモコンに手を伸ばそうとして、「ちょうどいいよ」と言われ、仕方なく「そ、そう？」と手を引いた。

　挙動不審になっているその間も、横顔に秋守の視線を感じる。

　熱っぽい視線に炙あぶられたみたいに、頰ほおがじわじわと熱くなってくる。

　なんでそんなにじっと見るんだよ？　そんなにじーっと見られたら穴が開くだろ？

　耐えられなくなって、ちらっと横を見た瞬間にばちっと目が合った。

「………っ」

　熱を湛たたえたような黒い瞳と目が合った刹せつ那な、なぜか視線が外はずせなくなる。

　思わず硬直していると、視線を合わせたまま、秋守が手を伸ばしてきた。強こわばった肩を大きな手のひらで包み込まれて、びくっと体が震える。

「な……に？」

　問いかけに返答はなかった。ただゆっくりと秋守の顔が近づいてくる。熱を帯びた闇色の双眸をぼんやり見つめていた亨は、吐息が触れ、焦しょう点てんがぼやけるほど秋守の顔が近くに来た段で、漸くその意図に気がついた。

（も、もしかして）

　キス……しようとしてる？

　思い至ると同時に、カーッと体温が上昇する。

　うわ……ど、ど、どうしよう!?

　初めてじゃない……けど、あの時はアクシデントっていうか不可抗力みたいなもんで……こんなふうにちゃんと意識のある秋守とするのは初めてなわけで。

　どっと汗が噴ふき出でて、心臓がドッドッとすごい勢いで走り出す。

（うわーうわー）

　心臓……バクバク。破裂しそう……！

　頭の中は真っ白パニック状態で、逃げるという考えは思いつかなかった。

　どうしよう。どうしたら!?

　混乱の末、進退窮きわまった亨は、ぎゅっと目を瞑つぶった。
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　小刻みに震える両手を握り締め、ガチガチに体を硬直させていると、ついに、ほんのちょっぴり湿った感触が唇に重なってくる。

（……来たッ）

　どうしていいかわからず、息を止めて全身を強ばらせていたら、ほどなく唇が離れた。

（お、終わった？）

　思っていたより短かったことに安堵して、そろそろと薄目を開ける。すると、びっくりするほど近くに秋守の顔があって肩が揺れた。濡ぬれたような黒い瞳で亨を見つめ、秋守がかすれた声で囁く。

「もう一回……いいか？」

（も、もう一回？）

　でも、そんなふうに懇こん願がんじみた声を出されたら、拒否できない。

（う……うう）

　真っ赤な顔で微かすかにこくっとうなずいた直後、もう一度、唇が重なってくる。何度か唇を押しつけられ、啄ついばむようにやさしく吸われた。キスとキスの合間にも、秋守の吐息が触れる。

　亨の緊張が伝わったのか、秋守はそれ以上のことはしようとはしなかった。ただ、愛いとおしむようなやさしいキスを繰り返す。

「…………」

　唇を唇で愛あい撫ぶされながら、あやすみたいに肩を撫なでられていると、ガチガチだった自分の体から少しずつ力が抜けていくのがわかった。

　このキスは……嫌じゃない。どっちかっていうと気持ちいい。

　やがて、そっと名な残ごり惜おしげに唇を離した秋守が、亨を胸の中に抱き寄せた。硬い胸に顔を押しつけられた一瞬後、ぎゅっと抱き締められる。

（あったかい……）

　子供の頃、よくこんなふうに狭いベッドで抱き合って眠ったっけ。

　秋守の胸から少し早い鼓動が伝わってきて、そのリズムに耳を傾かたむけているうちに、だんだんと眠くなってくる。目ま蓋ぶたがずっしりと重くなり、体がとろとろと蕩とろけ、頭が霞かすんできて──いつしか亨の意識は遠くなっていった……。










　次に意識が戻ったのは明け方だった。

　ピッ、ピッ、ピッ、ピッ！

「うーん……」

　亨はどこかで鳴っている電子音に眉をひそめた。もぞもぞと寝返りを打つ。

　ピピッ、ピピッ、ピピッ、ピピッ！

「わかった……わかったって……今起きるよ……」

　腕を伸ばし、電子音の発信源──枕元に置かれた目覚まし時計を摑んだ。アラームスイッチをカチッと落とす。

　むくっと起き上がり、寝乱れた髪を搔き上げた。半開きの眼まなこで、まだ薄暗い部屋をぼんやりと眺める。

「あれ……俺……どうしてベッドに？」

　たしか、昨日の夜は帰ったら秋守が部屋の前にいて……誕生日プレゼントをくれて……。

　──もう一回……いいか？

　曖あい昧まいな記憶を辿たどっていた亨は、艶つやめいた囁きが蘇よみがえった瞬間に、カッと赤面した。

　そうだった。俺……秋守とキスしたんだ。

　それで……秋守の胸の中があったかくて気持ちよくて、うとうとして……そのまま。

（寝ちゃったのか）

「うわー……最低」

　ここのところずっと睡眠不足だったとはいえ、客を放置して寝こけちゃうってどうよ？

「秋守は？」

　あわてて部屋を見回したが、もちろん、その姿はない。

「……そりゃそうだよな」

　ため息を吐き、亨はベッドから起き上がった。置き手紙か何かないかと探していて、ローテーブルの上にメモらしき紙を見つける。

【少しでも早く休みたかっただろうに、突然押しかけてすまなかった。いつも五時半起きだと聞いていたので、目覚ましはその時間にセットしておきます。今日はありがとう。また連絡する。──秋守】

　端整な字のメッセージを読んで、経けい緯いを理解した。

　どうやら秋守は、眠り込んでしまった自分をベッドまで運び、布団を掛け、アラームまで仕掛けて帰っていったらしい。

「ありがとうって、礼を言うのはこっちじゃん」

　ローテーブルの上に置かれた手袋を手に取り、ひとりごちる。忙しい中時間を作ってプレゼントまで用意してくれて。なのに俺、寝ちゃって。

　もしかして……秋守的にはものすごく残念なところで眠っちゃったんじゃないだろうか。

　けど、自分的にはほっとしたような……。

（ごめん、秋守。でも、もう少し待ってくれ）

　ちゃんと、考えるから。おまえのこと、いつも考えているから。

　心の中で秋守に詫わびた亨は、んーっと伸びをした。

「あーあ、シャワーも浴びず、服着たまま寝ちゃったよ」

　でも不思議と気分はさっぱりしていて、疲れも取れている気がする。

「さーて、最終日だ。今日一日がんばるぜ」

　自分に気合いを入れると、亨はお湯を沸わかすためにキッチンへ向かった。
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　デスクの上の内線が鳴ったのは、午後の二時を少し過ぎた頃だった。

　新しん宿じゅく署しょ刑事課強きょう行こう犯はん係は、ほとんどの人間が出払っており、居残っているのは俺──配属されたばかりの新人・沢さわ木き主税ちからを含め、先輩刑事が二、三人だけ。

　自分のデスクの内線が鳴るなんてこと、まだ決まった仕事のない俺にとって滅多にないんで、少しばかり緊張して受話器を取る。

「はい、強行犯係・沢木です」

『キリヤだ』

　回線の向こうから聞こえてきたのは、高からず低からずといった男性の声。

　聞き覚えのない声こわ音ねに、俺はじわりと目を細めた。

　はて。キリヤ……って誰だっけ？

『ちょっと俺の部屋まで来てくれ』

　困こん惑わくしている間に、こちらの返答も待たずに内線がぶつっと切れる。受話器を持ったまま、俺は小首を傾かしげた。

　今日も伊い吹ぶき先輩に置いていかれて暇ひまだから、部屋に赴おもむくことはやぶさかじゃないんだが。相手が誰なのかわからないと、訪たずねていくこともできない。

　たしか、キリヤって言ってたよな。

　記憶を探ってみたけれど、心当たりはなかった。少なくとも、強行犯係の中にはそんな名前の人はいない。どこか別の部署の人なのかもしれない。

　受話器を置き、椅い子すから立ち上がった俺は、ぐるっと部屋を見回し、比較的余裕がありそうな先輩刑事のところまで歩み寄った。

「あの、すみません」

「おー、沢木か。なんだ？」

　書類を捲めくっていた手を止めて、鈴すず木きさんが俺に向き直る。

「つかぬことをお聞きしますが、新宿署にキリヤって方おられます？」

　鈴木さんが妙な顔をした。

「キリヤって桐きり谷やさん？」

「たぶん、そのキリヤさんだと思います。署内にキリヤさんがふたりいない限り」

　ますます不思議そうな表情をする。

「おまえ……桐谷さんのこと知らないの？」

「はい、今内線をいただいたんですけど、どなただかわからなくて」

　訝いぶかしげな先輩刑事が、ややして合が点てんがいった顔つきで「そっか」とつぶやいた。

「おまえが入署した時、海外視察でいなかったもんな。そのまま挨あい拶さつしてないのか。──課か長ちょうだよ」

　それでもまだぴんと来なかった俺は、腑ふに落ちない声で聞き返す。

「課長？」

「刑事課の課長」

　ようやくシナプスが繋つながり、覚えず大声が出た。

「課長!?」

「そ。呼び出されてんなら急いだほうがいいぞ。あの人せっかちだから」

　忠告してくれた先輩刑事に「ありがとうございました」と礼を言うなり、俺はあわてて回れ右をして部屋から飛び出した。










　そうだった。

　俺が新宿署に入署した時、課長は[image: ][image: ]に視察に行っていた。その後帰国したという噂うわさは小耳に挟はさんではいたけれど、俺みたいな下っぱと刑事課の長である課長との接点もなく（課長は個室だし）──今日まで顔を合わせないままに来てしまったのだ。

　その課長から急に名指しで呼び出しなんて、一体なんだろう。

　伊吹先輩のことか？

　それくらいしか思い当たる節がない。

（伊吹先輩……か）

　強こわ面もてで鳴らす先輩刑事とコンビを組むようにと、強行犯係の係長に言われたのが一ヶ月前。だがしかし、伊吹先輩は根っからの一いっ匹ぴき狼おおかみ体質で、駆け出しルーキーの面倒を見る気はさらさらないらしい。

　──俺は相棒は持たない主義だ。

　──おまえには別の誰かをあてがってもらうよう、俺から課長に話しておく。

　──視察で[image: ][image: ]に行っている課長が戻ってきたら話をつける。

　廊下を歩きながら一方的な通告を脳のう裏りに還かえした。

　あれから、本気でまるっと放置され続けること一ヶ月。冷たい仕打ちにもめげず、それなりにがんばって食らいついてはいるつもりだけど、伊吹先輩のつれなさは相変わらずだ。

　捜査現場に連れていってくれる気配はまるでナシ。従したがってやることがないので、自主的に他の先輩刑事のフォローに回る日々。おかげでデスクワークばっかり達者になっていく。

　さすがにちょっと疲れてきたよな。

（もし、別の誰かとコンビを組み直せって話だったらどうしようか）

　そう言われて、心が動かないと言ったら嘘になる。振り返ってくれる当てもない相手にアタックし続けるのもそろそろ限界。

　今のままじゃ、俺、刑事じゃなくて、事務スタッフだもんなぁ。

　そんなことをぼんやり考えつつ、課長の個室の前に立った。これから、自分が所属する課の一番偉えらい『ボス』とご対面だと思うと若じゃっ干かん緊張が走る。

　軽く深呼吸をしたあとでコンコンとノックした。

「沢木です」

「入れ」

　室内からのいらえに、ドアノブを回す。ガチャッとドアを押し開けた。

（うっ）

　思わず息を呑のんだのは、その六ろく畳じょうほどの部屋がかなり汚な……いや、乱れていたからだ。

　一瞬、警察に泥棒が入ったのかと思ったくらい……。

（すげぇ）

　紙クズで埋うもれた床の向こうに、デスクがあるのはわかったが、デスクトップに山より高く書類が積まれていて、奥にいる人の姿がよく見えない。

「あ、あの……」

「入れ。こっちに来い」

　戸と惑まどっていると、書類の向こうから声が命じた。

　来いって言われても……床が……歩けません。

「し、失礼します」

　仕方なく、俺は身を屈かがめて、床に散乱する紙を拾った。拾いまくってなんとか道を作り、どうにかこうにかデスクの前まで進む。

　拾い集めた紙をデスクの山の頂上にそっと乗せた時、下のほうから声が聞こえた。

「おまえが沢木か？」

「はい」

「ふーん」

　値踏みをするような視線を感じて、俺も書類の山越しに声の主ぬしを窺うかがい見みる。

（この人が桐谷課長か）

　そこには、予想していたような恰かっ幅ぷくのいいオジサンはいなかった。

　若い！

　いくつくらいだろう。いっても三十半なかばじゃないか？　少なくとも係長よりはずいぶんと若い。

　この若さで課長ってことは、キャリアかなんか？

　ぱっと見そうは見えないけど……。

　つい、じろじろと眺ながめてしまったら、課長が無ぶ精しょう髭ひげの浮く顎あごをざらっと撫なでた。警察官にあるまじき長めの髪によれたネクタイ。部屋の乱れが服装にも現れている。

「なんだ……素直そうな今時の好青年じゃないか。何が気に入らないんだろうな、あいつは」

　ぶつぶつとひとりごちてから、早速呼び出しの用件を切り出してくる。

「話ってのはアレだ。大体の予測はついてるだろうけどな」

「は、はい」

「伊吹がさ、おまえに自分以外の誰かをあてがってくれって言ってきている」

「あ……はい」

　やっぱり課長に言ったんだ。

　わかっていたことでも、実際にそれだけ疎うとまれているという事実を再認識するのはきつかった。顔色が沈しずむのが自分でもわかる。

「ンが、別の誰かってのが今のところ見当たらない。みんなすでに相あい方かたがいるし、自分たちのことで手いっぱいだからな」

「……はい」

　その話も係長に聞いた。ピンで残ってるのが伊吹先輩だけだってこともわかっている。

「無い袖そでは振れんってわけで、あとはおまえになんとかがんばってもらうしかない」

「……はぁ、でも……」

　俺は伏し目がちに小さな声を零こぼした。

「でも？」

「この一ヶ月、少しでも伊吹先輩に振り向いてもらおうと、自分なりにがんばったつもりです。精一杯アピールもしたし、必死に食らいつきもしました。でも全部空から振ぶりで……正直、もう自信ないです」

「まぁ、そう言うなって」

　桐谷課長が肩を竦すくめる。

「刑事は忍耐力がものを言う仕事だ。ひとつのヤマを何年もかけてコツコツと追うことだってある。そう考えりゃ、こいつはまたとない修行の場だ。なかなか口を割らない犯人をうたわせるシミュレーションだと思って、もう少しがんばれよ」

「……シミュレーション」

「考えてもみろ。伊吹を落とせたら相当な箔はくがつくぞ。今まで誰にも為なしえなかった偉い業ぎょうだからな。署内でも、一いち目もく置かれることは間違いない」

「……本当ですか？」

　疑わしげに確認すると、課長が大きくうなずいた。

「ああ、俺が太たい鼓こ判ばんを捺おす。伊吹を落とすという偉業を為しえた時、おまえは腕きき刑事への一歩を踏み出す」

「……腕きき刑事」

　その甘美な響きを、俺はうっとりと繰くり返かえす。

　そう呼ばれることこそが、自分がこの職業を選んだ理由であり、目標だったからだ。

　もしかしたら、伊吹先輩は、神様が与えたもうた試練なのかもしれない。俺を成長させるための試練。

　そんなふうに思えば、この一ヶ月の虐しいたげられた日々も納得がいく……気がする。

「俺……もう少しがんばってみます」

　俄が然ぜんやる気が湧わいてきた俺がそう言うと、課長が唇くちびるの両端をにんまりと持ち上げた。

「おー、そうかそうか」

　ヨシヨシというふうにうなずき、

「んじゃ、俺からも伊吹に念押しするから」

　言って、椅子から立ち上がった。

（あれ？）

　なんとなく、全体から醸かもし出だされる雰囲気からもっと大きい人なんだと思ってたけど、傍かたわらに立った課長は、俺と頭ひとつ違った。

　意外に思ってまじまじと見下ろしていたら、俺の視線に気がついたらしい課長が顔を上げる。

「おまえ、でかいなー。身長いくつあるんだ？」

「えっと、百八十三です」

「百八十三？　伊吹といい、何食ったらそんなに伸びるんだか」

　寝ね癖ぐせのついた髪をぐしゃぐしゃと搔かき混まぜ、ため息を吐ついた課長が、「行くぞ」と先に立って歩き出した。










　強行犯係の部屋に向かう廊下で、俺と課長は外出から戻ってきた伊吹先輩とタイミングよく遭そう遇ぐうした。

「あ、先輩！」

　俺の声に振り向いた先輩が、並び立つ俺と課長を見て、眉まゆをひそめる。

「よ、お疲れ。今ちょうど、おまえを探していたところだ」

「……なんの用ですか？」

　露ろ骨こつに嫌そうな切り返しにも怯ひるまず、課長が言葉を継ついだ。

「沢木の相方の件な。おまえの気持ちはわかるんだけど、現実問題、うちの課にこいつを引き受けられる人材がいないんだよ。沢木もおまえがいいって言ってるしさ」

　そんなこと言ってない！

　と思ったが、「な？」と促うながされ、致いたし方かたなく「はい」と答える。

「ほら、沢木もこう言ってるし、とりあえず秋の人事異動まででいいから、面倒見てやってくれないか。それ以降は、また改めて話し合いの場を持つってことで」

「…………」

　さすがに課の長が相手となると、無む下げに拒否もできないのか、伊吹先輩は不機嫌そうな顔つきのまま、黙って桐谷課長を見下ろしている。

（うわ。めっちゃむっとしてる）

　俺はひやっとしたが、課長は殺さつ伐ばつとした空気を感じないようで、「んじゃ、ま、そーゆーわけでひとつ頼むわ」などと、能天気な声を出している。

　く、空気読めない人？

「持ってみると案外かわいいもんだぞ、部下ってのは」

「…………」

「沢木は警察学校も首席で卒業してるし、鍛きたえようによってはいい刑事になると、上も期待してるしな」

「……あ、ありがとうございます」

　俺は舞い上がりそうにうれしかったけど、伊吹先輩は無言。眉み間けんにシワ寄せて無言。

「…………」

　ここまできて、さすがに鈍い課長も不ふ穏おんな空気を感じ取ったらしい。無精髭をカリカリと搔きながら、俺のほうに体の向きを変える。

「そういやさ、おまえの名前って、ひょっとして大おお石いし主税から来てんの？」

　居心地の悪さに嫌な汗を搔いていた俺も、渡りに船とその話題転換に飛びついた。

「あ、はい、そうです。親父が忠ちゅう臣しん蔵ぐらが大好きで」

「やっぱそうか。大石主税って、当時の人にしたら背も高くて美男子だったらしいもんな。おまえ、名前負けしてないんじゃん？」

　ほ、誉ほめ殺ごろし？

「そ、そんなことはないです……」

　困惑して、俺は首をぶんぶんと左右に振った。ちらっと横目で見やると、先輩の顔がますます不機嫌そうで焦あせる。やっぱ空気読めてないよ、課長……。

「そ、そういえば！」

　焦った挙あげ句くに、俺はぽんっと拳こぶしで手のひらを叩たたいた。

「前から思っていたんですけど、先輩の下のお名前って、なんて読むんですか？」

　口にしたとたん、課長が顔をしかめる。

（え？　何？　俺、なんかまずいこと訊きいた？）

　ドキッと心臓が鳴ったけど、もう遅い。

「す、すみません……でもずっと気になっていたもんですから」

「──ユリだ」

　地を這はうような低音に、俺はびくんっと肩を震わせた。

「え？　ユ、ユリ？」

　とっさには意味がわからず、訝しげに繰り返してから、それが先輩の名前の読み方だと気がつく。

　由ゆ利り＝ユリ？

　その清せい楚そで可か憐れんな響きと、目の前の強面のギャップに面食らいつつも、質問してしまった以上は何かコメントを返さなければと気が急せいた。

「あ……あの……かわいらしいっていうか、き、きれいなお名前ですね」

　言ってしまってから、はっと息を呑む。大の大人にかわいいなんて言って失礼だったか？

「…………」

　案の定、先輩の顔がいよいよもって険けわしさを増し──ぴきっとこめかみに筋が走った、ような気がした。

（ひー……怖いよ）

　俺をギロッとひと睨にらみしたあと、課長に視線を向けて低く落とす。

「話はそれだけですか？」

「あ、ああ」

「忙しいので失礼します」

　言うなりくるっと踵きびすを返し、廊下を大おお股またに歩き去っていく。

　その、心なしかいつもより怒り肩な後ろ姿を硬直して見送っていたら、傍らでぼそっと声が落ちた。

「あーあ、地じ雷らい踏んだ」

「えっ？」

　視線を向けた先、俺の左隣に立った課長が「はー」とため息を吐く。

「空気読めよ」

　って、あんたに言われたくな…

「『かわいい名前』は禁句。ガキの頃、それをネタに散々からかわれたらしい。あいつのトラウマなんだよ」

「そ、そうだったんですか!?」

　が───ん。

　目の前が暗くなる。

　ただでさえ、ウザがられているのに。

　またしても心証悪くした？

「お、俺……どうすれば？」

　気の毒そうな眼まな差ざしを俺に向けた課長が、首を左右にゆっくりと振った。

「一応、俺は上司としてやるべきことはやったからな。あとはおまえの努力次第だ」

　ぽんと俺の肩に手を置く。

「ま、せいぜいがんばれ」

　そう言って痩そう身しんを翻ひるがえし、逃げるように立ち去る課長をしばらく呆ぼう然ぜんと見送ってから、俺ははっと我に返った。持っていき場のない想いを持て余して、ぐっと拳を握にぎる。

　が、がんばれって言われても……。

「これ以上、無理ですから!!」

　俺の絶叫は誰に顧かえりみられることもなく、虚むなしく、廊下に響いた。
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「はぁ……」

　さっきからもう何回目の嘆たん息そくだろう。俺はため息を落としたコーヒーを意味もなくスプーンでグルグル搔かき混まぜた。ブラックなんだから、本当に意味のない行為だ。

　ひとくち口を付けただけのコーヒーは、すっかり冷めてしまっている。

　もっとも、熱かった時もさほど美う味まいとは言えないコーヒーだ。それなのに、毎週のように駅の上にあるこの喫茶店に立ち寄り、窓際のいつもの席で、美味くもないコーヒーを頼んでしまうのは、この駅から──あの人が住む町から立ち去りがたいからだ。

（我ながら未練がましいと思うけど……）

　日曜日が終わってしまうのが切なくも寂さびしくて、なかなか腰が上がらない。

　東とう京きょう都と下かのベッドタウンであるこの町に、毎日曜ごとに通い始めて約二ヶ月。いつの間にか、日曜の早起きも習慣になった。五時半起きだけど、あの人に会うためだと思えば苦にはならない。明日はあの人に会える！　と思うと前日の夜からテンションが上がって、遠足の朝の子供さながら目覚ましが鳴る前に目が覚めてしまうくらいだ。

　七時前には早々に教会に着き、一週間ぶりに見る冷たい美び貌ぼうとストイックなキャソック姿に胸をときめかせつつ、主しゅ教きょう様と三人で教きょう会かい堂どうの掃除をする。この時間を心の支えに、フラストレーションが溜たまりがちな刑事としての日常を過ごしてきた俺にとっては、まさに至福の時だ。

　他に信者もいないので、チャンスとばかりに隙すきを見てあれやこれやと話しかける。

「梗きょう一いちさんは辛党ですか？　甘党？」

「映画とか観みます？　好きな俳優、もしくは女優は？」

「犬派ですか、それとも猫派？」

　大概は華麗にスルーされるが、めげずに質問を繰くり出だしていると稀まれに（明らかに気まぐれっぽく）リアクションが返ってくることもある。そんな時は顔が緩ゆるまないように堪こらえ、心の中の「梗一さんメモ」に新たな項目を付け加える。「甘いものは得意ではないが、唯一の例外が旧知のパティシエが作るスイーツ」「好きな俳優はサー・イアン・マッケラン。女優はすべからく好きじゃない」「強しいて言えば猫派」等々。

　掃除のあとは七時半から早そう禱とう、八時二十分から礼れい拝はいがある。その間、俺はベンチから、説せっ教きょう壇だんに立つ梗一さんをうっとりと眺ながめる。

　慈愛に満ちた穏おだやかな笑顔、信者を見つめるやさしい眼まな差ざしなど、牧ぼく師しとしての「表」の表情と凜りんと張った美しい声を堪たん能のう。俺にとって礼拝は、観劇のようなものだ。梗一さん主演のショーを観ているのに等しい。

　以前は、ここで楽しいショータイムは終わっていたのだが、先々週からは、日曜学校のアシスタントもさせてもらえることになった。元来子供は好きなので、無邪気でかわいい子供たちと一緒に過ごせるのは単純に楽しい。でももちろんそれだけじゃなく、その分長く教会にいられるのもうれしかった。それだけ、梗一さんと接触できるチャンスが増えるからだ。

　今でも、初めて日曜学校を手伝わせてもらった日のことを思い出すと、顔が自然とにやけてしまう。

　あの日、いつも子供のクラスを受け持っている信者が急病で来られなくなってしまったため、急きゅう遽きょ梗一さんが日曜学校を受け持つことになった。なんとなくの直感だけど、梗一さんは子供が苦手なんじゃないかと思った俺は、アシスタントを願い出た。

　彼の負担を少しでも減らしたい一心での申し出だったが、結果的に、オルガンを弾く梗一さんや賛さん美び歌かを歌う梗一さん、子供たちにお話をする梗一さんなど、たくさんの新しい梗一さんを観ることができて、すごく充実した時間だった。思わず、心のシャッターを夢中で切ってしまったほど……。

（あの時の梗一さん、一生懸命でかわいかったな）

　いつもクールなあの人が、苦手意識を必死に押し隠して、「子供好き」な白バージョンを演じる様がたまらなく愛いとおしかった。

　でも、白バージョンもいいが、なんといっても梗一さんの本当の魅力は「裏」、すなわち黒バージョンにある。

　二週間前、洗礼を受けようと思っていると相談した俺に、彼は取引を持ちかけてきた。

　──おまえが洗礼を断るなら、特別に二度目を考えてやっていい。

　二度目、と言うのは、二度目のエッチということだ。

　正直、そんなバーターを仕掛けてきた梗一さんには、ひどく失望した。どうやら彼は俺に洗礼を受けさせたくないと思っており、どうしても阻そ止しするつもりらしかったが、体をエサにしてちらつかせれば、嬉き々きとして飛びつくと思われていたことがショックだった。いくらなんでも見くびられ過ぎだ。

　梗一さんのことをもっと深く知りたい。もっと理解して、側そばに行きたい。できれば傍かたわらで支えたいっていう純粋な気持ちを踏ふみにじられた気がして……。

　ちくしょう舐なめんな！　そんな簡単な男じゃねぇぞ！

　──俺……そんなものが欲しいんじゃありません。

　バシッと潔いさぎよく断って、しばらくは顔も見たくないってくらいの勢いで教会を去ったのに──。

　もしかして俺、梗一さんのプライドを傷つけちゃった？

　たぶんすげー怒ってるよな。もう口きいてもらえないかも。

　そもそも、同じ男とは寝ない主義の梗一さんから誘われるなんて、きっと二度とない……。

　俺……千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスをふいにしちゃったのか？

　新しん宿じゅくまで行ったものの、頭は梗一さんのことで一杯で、悶もん々もんと思い悩んだ挙あげ句くに教会に舞い戻ってしまった。かといってすげなく断ってしまった手前、本人と顔を合わせづらく……夜道をうろうろしてたところに見み慣なれたセダンが出てきたのだ。

　梗一さんの車を見て、すぐにぴんと来た。憂うさ晴ばらしに男おとこ漁あさりに出かけるのに違いない。俺を引っかけた時と同じように、見ず知らずの男を銜くわえ込こむつもりなのだ。

　そう思った瞬間に頭にカーッと血が上のぼって、気がつくと車の前に飛び出していた。我ながら無茶をしたもんだ。でもあの時は、命と引き替えにしてでもあの人を止めたかった。

　──セックスと引き替えに洗礼を断るんだな？

　勝ち誇ったような梗一さんの顔が、いまだに忘れられない。情けなかったし悔くやしかったけれど、だからといってこのまま、梗一さんが他の男のところへ行ってしまうのを、指を咥くわえてみすみす見過ごすこともできない。そんなの、絶対、死んでも嫌だ！

　で、結局のところ、俺は取引を受けた。快楽と引き替えに、悪魔に魂を売り渡した。

　二度目の梗一さんは……甘くてキツくてトロトロで濡ぬれ濡れで最高だった。一度目も充分にすごかったけど、二度目はさらに輪をかけてよかった。梗一さんも、一度目より二度目のほうがより感じていたように思うのは、俺の思い上がりだろうか。

　あんなの知っちゃったら、もう他でなんか満足できない。そういう意味で、俺は本当にクロスロードで悪魔に魂を売り渡してしまったのかもしれない。

　でも……欲しいのは体だけじゃないから。どんなに気持ちがよくても、心が伴ともなっていなくちゃ意味がない。だから次こそは、ちゃんとあの人の気持ちを自分に向かせて、その上で抱き合いたい。

（……なんてなぁ。志こころざしだけは高いんだけどさ……）

　あれから二週間、二度目のセックスのあとも、梗一さんのクールな態度はまったく変わらない。歩み寄りの気配もまるでナシ。いや、むしろ以前よりつれなくなった気がする。話しかけても露ろ骨こつに無視されることが多くなったし。今日だって、まともに返事をしてくれたのは主教様の前でだけだったし。

「はぁ……」

　また、ため息が零こぼれる。下へ手たに肉体関係があったりするから──梗一さんの熱い一面を知ってしまっているから、余計にその冷たい態度がやるせなくて……って、バカバカ、ちょっと邪険にされたくらいでへこんでいる場合か？　敵が手て強ごわいのは承知の上だろ？

　俺は頭をふるふると振って、ナーバスな気分を振り払った。冷えたコーヒーをずずっと呑のみ干ほし、愁うれいを帯びた眼差しをガラス窓に向ける。いつの間にかは窓の外はすっかり暮れなずんでいた。

　梗一さん、今頃、何をしているんだろう？

　オレンジ色の外灯を見つめて切なくも甘酸っぱい気分で彼かの人の美貌に思いを馳はせ──ふと落とした視線が、駅前の雑踏の中に形のいい頭を捉とらえる。亜あ麻ま色いろの髪と白く滑なめらかな額ひたい。シルバーステンレスの眼鏡めがね。

「………あっ」

　声を発してガタッと立ち上がると、周囲の視線がいっせいに俺に集まった。注視の中、あわてて伝票を摑つかんでレジへと向かう。釣つりをもらうのももどかしく、急いで会計を済ませ、自動ドアから飛び出した。階段を二段抜かしで下り、雑踏へ駆け出す。人波を搔き分けるようにして、目指す痩そう身しんを追った。改札を通った彼のあとから、自分も改札を抜ける。階段を下りていく背中を追いかけ、お互いの距離が一メートルに縮ちぢまったところで声をかけた。

「梗一さん！」

　ぴくりと肩が揺ゆれ、すらりとしたスーツ姿が振り返る。白い眉み間けんに、俺を認めたとたんに縦たて筋すじが浮かんだ。なんでおまえがここにいるんだ、と顔に大きく書いてある。

（そんな嫌そうな顔しなくても）

　内心ちょっと傷ついたが、こんなことで傷心しているようでは、この人の相手はできない。

「上の喫茶店から姿が見えたから……お出かけですか？」

「…………」

「どこへ行かれるんですか？」

「……別に、どこだっていいだろう」

　不機嫌そうな声を出す彼の横に、俺は並び立った。するとそれを嫌がるみたいに彼が歩き出す。振り切られないよう足を速め、横に並びながら言った。

「今日は車じゃないんですね？」

「……飲酒運転はできないからな」

「って、呑みに行くんですか？　えー、誰と？」

「…………」

「いーなー。俺も梗一さんと呑みたいな。今度誘ってくださいよ」

　眉間のしわがいよいよ深くなり、じろっと横目で「……煩うるさい」と睨にらまれる。うっと思ったが、ここで怯ひるんだら負けだ。階段を上がり始めた彼を、めげずに追いかけた。

「新宿方面ですか？　じゃあ一緒だ」

　ホームに辿たどり着ついた瞬間にそう言ったら、ものすごーく怖い顔をされた。直後、ぷいっと顔を横向ける。そっぽを向いてしまった梗一さんの横に立ち、俺は彼を改めて観察した。私服の彼を見るのは三度目だ。牧師バージョンと明らかに違うのは、まず髪型。亜麻色の髪をオールバック気味に流している。チャコールグレーのスーツに白のシャツ。胸にやはり白のチーフを差し、袖そで口ぐちにはシルバーのカフリンクス。ネクタイはなく、第二ボタンまで外はずした襟えり許もとから白い首筋が覗のぞいている。その首筋からふわりと立ち上り、風に乗って俺のところまで漂ただよってきた甘い香りに、眉まゆ根ねを寄せた。

（おめかしして、コロンまでつけて誰と呑みに行くんだよ？）

　友達？　知り合い？　男？　女？　まさか……恋人ってことはないよな？

　疑心暗鬼を募つのらせていると、電車がホームに滑すべり込こんできて、ドアが開く。梗一さんがさっさと乗り込んだ。俺ももちろん同じ車両に乗り込む。梗一さんが、ひとつだけあった空席にさっと座ってしまったので、仕方なく俺は彼の前に立った。俺の存在は無きものとするつもりか、梗一さんは俯うつむき加減に腕を組む。ちらりとも、こちらを見ようともしない。

　完全無視を決め込む、その形のいいつむじを見下ろしつつ、俺はひとりで悶々とした。

　もしデートだったらどうしよう。いや、仮に今日の相手が恋人でなかったとしても、身持ちの悪い梗一さんなら酔った勢いでベッドインの可能性だって考えられる。何せ名前も知らない行きずりの自分と関係を持ったくらいだ。おまけに淫乱だし節操ないし……。

　考えているうちにどんどん胸の中がもやもやしてくる。

　そういや前に年上が好きだとか言ってたよな。

　脂やに下さがったスケベオヤジと抱き合う梗一さんを想像しただけで、胃がむかむかして吐きそうになった。

（んなのぜってー許せない！）

　拳こぶしを握にぎり締しめ、奥歯をギリギリ嚙かみ締しめて、何がなんでも阻止してやると心に誓う。

　結局、梗一さんは途中から目を閉じてしまい、一度も顔を上げないままに新宿に着いた。しかしドアが開くと、今まで微動だにしなかったのが嘘のように素早く立ち上がる。車両を横切り、すたすたとドアから出て行く彼を、俺も追って電車を降りた。人の波に紛まぎれ、階段を上がっていくスーツの背中をぴったりとマークする。刑事の尾行スキルを舐めてもらっちゃ困るぜ。

　改札を出て百メートルほど、早足で先を行っていた梗一さんが、ちらっと後ろを振り返った。俺と目が合った刹せつ那な、ちっと舌を打つ。振り切れないと覚さとったのか、足を止め、追いついた俺に苛いら立だった口調で問うた。

「なんでついてくるんだ？」

「別に梗一さんをつけているわけじゃありません。俺もたまたまこっちに用があるんです」

　しらを切る俺に、目の前の顔がイラッとしたのがわかる。

「嘘をつけ！」

　低く唾だ棄きしたあと、レンズ越しにきつい眼差しで睨ねめ付つけてきた。

「とにかくもうついてくるな。いいな？」

　そう言われて「はい」と引き下がるわけにはいかない。他の男と寝るとわかっていて、おめおめと見過ごす馬鹿はいない。

　命令を無視してあとを追う俺を、もう一度すごい目で睨みつけた梗一さんが、不意にくるりと方向転換してつかつかと歩き出した。まっすぐ駅構内のトイレに向かっていく。男性用に……入った。

（個室に立てこもってやり過ごそうって腹か？）

　そうはいくか。ダッシュをかけて俺も中に飛び込む。と、個室の手前のスペースに梗一さんが腕組みの体勢で立っていて、虚きょを衝つかれる。

「うわっ……びっくりした！」

　たじろぐ俺の腕を梗一さんがむんずと摑み、無言で引っ張った。

「な、な、なんですかっ」

　面食らっている間にも、梗一さんはぐいぐいと一番奥の個室まで引っ立てる。ドアをバンッと押し開き、先に個室に入るやいなや、続いて俺を中に引き込んだ。ガチャッと鍵が掛かる音に、俺ははっと我に返った。

　狭せまい個室にふたりきり──というシチュエーションに戸と惑まどい、両目をパチパチ瞬しばたたかせる。

「何？……どうし……」

　答えはなく、無表情の梗一さんが、ドアに俺の体を手荒くどんっと押しつけた。息がかかりそうな至近距離から、氷のような冷ややかな眼差しで俺を睨みつけていたかと思うと、出し抜けに俺の股こ間かんをぎゅっと握り込む。

「……いっ……」

　悲鳴を出しかけた口を手のひらで塞ふさがれた。耳許に口を近づけて、「声を出すな」と囁ささやかれる。ふわっと甘いコロンの香りが鼻び孔こうをくすぐった。

「……っ……っ」

　口を塞がれたまま、すくみ上がった俺の股間を、梗一さんの右手が弄もてあそび始はじめる。布地の上からラインをなぞるようにさすられて、びくっと全身が震えた。括くびれを探り当てた指に、こすこすと擦こすられるにつれて、体中の血がどんどんとそこに集中していくのが自分でもわかる。体温が上がって脇わきの下や背中がじんわりと汗ばんできた。呼吸が浅くなり、心臓がドクドクと脈を打って……。

　だって、梗一さんが触さわっているのだ。いつも妄もう想そうだけでも充分興奮できるのに、現実に、本物の梗一さんが俺のものに！

　何がどうしてこうなっているのか、急展開に思考はついていかないし、場所が駅のトイレっていうのが気になるものの、とにかく梗一さんがその気になってくれていることだけはわかる。

（ラッキー!!）

　舞い上がる俺の喜びがダイレクトに伝わったらしく、息子もむくむくと力を持ち始めた。すぐに硬く芯を持って、布地の中に収まっているのが苦しくなってくる。

　それに気がついた梗一さんの手が、チリチリとファスナーを下げた。さらに下着のゴムをずり下げ、すでにエレクト気味の俺の欲望を取り出す。狭い空間から解放されたそれは、取れたての鮮魚よろしく、今にも手の中で跳はね出だしそうだ。

「ずいぶんと活いきがいいな」

　含み笑いでひそっと囁かれ、カッと顔が熱くなる。

「だって梗一さんが……」

「しっ」

　唇くちびるに指を立て、妖よう艶えんな笑みで俺を黙らせた彼が、ゆっくりと身を沈しずめた。え？　まさか……と思っているうちに先端に吐息がかかり……おもむろに熱い粘ねん膜まくに包まれる。

「……うっ」

　危うく声が漏もれそうになって、喉のどを絞しめた。個室の外に人の出入りを感じる。声を出すわけにはいかない。

　懸命に声を堪こらえる俺をいたぶるみたいに、濡れた舌が欲望にねっとりと絡からみつく。付け根から先端までの裏筋をちろちろと舌先で舐め上げる。わざとのように、ぴちゃぴちゃと音を立ててシャフトをしゃぶる。

「……あっ……」

　堪えきれない声を漏らすと、お仕置きと言わんばかりに歯を立てられる。舌先で鈴すず口ぐちをこじ開けるみたいに刺激され、先走りを唇で啜すすられて、思わず梗一さんの髪を摑んだ。腰がぶるっと震え、はぁはぁと荒い息が漏れる。

　めっちゃ気持ちいい。最高……天国！

　的確な口こう淫いんにじりじりと追い上げられ、俺はたまらず、梗一さんのやわらかい髪を指で搔き混ぜた。また、じわっと先端から溢あふれたのがわかる。もう、すぐそこまで来ている。
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（もう……もう……出るっ）

　ピークを迎えた射精感に、ぎゅっと髪を摑む手に力を込めた時──だった。不意に梗一さんが身を引き、俺から口を離す。熱い口こう腔こう内ないから昂ったブツがずるっと抜け出た。

（え？）

　突然突き放され、戸惑う俺を尻目に、梗一さんはすっくと立ち上がり、トイレットペーパーホルダーに手を伸ばした。カラカラと巻き取ったペーパーで口を拭ぬぐい、使用後のペーパーをぽいっと洋便器に投げ込んだ。タンクの横のレバーを回してジャーッと水を流す。

「あとは自分で始末しろ」

　意味がわからずぽかーんと口を開ける俺に、梗一さんが片手を挙げた。

「じゃあな」

　ガチャッと鍵を開け、颯さっ爽そうとドアから出ていく。あと一歩というところで放り出され、個室に取り残された俺は、呆ぼう然ぜんと、天を仰あお向むいたままの息子と顔を見合わせた。徐じょ々じょに事の次第を理解するにつれ、血の気が下がっていく。

　これって、つまり、放置プレイ!?

「そ、そんなぁ……」

　体中の力が抜け、へなへなと便座にしゃがみ込む。

（ひどいよ。あんた鬼だ。鬼畜だ！）

　追いかけて怒りをぶつけようにも、この状態じゃ外に出られない。天国から一転の地獄。昇天し損ねた俺は、愛する人の鬼の仕打ちを心の中で罵ののしりながら、ひとり侘わびしく己おのれを鎮しずめるしかなかった。
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　　　　あ　と　が　き







　こんにちは。初めまして。岩いわ本もと薫かおるです。このたびは「プリティ・ベイビィズ２」をお手に取ってくださいまして、ありがとうございました。

　のろのろペースで進めてまいりましたプリティも二巻目です。

　今巻のメインは亨とおると秋あき守もりのふたり。前巻では恋の萌ほう芽がすらおぼろげだったふたりですが、二巻では大きな事件が起こり、ふたりの関係にも変化が訪れます。特に秋守には試練が……。彼方かなたも絡んできてベイビィズの絆きずなにも危機が!?　……といった展開になっております。また今回のミッションは、亨と彼方にシスター服を着せたいという個人的な野望のために、修道院が舞台になっています。ふたりのシスター姿をイラストで拝見できて、とても幸せでした！

　イラスト絡みですと、雑誌後篇の扉に「ちびベイビィズ」を描いていただけたのですが、ちびたちの服装がまさにそれぞれの個性を表していてさすが！　と唸うなってしまいました。若かりし日のパパも素敵です♡（今回ぜひにとお願いして収録していただきましたので、雑誌を見逃した皆様もお楽しみくださいね）麻ま々ま原はら絵え里り依い先生、お忙しい中、萌え直撃のイラストの数々、本当にありがとうございました！　今後とも、どうかよろしくお願い致します。

　文庫化にあたり、亨と秋守の後日談と、主税ちからと梗きょう一いちのお話を書き下ろしました。主税は、なんだかもう本当に不ふ憫びんというか残念というか……。でも、どんなにひどい目にあってもめげないのが主税のチャームポイントだと思いますので、きっと大丈夫（笑）。

　以前雑誌に掲載していただいた「新宿署日誌」も収録していただいています。こちらには新キャラ桐きり谷やも登場しています。本篇と合わせて、いずれも楽しんでいただけますと幸いです。




「プリティ・ベイビィズ」はドラマＣＤにもなっております。

　亨／吉よし野の裕ひろ行ゆきさん、秋守／小こ西にし克かつ幸ゆきさん、梗一／森もり川かわ智とし之ゆきさん、主税／羽は田た野の渉わたるさん、伊い吹ぶき／安やす元もと洋ひろ貴きさん、彼方／神かみ谷や浩ひろ史しさん、パパ／沢さわ木き郁いく也やさんという豪華キャストで新書館様より発売中ですので、ご興味を持たれた方はこちらもぜひお手に取ってみてくださいませ。




　お世話になりました編集担当様をはじめ、本書の制作にご尽力くださいましたすべての皆様に、心からの感謝を捧げます。ありがとうございました。

　今後、プリティは文庫書き下ろしで展開予定です。次巻では亨と秋守のじれじれな関係に決着をつけたいと思っておりますので、お楽しみにお待ちいただけますと嬉しいです。




　できれば、また次の本でお会いできますように。
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